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国際医療福祉大学大学院

大学院長 ▮෠ ⿱

国際医療福祉大学大学院࡛ࠊࡣᚑ᮶ࠊࡾࡼがんプロフェッショナル医療人材

の⫱成プロࢢラ࣒ࡾྲྀ࡟⤌ん࡛ࡓࡋࡲࡁがࠊ東京科学大学（ᙜ᫬ࡣ東京医科ṑ

科大学）を⏦ㄳᰯ2023ࠊ࡚ࡋ࡜ 年 6 月࡟文部科学省「次世代のがんプロフェッ

ショナル養成プラン」事ᴗ（➨ϫᮇ）࡚ࡋ࡜採択ࡓࡋࡲࢀࡉ「次世代がん医療

を担う多職種人材養成プラン」ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟㐃ᦠ 7 大学࡜ඹྠ࡛࡜ࡾ࠿ࡗࡋࠊ

ࠋࡍࡲ࠸ん࡛⤌ࡾྲྀ

ᮏ事ᴗࠊࡣ➨ 4 ᮇがんᑐ⟇᥎㐍ᇶᮏィ⏬ࠊ࡚࠸࠾࡟人材⫱成のᙉ໬ྲྀ࡚ࡋ࡜

ձࠊࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜⟇᪋ࡁ࡭ࡴ⤌ࡾ がん医療の⌧ሙ࡛㢧ᅾ໬ࡿ࠸࡚ࡋㄢ㢟࡟ᑐᛂ

ղࠊ人材ࡿࡍ がんண㜵の᥎㐍を行う人材ࠊճ ᪂࡞ࡓ἞療ἲを㛤発࡛ࡿࡁ人材

➼のがん専門医療人材を養成ࡿࡍᣐⅬを大学㛫㐃ᦠࡾࡼ࡟ᙧ成࡜ࡇࡿࡍを┠ⓗ

2024ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟ᮏ学ࠊがࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡜ 年 4 月ࡾࡼ㛤ㅮࠊࡋ事ᴗࡣ㡰ㄪ࡟㐍ん

2025ࠋࡍࡲ࠸࡛ 年度࣮ࢥྛࠊࡶ࡚࠸࠾࡟スࠊ࡚࠸࠾࡟㡰ㄪ࡞ᒚಟⓏ㘓をࡔࡓ࠸

ࠋࡓࡋࡲࡁが࡛࡜ࡇࡿࡵດ࡟の人材⫱成ࡃ多ࠊࡁ

2025ࠊ࡚ࡋ࡜ࢺン࣋࢖බ㛤ࠊࡓࡲ 年 10 月 4 日ࠊࡣ࡟多職種༠ാᕷẸබ㛤シ

ン࣏࣒࢘ࢪ「がん࡜⭈⮚⑓を࡟ࡶ࡜஌ࡾ㉺ࡿ࠼」2025ࠊ 年 12 月 13 日ࠊࡣ࡟ᕷ

Ẹබ㛤ㅮᗙ「がんのண㜵࡜がん࡜のඹ⏕ ㌟య活動2026ࠊ「࡚ࡋ┠╔࡟ 年 1 月 10
日ࠊࡣ࡟➨ 3ᅇ඲国がんプロ༠㆟఍学際㡿ᇦ部఍ ⭘⒆ᚠ⎔ჾ学ศ㔝࣑ࢭナ ࢳ࣮」

࣮࣒࡛ᣮࡴ⭘⒆ᚠ⎔ჾ」をࢀࡒࢀࡑ㛤ദࠊࡋዲホを༤ࠋࡓࡋࡲࡋ

2025ࠊ࡟ࡇࡇ 年度の活動グ㘓をࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉࡵ࡜ࡲの࡛ࠊ᫝㠀ࠊ

医ࠊࡣᮏ学大学院ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦࠸㢪࠾うࡼࡍࡲࡁࡔࡓ࠸ᣦᑟࡈࠊ㧗ぴのୖࡈ

療࣭福祉⣔の⥲ྜ大学࡚ࡋ࡜多ࡃのศ㔝を᧦ࠊࡾ࠾࡚ࡋศ㔝㛫の஺ὶ࣭多職種

㐃ᦠを඘ᐇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡏࡉ➨ϫᮇࡿ࡞࡜ᮏ事ᴗ࡛࡛ࡲࢀࡇࠊࡶの成ᯝを㋃ࠊ࠼ࡲ

㐃ᦠ大学࡜༠ຊࠊ࡚ࡋがん専門医療人材の養成の᥎㐍࡟ດࡍࡲࡵの࡛ࠊᘬࡁ⥆

ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦࠸㢪࠾ࡃࡋࢁࡼఱ༞ࠊࡁ
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 7 7 7 7 7 35

受入目標人数設定
の考え方・根拠

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する

人数を記載。

※新規に設置したコースに限る。

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人材育成コース（正
規課程：医学研究科公衆衛生学専攻、薬科学研究科、医療福祉学研究科修士課
程）

医師、看護師、保健師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウン
セラー、診療情報管理士、理学・作業・言語聴覚療法士、生殖補助医療胚培養
師、社会福祉士、介護福祉士、公認心理師（臨床心理士）など

２年

令和5年度　文部科学省「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」採択

（連携7大学）東京医科歯科大学、慶應義塾大学、国際医療福祉大学、

‐‐次次世世代代ががんん医医療療をを担担うう多多職職種種人人材材養養成成ププラランン‐‐

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要①①】】

順天堂大学、東海大学、東京薬科大学、東京歯科大学

多職種連携チームを形成し、がん医療現場で顕在化している課題ー痛みの治療
やケア、がん関連学際領域への対応、遠隔病理診断や地域での放射線治療など
に関しての対応など、広範囲に対応できる医療専門職人材を養成する。

過去の大学院のがんプロ志願者数及び大学院医学研究科公衆衛生学専攻及び医
療福祉学研究科の入学者実績から、受け入れ目標人数を７人と設定した。

必修科目６単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
がん治療の先端知識の基礎（２単位）、医療プロフェッショナリズム・医療安
全（1単位）、がんのカウンセリング概論（２単位）、がん多職種協働アクティ
ブラーニング実習（１単位）
＜選択科目＞
緩和医療一般（２単位）、がん疼痛へのアプローチ（２単位）、腫瘍循環器学
際領域（２単位）、老年腫瘍学際領域（２単位）、腫瘍腎臓病学際領域（２単
位）がんサバイバーケア（２単位）（以上連携校共通インテンシブプログラ
ム）、がん治療薬学（２単位）、臨床腫瘍学各論（１単位）、臨床疫学概論
（２単位）、診療情報管理学（２単位）、がん診療の基礎知識（２単位）、が
ん看護学（２単位）、がん治療放射線医科学（２単位）、臨床心理学概論（２
単位）、がん臨床検査学（１単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、がん専門看護師（日本看護協会）、認
定遺伝カウンセラー（日本遺伝カウンセリング学会）、臨床心理士（日本臨床
心理士資格認定協会）、緩和ケア専門医（日本緩和医療学会）など

従来の専門性に基づいた縦割り教育を廃し、大学院に学ぶ異なる専門領域の学
生がクロスオーバーし、さらに連携校の学生と積極的に協働し、がん医療の現
場で顕在化している課題に多職種で挑み、患者支援に関わる専門医療職の養成
を目指す点に特色を持つ。特に痛みのケア・治療に関しては医師の他に臨床心
理士が参加することで、精神的な支援に関して多様なアプローチを実施でき
る。

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者および指導教員が責
任を持って指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを運
営する推進委員会委員が連携校の委員と共にWGを編成して対応する。

医師のみならず看護師、薬剤師、PT・OT・ST、診療放射線技師、臨床検査技
師、遺伝カウンセラー、ケアマネージャーや介護福祉士、公認心理師など多様
な職種の医療スタッフがそれぞれの立場からがん患者に最善の支援を提供でき
る専門家となり、がん診療病院で指導的役割を担うことを期待され、がん患
者、支援者のみならず社会や地域に大きな利益をもたらす。

令和６年４月

－ 7－



大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 2 2 2 2 2 10

受入目標人数設定
の考え方・根拠

過去の大学院のがんプロ志願者数及び入学ニーズ調査から、毎年確実に２人以上
の志願者が見込まれることから、受け入れ目標人数を２人と設定した。

必修科目７単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
がん遺伝子解析学（１単位）、臨床腫瘍学各論（１単位）、がん免疫治療学（１
単位）、がん治療薬学（２単位）、がん治療の先端知識の基礎（２単位）
＜選択科目＞
ゲノム情報解析実習（１単位）、造血器腫瘍に関わる医療者育成コース（２単
位）（ともに連携校共通インテンシブプログラム）、医療プロフェッショナリズ
ム・医療安全（１単位）、がんのカウンセリング概論（２単位）、がん看護学
（２単位）、がん治療放射線医科学（２単位）、がん診療の基礎知識（２単
位）、がん臨床検査学（１単位）、臨床腫瘍学診療実習（２単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、臨床遺伝専門医（日本人類遺伝学会）、
がん専門看護師（日本看護協会）、がん専門薬剤師（日本医療薬学会）など

がんの個別化医療はがんゲノム情報の解析の臨床現場での拡大とともに新薬の臨
床研究が盛んに行われ、成果が得られつつある。また、生体に備わる免疫機能を
賦活化し、がん免疫を亢進させてがん制圧に役立てる療法は一部のがんに劇的な
効果を示すことも知られてきた。遺伝子情報や免疫機能をどのように解析して難
治性のがんに立ち向かうか、について創薬研究、検査薬の開発への期待は大き
い。また、小児がん、血液がん、希少がんなどの難治性がんへの個別化医療への
ニーズは高い。このような観点から医師、薬剤師、検査技師などが新薬や新しい
検査薬の開発に取り組むに当たっての基礎および実際を学ぶことを教育内容の主
眼としているが、その際に看護師、生殖医療に関わる胚培養師、遺伝カウンセ
ラー、さらにビッグデータをもとに研究開発をサポートできるバイオインフォマ
ティシャンなど多職種が情報を交換し、共に学び成長できるコースとして設定す
る特色を有する。

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者や指導教員が責任を
持って指導を行う。共通項目の学修に関しては、本がんプロを運営する推進委員
会委員が連携校の委員と共にWGを編成して対応する。特にゲノム解析とその応用
に関しては本学ゲノム医学センター及び遺伝カウンセリング分野、免疫療法に関
しては医学部免疫学教室、ビッグデータ解析に関しては本学公衆衛生学専攻の
データサイエンティストなどの全面的な支援を得る体制を構築している。

医師、薬剤師、臨床検査技師の育成が主眼となるが、その際に看護師、生殖医療
胚培養師、遺伝カウンセラー、ビッグデータをもとに研究開発をサポートできる
バイオインフォマティシャンなどの多様な職種の医療スタッフがそれぞれの立場
から、がん患者に最善の個別化医療に関する最善の支援を提供できる専門家とし
て成長し、がん診療病院の臨床現場で指導的に機能を果たすことを期待する。

令和６年４月

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学す

る人数を記載。

※新規に設置したコースに限

る。

特にがんゲノム解析技術やがん免疫療法を大きな柱として、最新の個別化医療・
創薬開発の推進に関しての知識と意欲を持ち、がんの個別化診療とくにゲノム医
療やがん免疫療法の開発を担う実力を有した医療専門職人材を養成する。

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要②②】】

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がん個別化医療・創薬の推進を目指したゲノム医療やがん免疫療法の開発を担う
人材養成コース　（正規課程：医学研究科公衆衛生学専攻、薬科学研究科、医療
福祉学研究科修士課程）

医師（腫瘍内科・血液内科、遺伝医学、病理医、免疫学、外科、放射線科な
ど）、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセラーなど

２年
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 3 3 3 3 3 15

受入目標人数設定
の考え方・根拠

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する

人数を記載。

※新規に設置したコースに限る。

がんの予防医学・検診医療を大きな柱として、ビッグデータを集積してがんの予
防医療を開発に意欲を持つ人材が機能的なチームを形成し、EBMに基づく将来への
提言とがんの新しい予防施策を提言できるような医療専門職を養成する。さらに
本コースではがんサバイバーに対する再発予防の観点から身体的・精神的なケア
（生活支援や治療支援）に携わる人材の養成を行う。

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要③③】】

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバーケアを推進する人材
育成コース（正規課程：医学研究科公衆衛生学専攻、薬科学研究科、医療福祉学
研究科修士課程）

医師（検診医療、腫瘍内科、緩和医療、遺伝医学、公衆衛生学、外科、放射線
科、病理診断科など）、看護師・保健師、薬剤師、歯科医、診療放射線技師、臨
床検査技師、遺伝カウンセラー、生殖補助医療胚培養師、理学・作業・言語聴覚
療法士、診療情報管理士（診療情報アナリスト、データサイエンティスト）、社
会福祉士、介護福祉士、公認心理師（臨床心理士）、がん検診事業管理者など

２年

過去の大学院のがんプロ志願者数及び大学院医学研究科公衆衛生学専攻及び医療
福祉学研究科の入学者実績から、受け入れ目標人数を３人と設定した。

必修科目６単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞予防医学総論（２単位）、がん診療の基礎知識（２単位）、がんの
カウンセリング概論（２単位）
＜選択科目＞臨床疫学概論（２単位）、診療情報管理学（２単位）、がんサバイ
バーケア（２単位）（連携校共通）、がん理学療法学（１単位）、がん治療の先
端知識の基礎（２単位）、医療プロフェッショナリズム・医療安全（１単位）、
がん治療薬学（２単位）、がん看護学（２単位）、がん治療放射線医科学（２単
位）、がん臨床検査学（１単位）、医療福祉データサイエンス（２単位）、生物
統計学概論（２単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、がん専門看護師（日本看護協会）、認定
遺伝カウンセラー（日本遺伝カウンセリング学会）、細胞検査士（日本臨床細胞
学会）、緩和ケア専門医（日本緩和医療学会）など

がん予防医学、がん検診医療を教育内容の中心として、さらにがんサバイバーに
対する再発予防の観点から身体的・精神的なケアに携わる人材の教育を行う。医
師に加えてがん予防や検診業務にかかわる多彩な業種、公認心理師や社労士など
の参加をえてチーム医療人材教育にも注力する。分析に必要な生物統計学やデー
タサイエンの知識を実践的に習得することを特色とする。本学関連施設の予防医
学センター（ドックセンター）や医療情報管理部、医学研究科公衆衛生学（デー
タサイエンス）、診療情報アナリスト養成分野、臨床心理学分野の支援を得てい
る。選択科目は多面的な専門職種のエキスパートの多様なニーズに対応した教育
内容を設定した。

院生の専攻分野の責任者や指導教員が責任を持って指導を行う。共通項目の学修
に関しては連携校の委員と共にWGを編成して対応する。データサイエンスや生物
統計学専門家、臨床心理士、ケアマネージャーなどの多職種の参加を得て行う。

医師（遺伝専門医、腫瘍内科医、緩和ケア）のみならず専門看護師、薬剤師、診
療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセラー、ケアマネージャーや介護福祉
士、リハビリ職種、臨床心理士など多様な職種ががん診療病院で指導的役割を担
うことを期待する。

令和６年４月
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 3 3 3 3 3 15

受入目標人数設定
の考え方・根拠

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要⑤⑤】】

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学す
る人数を記載。
※新規に設置したコースに限
る。

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人材育成コース（イン
テンシブコース：医学研究科および医療福祉学研究科博士課程、薬学研究科）

医師、看護師、保健師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセ
ラー、診療情報管理士、理学・作業・言語聴覚療法士、生殖補助医療胚培養師、
社会福祉士、介護福祉士、公認心理師（臨床心理士）など

１または２年

多職種連携チームを形成し、がん医療現場で顕在化している課題ー痛みの治療や
ケア、がん関連学際領域への対応、遠隔病理診断や地域での放射線治療などに関
しての対応など、広範囲に対応できる医療専門職人材を養成する。

令和６年４月

過去の大学院のがんプロ志願者数及び大学院医学研究科公衆衛生学専攻及び医療
福祉学研究科の入学者実績から、受け入れ目標人数を３人と設定した。

必修科目６単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
がん治療の先端知識の基礎（２単位）、医療プロフェッショナリズム・医療安全
（1単位）、がんのカウンセリング概論（２単位）、がん多職種協働アクティブ
ラーニング実習（１単位）
＜選択科目＞
緩和医療一般（２単位）、がん疼痛へのアプローチ（２単位）、腫瘍循環器学際
領域（２単位）、老年腫瘍学際領域（２単位）、腫瘍腎臓病学際領域（２単位）
がんサバイバーケア（２単位）（以上連携校共通インテンシブプログラム）、が
ん治療薬学（２単位）、臨床腫瘍学各論（１単位）、臨床疫学概論（２単位）、
診療情報管理学（２単位）、がん診療の基礎知識（２単位）、がん看護学（２単
位）、がん治療放射線医科学（２単位）、臨床心理学概論（２単位）、がん臨床
検査学（１単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、がん専門看護師（日本看護協会）、認定
遺伝カウンセラー（日本遺伝カウンセリング学会）、臨床心理士（日本臨床心理
士資格認定協会）、緩和ケア専門医（日本緩和医療学会）など

従来の専門性に基づいた縦割り教育を廃し、大学院に学ぶ異なる専門領域の学生
がクロスオーバーし、さらに連携校の学生と積極的に協働し、がん医療の現場で
顕在化している課題に多職種で挑み、患者支援に関わる専門医療職の養成を目指
す点に特色を持つ。特に痛みのケア・治療に関しては医師の他に臨床心理士が参
加することで、精神的な支援に関して多様なアプローチを実施できる。

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者および指導教員が責任
を持って指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを運営す
る推進委員会委員が連携校の委員と共にWGを編成して対応する。

医師のみならず看護師、薬剤師、PT・OT・ST、診療放射線技師、臨床検査技師、
遺伝カウンセラー、ケアマネージャーや介護福祉士、公認心理師など多様な職種
の医療スタッフがそれぞれの立場からがん患者に最善の支援を提供できる専門家
となり、がん診療病院で指導的役割を担うことを期待され、がん患者、支援者の
みならず社会や地域に大きな利益をもたらす。
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 3 3 3 3 3 15

受入目標人数設定
の考え方・根拠

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要⑥⑥】】

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学す
る人数を記載。
※新規に設置したコースに限
る。

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がん個別化医療・創薬の推進を目指したゲノム医療やがん免疫療法の開発を担う
人材養成コース（インテンシブコース：医学研究科博士課程、薬学研究科、医療
福祉学研究科博士課程）

医師（腫瘍内科・血液内科、遺伝医学、病理医、免疫学、外科、放射線科な
ど）、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセラーなど

１または２年

特にがんゲノム解析技術やがん免疫療法を大きな柱として、最新の個別化医療・
創薬開発の推進に関しての知識と意欲を持ち、がんの個別化診療とくにゲノム医
療やがん免疫療法の開発を担う実力を有した医療専門職人材を養成する。

令和６年４月

過去の大学院のがんプロ志願者数及び入学ニーズ調査から、毎年確実に3人以上
の志願者が見込まれることから、受け入れ目標人数を3人と設定した。

必修科目７単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
がん遺伝子解析学（１単位）、臨床腫瘍学各論（１単位）、がん免疫治療学（１
単位）、がん治療薬学（２単位）、がん治療の先端知識の基礎（２単位）
＜選択科目＞
ゲノム情報解析実習（１単位）、造血器腫瘍に関わる医療者育成コース（２
単位）（ともに連携校共通インテンシブプログラム）、医療プロフェッショ
ナリズム・医療安全（１単位）、がんのカウンセリング概論（２単位）、がん看
護学（２単位）、がん治療放射線医科学（２単位）、がん診療の基礎知識（２単
位）、がん臨床検査学（１単位）、臨床腫瘍学診療実習（２単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、臨床遺伝専門医（日本人類遺伝学
会）、がん専門看護師（日本看護協会）、がん専門薬剤師（日本医療薬学
会）など

がんの個別化医療はがんゲノム情報の解析の臨床現場での拡大とともに新薬の臨
床研究が盛んに行われ、成果が得られつつある。また、生体に備わる免疫機能を
賦活化し、がん免疫を亢進させてがん制圧に役立てる療法は一部のがんに劇的な
効果を示すことも知られてきた。遺伝子情報や免疫機能をどのように解析して難
治性のがんに立ち向かうか、について創薬研究、検査薬の開発への期待は大き
い。また、小児がん、血液がん、希少がんなどの難治性がんへの個別化医療への
ニーズは高い。このような観点から医師、薬剤師、検査技師などが新薬や新しい
検査薬の開発に取り組むに当たっての基礎および実際を学ぶことを教育内容の主
眼としているが、その際に看護師、生殖医療に関わる胚培養師、遺伝カウンセ
ラー、さらにビッグデータをもとに研究開発をサポートできるバイオインフォマ
ティシャンなど多職種が情報を交換し、共に学び成長できるコースとして設定す
る特色を有する。

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者や指導教員が責任を
持って指導を行う。共通項目の学修に関しては、本がんプロを運営する推進委員
会委員が連携校の委員と共にWGを編成して対応する。特にゲノム解析とその応用
に関しては本学ゲノム医学センター及び遺伝カウンセリング分野、免疫療法に関
しては医学部免疫学教室、ビッグデータ解析に関しては本学公衆衛生学専攻の
データサイエンティストなどの全面的な支援を得る体制を構築している。

医師、薬剤師、臨床検査技師の育成が主眼となるが、その際に看護師、生殖医療
胚培養師、遺伝カウンセラー、ビッグデータをもとに研究開発をサポートできる
バイオインフォマティシャンなどの多様な職種の医療スタッフがそれぞれの立場
から、がん患者に最善の個別化医療に関する最善の支援を提供できる専門家とし
て成長し、がん診療病院の臨床現場で指導的に機能を果たすことを期待する。

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 3 3 3 3 3 15

受入目標人数設定
の考え方・根拠

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要⑤⑤】】

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学す
る人数を記載。
※新規に設置したコースに限
る。

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人材育成コース（イン
テンシブコース：医学研究科および医療福祉学研究科博士課程、薬学研究科）

医師、看護師、保健師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセ
ラー、診療情報管理士、理学・作業・言語聴覚療法士、生殖補助医療胚培養師、
社会福祉士、介護福祉士、公認心理師（臨床心理士）など

１または２年

多職種連携チームを形成し、がん医療現場で顕在化している課題ー痛みの治療や
ケア、がん関連学際領域への対応、遠隔病理診断や地域での放射線治療などに関
しての対応など、広範囲に対応できる医療専門職人材を養成する。

令和６年４月

過去の大学院のがんプロ志願者数及び大学院医学研究科公衆衛生学専攻及び医療
福祉学研究科の入学者実績から、受け入れ目標人数を３人と設定した。

必修科目６単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
がん治療の先端知識の基礎（２単位）、医療プロフェッショナリズム・医療安全
（1単位）、がんのカウンセリング概論（２単位）、がん多職種協働アクティブ
ラーニング実習（１単位）
＜選択科目＞
緩和医療一般（２単位）、がん疼痛へのアプローチ（２単位）、腫瘍循環器学際
領域（２単位）、老年腫瘍学際領域（２単位）、腫瘍腎臓病学際領域（２単位）
がんサバイバーケア（２単位）（以上連携校共通インテンシブプログラム）、が
ん治療薬学（２単位）、臨床腫瘍学各論（１単位）、臨床疫学概論（２単位）、
診療情報管理学（２単位）、がん診療の基礎知識（２単位）、がん看護学（２単
位）、がん治療放射線医科学（２単位）、臨床心理学概論（２単位）、がん臨床
検査学（１単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、がん専門看護師（日本看護協会）、認定
遺伝カウンセラー（日本遺伝カウンセリング学会）、臨床心理士（日本臨床心理
士資格認定協会）、緩和ケア専門医（日本緩和医療学会）など

従来の専門性に基づいた縦割り教育を廃し、大学院に学ぶ異なる専門領域の学生
がクロスオーバーし、さらに連携校の学生と積極的に協働し、がん医療の現場で
顕在化している課題に多職種で挑み、患者支援に関わる専門医療職の養成を目指
す点に特色を持つ。特に痛みのケア・治療に関しては医師の他に臨床心理士が参
加することで、精神的な支援に関して多様なアプローチを実施できる。

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者および指導教員が責任
を持って指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを運営す
る推進委員会委員が連携校の委員と共にWGを編成して対応する。

医師のみならず看護師、薬剤師、PT・OT・ST、診療放射線技師、臨床検査技師、
遺伝カウンセラー、ケアマネージャーや介護福祉士、公認心理師など多様な職種
の医療スタッフがそれぞれの立場からがん患者に最善の支援を提供できる専門家
となり、がん診療病院で指導的役割を担うことを期待され、がん患者、支援者の
みならず社会や地域に大きな利益をもたらす。

－ 11 －



 
Ⅱ.開講コース 

 

 

１. 開講科目一覧 

２. シラバス 

３. 履修者・修了者一覧 

 

 

 

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 2 2 2 2 2 10

受入目標人数設定
の考え方・根拠

過去の大学院のがんプロ志願者数及び大学院医学研究科公衆衛生学専攻及び医療
福祉学研究科の入学者実績から、受け入れ目標人数を２人と設定した。

必修科目６単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
　予防医学総論（２単位）、がん診療の基礎知識（２単位）、がんのカウンセリ
ング概論（２単位）
＜選択科目＞
　臨床疫学概論（２単位）、診療情報管理学（２単位）、がんサバイバーケ
ア（２単位）（連携校共通）、がん理学療法学（１単位）、がん治療の先端
知識の基礎（２単位）、医療プロフェッショナリズム・医療安全（１単
位）、がん治療薬学（２単位）、がん看護学（２単位）、がん治療放射線医
科学（２単位）、がん臨床検査学（１単位）、医療福祉データサイエンス
（２単位）、生物統計学概論（２単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、がん専門看護師（日本看護協会）、認定
遺伝カウンセラー（日本遺伝カウンセリング学会）、細胞検査士（日本臨床細胞
学会）、緩和ケア専門医（日本緩和医療学会）など

がん予防医学、がん検診医療を教育内容の中心として、さらにがんサバイバーに
対する再発予防の観点から身体的・精神的なケアに携わる人材の教育を行う。医
師のみならずがん予防や検診業務にかかわる多彩な業種、さらに公認心理師や社
労士など参加をえてチーム医療人材教育にも力を入れる。分析に必要な生物統計
学やデータサイエンの知識を実践的に身につけることを特色とする。本学関連医
療施設の予防医学センター（ドックセンター）や医療情報管理部及び医学研究科
公衆衛生学（データサイエンス）、診療情報アナリスト養成分野、臨床心理学分
野の支援を得ている。選択科目は多面的な専門職種のエキスパートが設定した受
講者の多様なニーズに対応した教育内容を設定した。

院生の専攻分野の責任者や指導教員が責任を持って指導を行う。共通項目の学修
に関しては連携校の委員と共にWGを編成して対応する。データサイエンスや生物
統計学専門家、臨床心理士、ケアマネージャーなどの多職種の参加を得て行う。

医師（遺伝専門医、腫瘍内科医、緩和ケア）のみならず専門看護師、薬剤師、診
療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセラー、ケアマネージャーや介護福祉
士、リハビリ職種、臨床心理士など多様な職種ががん診療病院で指導的役割を担
うことを期待する。

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要⑦⑦】】

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する
人数を記載。
※新規に設置したコースに限る。

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバーケアを推進する人材
育成コース（インテンシブコース：医学研究科博士課程、薬学研究科、医療福祉
学研究科博士課程）

医師（検診医療、腫瘍内科、緩和医療、遺伝医学、公衆衛生学、外科、放射線
科、病理診断科など）、看護師・保健師、薬剤師、歯科医、診療放射線技師、臨
床検査技師、遺伝カウンセラー、生殖補助医療胚培養師、理学・作業・言語聴覚
療法士、診療情報管理士（診療情報アナリスト、データサイエンティスト）、社
会福祉士、介護福祉士、公認心理師（臨床心理士）、がん検診事業管理者など

１または２年

がんの予防医学・検診医療を大きな柱として、ビッグデータを集積してがんの予
防医療の開発に意欲を持つ者が機能的なチームを形成し、EBMに基づく将来への
提言をでき、がんの新しい予防施策を提言できるような医療専門職を養成する。
さらに本コースでは、がんサバイバーに対する再発予防の観点から身体的・精神
的なケア（生活支援や治療支援）に携わる人材の養成を行う。

令和６年４月
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１. 開講科目一覧 

２. シラバス 

３. 履修者・修了者一覧 

 

 

 

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

0 2 2 2 2 2 10

受入目標人数設定
の考え方・根拠

過去の大学院のがんプロ志願者数及び大学院医学研究科公衆衛生学専攻及び医療
福祉学研究科の入学者実績から、受け入れ目標人数を２人と設定した。

必修科目６単位以上を含む１０単位以上を履修し、試験に合格すること。

＜必修科目＞
　予防医学総論（２単位）、がん診療の基礎知識（２単位）、がんのカウンセリ
ング概論（２単位）
＜選択科目＞
　臨床疫学概論（２単位）、診療情報管理学（２単位）、がんサバイバーケ
ア（２単位）（連携校共通）、がん理学療法学（１単位）、がん治療の先端
知識の基礎（２単位）、医療プロフェッショナリズム・医療安全（１単
位）、がん治療薬学（２単位）、がん看護学（２単位）、がん治療放射線医
科学（２単位）、がん臨床検査学（１単位）、医療福祉データサイエンス
（２単位）、生物統計学概論（２単位）など

腫瘍内科専門医（日本臨床腫瘍学会）、がん専門看護師（日本看護協会）、認定
遺伝カウンセラー（日本遺伝カウンセリング学会）、細胞検査士（日本臨床細胞
学会）、緩和ケア専門医（日本緩和医療学会）など

がん予防医学、がん検診医療を教育内容の中心として、さらにがんサバイバーに
対する再発予防の観点から身体的・精神的なケアに携わる人材の教育を行う。医
師のみならずがん予防や検診業務にかかわる多彩な業種、さらに公認心理師や社
労士など参加をえてチーム医療人材教育にも力を入れる。分析に必要な生物統計
学やデータサイエンの知識を実践的に身につけることを特色とする。本学関連医
療施設の予防医学センター（ドックセンター）や医療情報管理部及び医学研究科
公衆衛生学（データサイエンス）、診療情報アナリスト養成分野、臨床心理学分
野の支援を得ている。選択科目は多面的な専門職種のエキスパートが設定した受
講者の多様なニーズに対応した教育内容を設定した。

院生の専攻分野の責任者や指導教員が責任を持って指導を行う。共通項目の学修
に関しては連携校の委員と共にWGを編成して対応する。データサイエンスや生物
統計学専門家、臨床心理士、ケアマネージャーなどの多職種の参加を得て行う。

医師（遺伝専門医、腫瘍内科医、緩和ケア）のみならず専門看護師、薬剤師、診
療放射線技師、臨床検査技師、遺伝カウンセラー、ケアマネージャーや介護福祉
士、リハビリ職種、臨床心理士など多様な職種ががん診療病院で指導的役割を担
うことを期待する。

国国際際医医療療福福祉祉大大学学大大学学院院【【教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの概概要要⑦⑦】】

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する
人数を記載。
※新規に設置したコースに限る。

国際医療福祉大学大学院医学研究科、薬学・薬科学研究科、医療福祉学研究科

がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバーケアを推進する人材
育成コース（インテンシブコース：医学研究科博士課程、薬学研究科、医療福祉
学研究科博士課程）

医師（検診医療、腫瘍内科、緩和医療、遺伝医学、公衆衛生学、外科、放射線
科、病理診断科など）、看護師・保健師、薬剤師、歯科医、診療放射線技師、臨
床検査技師、遺伝カウンセラー、生殖補助医療胚培養師、理学・作業・言語聴覚
療法士、診療情報管理士（診療情報アナリスト、データサイエンティスト）、社
会福祉士、介護福祉士、公認心理師（臨床心理士）、がん検診事業管理者など

１または２年

がんの予防医学・検診医療を大きな柱として、ビッグデータを集積してがんの予
防医療の開発に意欲を持つ者が機能的なチームを形成し、EBMに基づく将来への
提言をでき、がんの新しい予防施策を提言できるような医療専門職を養成する。
さらに本コースでは、がんサバイバーに対する再発予防の観点から身体的・精神
的なケア（生活支援や治療支援）に携わる人材の養成を行う。

令和６年４月
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①がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人材育成コース

②がん個別化医療・創薬の推進を目指したゲノム医療やがん免疫療法の開発を担う人材養成コース

③がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバーケアを推進する人材育成コース

④がん看護ＣＮＳコース(正規課程のみ）

科目名 担当教員・コーディネーター

①がん医
療の課
題・多職

種

②ゲノム
医療・免
疫療法

③データサイ
エンス・サバイ

バーケア
単位数

標準
年次

1 がん治療の先端知識の基礎 星本　相淳 必修 必修 選択 2 1年目 前期 ―

2 医療プロフェッショナリズム・医療安全 矢冨　裕 必修 選択 選択 1 1年目 前期 ―

3 がんのカウンセリング概論 橋本　和明 必修 選択 必修 2 1年目 前期 ―

4 がん多職種協働アクティブラーニング実習
矢冨　裕、佐藤　真由美、星本　相
淳、他

必修 ― ― 1 2年目 ― 後期

5 予防医学総論
山崎　力、津金　昌一郎、青木　大
輔

選択 選択 必修 2 1年目 前期 ―

6 がん診療の基礎知識 樋口　肇 選択 選択 必修 2 1年目 前期 ―

7 がん遺伝子解析学 樋口　肇 選択 必修 選択 1 1年目 ―
後期

（後半）

8 臨床腫瘍学各論 樋口　肇 選択 必修 選択 1 1年目
前期

（前半）
―

9 がん免疫治療学 河上　裕 選択 必修 選択 1 1年目 前期 ―

10 がん治療薬学 白石　昌彦・辻　稔 選択 必修 選択 2 1・2・3・4 ― 後期

11 予防医学各論 山崎　力 選択 選択 選択 2 2年目 前期 ―

12 がん理学療法学 原　毅 選択 選択 選択 1 1年目 ― 後期

13 がん作業療法学 谷口　敬道 選択 選択 選択 1 1年目 ― 後期

14 がん治療放射線医科学 橋本　光康 選択 選択 選択 2 1年目 ― 後期

15 生物統計学概論 山崎　力 選択 選択 選択 2 1年目 前期 ―

16
臨床心理学概論
（共通科目）

小畠　秀吾 選択 選択 選択 2 1・2 ― 後期

17 医療福祉データサイエンス 石川　ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ光一 選択 選択 選択 2 1年目 ― 後期

18 がん臨床検査学 村上　正巳・矢冨　裕 選択 選択 選択 1 1年目 ― 後期

19 連携校共通：がん学際領域の医療者養成コース※ 田村　雄一・鷲田　直輝 選択 選択 選択 2 ※ ― ※

20
連携校共通：がん予防を推進する遺伝医療職育成コース※
「がん予防カウンセリング」

西垣　昌和 選択 選択 選択 2 ※ ―
後期

（前半）

21
連携校共通：がん予防を推進する遺伝医療職育成コース※
「がん予防カウンセリング実習」

西垣　昌和 選択 選択 選択 2 ※ ―
後期

（後半）

22
連携校共通：がんサバイバ-を支える多職種医療人養成コース
※ 佐藤　真由美 選択 選択 選択 2 ※ ― ※

ががんんププロロココーーススのの開開講講科科目目

期

※連携校共通インテンシブコースの「期」等につきましては、国際医療福祉大学がんプロHP（https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer5/）をご参照願います。

※「連携校共通：がん予防を推進する遺伝医療職育成コース」では、上記の後期2科目（必修）以外に前期1科目「予防医学総論」（必修）（必修：合計3科目
　　6単位）、及び前期科目「臨床腫瘍学各論」（選択必修）「がん診療の基礎知識」（選択必修）、後期科目「臨床心理学概論」（選択必修）の中から3単位
　　以上を履修し試験に合格することが修了要件となります。

　　　※「実習」以外は、基本VOD、もしくはZoomにてのオンライン授業となります。

※令和7年度シラバスは、「UNIVERSAL PASSPORT（ https://upex.iuhw.ac.jp/ ）」「シラバス照会」よりご覧いただけます。



①がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人材育成コース

②がん個別化医療・創薬の推進を目指したゲノム医療やがん免疫療法の開発を担う人材養成コース

③がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバーケアを推進する人材育成コース

④がん看護ＣＮＳコース(正規課程のみ）

科目名 担当教員・コーディネーター

①がん医
療の課
題・多職

種

②ゲノム
医療・免
疫療法

③データサイ
エンス・サバイ

バーケア
単位数

標準
年次

1 がん治療の先端知識の基礎 星本　相淳 必修 必修 選択 2 1年目 前期 ―

2 医療プロフェッショナリズム・医療安全 矢冨　裕 必修 選択 選択 1 1年目 前期 ―

3 がんのカウンセリング概論 橋本　和明 必修 選択 必修 2 1年目 前期 ―

4 がん多職種協働アクティブラーニング実習
矢冨　裕、佐藤　真由美、星本　相
淳、他

必修 ― ― 1 2年目 ― 後期

5 予防医学総論
山崎　力、津金　昌一郎、青木　大
輔

選択 選択 必修 2 1年目 前期 ―

6 がん診療の基礎知識 樋口　肇 選択 選択 必修 2 1年目 前期 ―

7 がん遺伝子解析学 樋口　肇 選択 必修 選択 1 1年目 ―
後期

（後半）

8 臨床腫瘍学各論 樋口　肇 選択 必修 選択 1 1年目
前期

（前半）
―

9 がん免疫治療学 河上　裕 選択 必修 選択 1 1年目 前期 ―

10 がん治療薬学 白石　昌彦・辻　稔 選択 必修 選択 2 1・2・3・4 ― 後期

11 予防医学各論 山崎　力 選択 選択 選択 2 2年目 前期 ―

12 がん理学療法学 原　毅 選択 選択 選択 1 1年目 ― 後期

13 がん作業療法学 谷口　敬道 選択 選択 選択 1 1年目 ― 後期

14 がん治療放射線医科学 橋本　光康 選択 選択 選択 2 1年目 ― 後期

15 生物統計学概論 山崎　力 選択 選択 選択 2 1年目 前期 ―

16
臨床心理学概論
（共通科目）

小畠　秀吾 選択 選択 選択 2 1・2 ― 後期

17 医療福祉データサイエンス 石川　ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ光一 選択 選択 選択 2 1年目 ― 後期

18 がん臨床検査学 村上　正巳・矢冨　裕 選択 選択 選択 1 1年目 ― 後期

19 連携校共通：がん学際領域の医療者養成コース※ 田村　雄一・鷲田　直輝 選択 選択 選択 2 ※ ― ※

20
連携校共通：がん予防を推進する遺伝医療職育成コース※
「がん予防カウンセリング」

西垣　昌和 選択 選択 選択 2 ※ ―
後期

（前半）

21
連携校共通：がん予防を推進する遺伝医療職育成コース※
「がん予防カウンセリング実習」

西垣　昌和 選択 選択 選択 2 ※ ―
後期

（後半）

22
連携校共通：がんサバイバ-を支える多職種医療人養成コース
※ 佐藤　真由美 選択 選択 選択 2 ※ ― ※

ががんんププロロココーーススのの開開講講科科目目

期

※連携校共通インテンシブコースの「期」等につきましては、国際医療福祉大学がんプロHP（https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer5/）をご参照願います。

※「連携校共通：がん予防を推進する遺伝医療職育成コース」では、上記の後期2科目（必修）以外に前期1科目「予防医学総論」（必修）（必修：合計3科目
　　6単位）、及び前期科目「臨床腫瘍学各論」（選択必修）「がん診療の基礎知識」（選択必修）、後期科目「臨床心理学概論」（選択必修）の中から3単位
　　以上を履修し試験に合格することが修了要件となります。

　　　※「実習」以外は、基本VOD、もしくはZoomにてのオンライン授業となります。

※令和7年度シラバスは、「UNIVERSAL PASSPORT（ https://upex.iuhw.ac.jp/ ）」「シラバス照会」よりご覧いただけます。
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ժ（シϧバス）ܯ医療福祉୉学�द業ࡏࠅ ΫャンϏス

科⽬໌ द業֋࢟೧ౕ

科⽬୴౲੻೜者 科⽬୴౲者

学科 学೧ غ

༷ೖ࣎ݸ චरʙમ୔ ୱҒ਼ ਼࣎ؔ

द業のܙସ

アέτΡϔϧーωング
（A/）

έϧスαーχ

द業の֕གྷ（कୌ）

द業の౺ୣ⽬ඬ

対Ԣする'3

対Ԣする&3

སरড়݇

科ॽگ

ॽߡࢂ

६ඍ学र

՟ୌ౵にؖするフΡーχバ
ρέ

そのଠアχバ΢ス

੔੹඲Ճの๏法

඲Ճのخ६

本द業にؖ࿊するࣰແܨ
౵ݩ

ࣰແݩܨ౵のद業へのఴ
֋

ΨフΡスアϭー

そのଠ

द業ܯժ

յ਼ ಼容 対ԢするA/ ୴౲

୉学Ӆ

がんのΩウンセリング֕࿨�（がんプロαース） ���5೧ౕ

橋本 和໎ 橋本 和໎ɼঘു ऴޙɼঘ野࣋ ಲࢦɼଞ৏ ਜ਼ਕɼ橋本 和典ɼ⻲⼭ 晶⼦ɼࠦ౽ ಠ࢚ɼ中ଞ
ඔุɼ੤ଞ ৶⼦ɼ⽯⽥ 航

ᶅࡑݨԿして͏る՟ୌᶆがんサバ΢バーケアᶇΰόϞ医療 र࢞1೧ ઴غ

ॄ中ٝߪ චरᶅᶆ
મ୔ᶇ �ୱҒ 30

ٝߪ

˛�AυΡスΩρシϥン�υΡϗート ˚�%グループϭーέ ˚�&プϪκンτーシϥン
˚�'ࣰस�フΡールχϭーέ ˚�(そのଠ（ ）

ckavwfxn

がん患者の⼼の͍りΓうΝ理解しɾその⼼理దケアΝ͏かにするかと͏う۫ରద⽀援法Ν学सしɾがん患者にંするଡ͚の৮झがそのٗ法Νसಚするɽ

かん患者のਐରద・⼼理దۦ௩Ν理解するɽ
ϧ΢フサ΢έルと͏う視点から患者にرりశう͞とがͲきるɽ
がん患者の家族Ν援ঁする۫ରద⽀援๏法Νखಚするɽ
Ωウンセリングɾマ΢ンχフルネスɾ೟எߨಊ療法͵ʹがん患者の۫ରద⽀援๏法Νखಚするɽ
؉和ケアɾνーϝナルケアの⼼理ద⽀援Ν理解するɽ

ॶ଒઒ߊ෾野の'3Νࢂল（ࢂলʁ୉学ӅϙーϞϘージ）

ॶ଒઒ߊ෾野の&3Νࢂল（ࢂলʁ୉学ӅϙーϞϘージ）

ಝにࢨఈし͵͏

ಝにࢨఈし͵͏

द業中にన়ٕ介する

予सとしてഓාࣁྋΝ௪ಣしɾٛ໲点͵ʹΝखり৏͝६ඍするɽΉͪɾ͞ΗΉͲのٝߪのࣁྋΏόートΝಣΊศしɾ࣏のद業とのؖܐΝ໎֮にしてद業にྡ΋ɽ

ຘյ՟ୌΝ఑ࣖしɾそのフΡーχバρέΝߨうɽ

ʹの科⽬に͕͏てもɾଡ৮झとの࿊ܠの視点Ν意ࣟして能ಊద͵ࢡ੐Ͳद業にࢂՅしてΆし͏ɽ

຦Ϫポートغ

ຘյの受ߪସౕ（��ˍ）とϪポート（��ˍ）Ν඲Ճするɽ

医療ؖܐɾ࢚法ؖܐ౵Ͳの医ࢥΏ⼼理৮のྡজݩܨΝ͏ͥΗも༙して͕りɾそのݩܨΝ༙するɽ

ࣙ෾のͮߨてきͪྡজݩܨΝもとにɾ理࿨Ώٗ法と߻Κͦてٝߪにൕӫさͦるɽ

橋本和໎
中⽥ޭن
ଞ৏ਜ਼ਕ
ঘുऴޙ
ঘ野࣋ಲࢦ
橋本和典
੤ଞ৶⼦
ࠦ౽ಠ࢚
中野真也
中ଞඔุ
⻲⼭晶⼦
平岡さゆり
⽯෫࿌ો⼦
⼭⾕佳⼦
ொࢡथࢮ

Ωウンセリングマ΢ンχΝ࣍ͮͪがん患者へのన઀͵ケアとԢ౶ 橋本和໎

対ে૗ࣨと੠ਈ療法 ࠦ౽ಠ࢚

中೧غにがんにጸ患する͞とʁ൅ୣஊ֌ΝಁΉ͓⼼理学ద視点Ͳଌ͓る ொࢡथࢮ

߶ྺ者のがん患者とそΗΝ⽀͓る家族の⽀援 ঘ野࣋ಲࢦ

がん患者にΊらΗる⼼理ద঳য়ー抑うつɼͦんໟΝ中⼼にー ঘുऴޙ

からͫと͞͞ΘΝつ͵͛Ωウンセリングのٗ法と׈༽ 中ଞඔุ

⼼療಼科医がखりૌ΋؉和ケアのࣰࡏ ଞ৏ਜ਼ਕ

බӅ؉和ケアοーϞに͕͜る⼼理৮のༀׄとࣰભ߻૱ ⽯෫࿌ો⼦

ଡ৮झ࿊ܠの視点からଌ͓ͪοーϞアプローοの๏法とཻ意点 ੤ଞ৶⼦
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科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

作業療法学科 ⾔語聴覚学科

視機能療法学科 放射線・情報科学科

医学検査学科 ⼼理学科

医療福祉・マネジメント学科 医療マネジメント学科

薬学科

がん患者・医療従事者のセルフケア⽀援（抑うつ・バーンアウト予防） 橋本和典

AYA世代(15〜39歳)のがん患者⽀援〜がん・⽣殖医療の現場から〜 ⼭⾕佳⼦

がんとともに⽣きる患者とその家族の疾患受容プロセスー遺伝性がんに着⽬して 平岡さゆり

がん患者の家族の理解と⽀援 中野真也

がん患者に対するソーシャル・サポートの効果と注意点 ⻲⼭晶⼦

悲嘆への介⼊ ⽯⽥航
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国際医療福祉⼤学�द業ܯժ（シラバス） キャンパス

科⽬໌ द業開࢟೧ౕ

科⽬୴౲੻೜ं 科⽬୴౲ं

学科 学೧ غ

༷ೖ࣎ݸ චरʙમ୔ ୱҒ਼ ਼࣎ؔ

द業のܙସ

ΠέτΡϔラーωング
（$/）

έラスαーχ

द業の֕གྷ（कୌ）

द業の౺ୣ⽬ඬ

ଲԢͤΖ'3

ଲԢͤΖ&3

སरড়݇

科ॽگ

参ߡॽ

६ඍ学र

՟ୌ౵ͶؖͤΖϓΡーχバ
ρέ

ͨの他Πχバイス

成੹඲Ճの๏法

඲Ճのخ६

ຌद業Ͷؖ࿊ͤΖࣰແܨ
౵ݩ

ࣰແݩܨ౵のद業΃のఴ
開

オϓΡスΠϭー

ͨの他

द業ܯժ

回਼ ಼༲ ଲԢͤΖ$/ ୴౲

⼤学院

͗Ξ多職種協働ΠέτΡϔラーωングࣰस�（͗Ξϕϫαース） 202�೧ౕ

⽮冨 裕 ⽮冨 裕、樋⼝ 肇、੗ຌ ૮५、佐藤 真由美

͗Ξ医療のݳ৖ͲࡑݨԿ՟ୌͶ多職種࿊ܠͲே΋ਕࡒү成αース 2೧⽬ غޛ

ࣰस චर 1ୱҒ 4�࣎ؔ

ࣰस（9݆1ೖf9݆6ೖ）
9݆1ೖf9݆5ೖ オンラインԍस（υΡスΩρシϥン౵؜΋）
9݆6ೖ �病院⽥ࢀ ஏࣰसݳ

˛$υΡスΩρシϥン/υΡϗート ˚Bグϩーϕϭーέ ˚&ϕϪκンτーシϥン
˛'ࣰस/ϓΡーϩχϭーέ �˚Eͨの他（ ）

gd543o6e

઒໵ద͵எࣟ͗චགྷと͠ΗΖ͗Ξ઎୼医療Ͷ͕͏ͱ、͗Ξ医療ݳ৖ͲࡑݨԿ͢ͱ͏Ζ՟ୌー௩Ίの࣑療ΏίΠ、͗Ξؖ࿊学際྘Ү΃のଲԢΝͤ΄͚、͗Ξं׳Ώ
Պଔ౵ࢩԋंΝࢩԋͤΖ多職種の⼤学院ਫ਼͗、ಋ⼀のྡজݳ৖Ͳοーム医療・οームίΠΝ੷ۅదͶ学΁ɽ۫ରదͶはʰᶅ͗Ξ医療のݳ৖ͲࡑݨԿ͢ͱ͏Ζ՟ୌ
Ͷ多職種࿊ܠͲே΋ਕࡒү成αースʱསरं（看護ࢥ、ྡজ⼼理ࢥ、薬ࢥࡐ、放射線ٗࢥ、理学療法࢞、作業療法࢞、ਏ療情報࢞͵ʹ）͗οームΝܙ成͢、ࣰ
सࢬઅのࢨ಍ं͵ʹの協ྙの΍と、ं׳・ՊଔͶͯ͏ͱのΠセスメント͕Γ;⼼理ίΠΝ؜΋γーϑスܯժΝཱིҌͤΖɽচ、ྭࣆΝ༽͏ͱのΠέτΡϔラーω
ングΝ੷ۅదͶࡀ༽ͤΖɽ ˠ״ઝ঳֨⼤のয়ڱͶΓΕオンラインԍसと͵ΖՆ能੓͍͗Ζɽ

1） ͗Ξ઎୼医療Νण͜Ζं׳・ՊଔのωーθΝਐର・੠ਈ・ऀճదଈ໚͖Δ理մͲ͘Ζɽ
2） ͗Ξ઎୼医療Ͷ͖͖ΚΖ֦෨໵のༀׄΝ理մͲ͘Ζɽ
3） ֦職種のཱི৖͖Δ඲ՃΝ͏ߨ、οームસରͲγーϑスܯժΝཱིҌͲ͘Ζɽ
4） ͗Ξ઎୼医療Νण͜Ζं׳・ՊଔͶଲͤΖοーム医療・οームίΠのリーξーシρϕΝ学΁ɽ
�） と͚ͶνーミナϩίΠͶ加͓、ं׳म࿓ྈཱིࢩԋ͵ʹ、ྡজ⼼理దଈ໚Ͷഓྂ͢ͱଲԢͲ͘Ζɽ

ॶ଒ڂݜ科の'3（参লʁ⼤学院ϙームϘージ）

ॶ଒ڂݜ科の&3（参লʁ⼤学院ϙームϘージ）

ຌ科⽬は原ଉと͢ͱαースౌ録͢た2೧⽬ͶरಚͤΖɽ

͗Ξ多職種協働ΠέτΡϔラーωングࣰसགྷߴ（སरंͶഓාͤΖ）

&DQFHU�1XUVLQJ��3ULQFLSOHV�DQG�3UDFWLFH��&DQFHU�1XUVLQJ��-RQHV�	�BDUWOHWW��
-RQHV�ˏBDUWOHWW�SXE

$GYDQFHG�3UDFWLFH�1XUVLQJ��$Q�,QWHJUDWLYH�$SSURDFK��4H
6DXQGHUV

੷ۅదͶࣰस、υΡスΩρシϥンͶ参加ͤΖ

ࣰसの઴ޛ、ࣰस࣎ͶనٕαメントͤΖ

Ϫポート、υΡスΩρシϥン

・Ϫポート಼༲͕Γ;υΡスΩρシϥン࣎の൅න
・ࣰस���ೖの͑ͬܿੰは2�0ೖまͲɽ
・第7回第8回第9回シンポジウム・公開講座・セミナーの͑ͬ̐ͯҐ৏Νճ৖参加、΍͚͢は視聴͢、ϪポートΝ఑ड़ͤΖ͞とɽτーマはพ౏఑ࣖͤΖɽ

—

—

ࣰसの઴ޛ͵ʹͲనٕण͜Ζɽ

第1回

ˠҐԾのࣰसスίジϣーϩは༩ఈͲͤɽ
病院のঀয়ڱ౵ͶΓΕรߍͶ͵ΖՆ能੓͍͗Εまͤɽ

9݆1ೖ（݆）�9�00�17ʁ00 オンラインԍस

$�'

⽮冨裕、佐藤真由美、੗ຌ૮५、๼
⼝真由ߵ（ࢀ⽥病院）、߶市直ࢢ
（成⽥病院）、੶ઔ༠ࢀ）ࢢ⽥病
院）、藤࡛ຓ美（ࢀ⽥病院）、他

第2回 9݆2ೖ（Ւ）�9�00�17ʁ00 オンラインԍस $�'

佐藤真由美、੗ຌ૮५、੶⽥ߦ、߶
ड़Ӟ݊ଢ࿢、（病院⽥ࢀ）Ѭ཮ڰ
病⽥ࢀ）य़ղ⽥ֻ、（病院⽥ࢀ）
院）、⼤ฑຓ由美（成⽥病院）、他

第3回 9݆3ೖ（ਭ）�9�00�17ʁ00 オンラインԍस $�' ੗ຌ૮५、樋⼝肇、ߵ໼ೖ߶（ࢀ⽥
病院）、佐藤真由美、他

第4回 9݆4ೖ（໨）�9�00�17ʁ00 オンラインԍस $�' ੗ຌ૮५、৿原ਜ਼⼤（ࢀ⽥病院）、
ᔻຌ࢛߃、佐藤真由美、他

第�回 9݆5ೖ（ۜ）�9�00�17ʁ00 オンラインԍस $�' ੗ຌ૮५、஦੊ݻஎদ、佐藤ࢀܜ
佐藤真由美、他、（病院⽥ࢀ）

第�回 9݆6ೖ（⼟）�$0 ྡஏࣰस（ϫϚρトघढ़͵ʹ）（国際医療福祉⼤学ࢀ⽥病院） $�'
੗ຌ૮५、ߵ໼ೖ߶（ࢀ⽥病院）、
佐藤真由、（病院⽥ࢀ）ݓҬොآ
美、他
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科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

作業療法学科 ⾔語聴覚学科

視機能療法学科 放射線・情報科学科

医学検査学科 ⼼理学科

医療福祉・マネジメント学科 医療マネジメント学科

薬学科

第7回 10/4（⼟）多職種協働市⺠公開シンポジウム参加と省察（国際医療福祉⼤学東京⾚坂キャンパス）または収
録映像のWEB視聴 A ⽮冨裕、鷲⽥直輝、伊藤純（成⽥病

院）、樋⼝肇、他

第8回 12/13（⼟）市⺠公開講座参加と省察（国際医療福祉⼤学東京⾚坂キャンパス）または収録映像のWEB視聴 A ⽮冨裕、佐藤真由美、原毅、他

第9回 1/10（⼟）セミナー参加と省察（オンライン）または収録映像のWEB視聴 A ⽮冨裕、⽥村雄⼀

—

—

—

—

—

—
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

作業療法学科 ⾔語聴覚学科

⼤学院

予防医学総論 （がんプロコース） 2025年度

⼭崎 ⼒ ⼭崎 ⼒、飯室 聡、藤⽥ 烈、井⾕ 修、津⾦ 昌⼀郎、アルアリアシー らるび、⻘⽊ ⼤輔

①顕在化している課題②がんサバイバーケア③ゲノム医療 1年、2年 前期

集中講義 必修②
選択①③ 2単位 30

すべての授業があらかじめ収録した授業映像によるVOD授業となる。必ずGoogle ClassroomでVOD授業を学習し、確認問題に回答すること

□ Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

hh5byxmq

予防医学に関する総合的な知識を習得するとともに、⾼度に専⾨化した我が国のがん検診医療についての職種横断的な知識を⾝につける。更に、各種の専⾨的
な検診のあり⽅について深く考察することで、理論に裏打ちされた予防医学の実践能⼒を獲得する。

1.職種を問わず横断的にがん予防医学およびがん検診医療の総合的および専⾨的知識を修得する。
2.特定健診・特定保健指導、地域職域保健の理解を深める。

所属専攻のDP（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻のCP（参照：⼤学院ホームページ）

特に指定しない。

特に指定しない。

授業中に適宜紹介する。

各講義前に、関連する論⽂、⽂献等に⽬を通しておくことが望まれる

必要に応じてメールで実施する。

学⽣の主体的積極的参加と質疑を重視する。

確認問題に基づいて評価する。

確認問題100％

教育・研究のみ

メールにて随時受け付ける。

イントロダクション、予防医学と臨床検査 ⼭崎⼒

予防医学と臨床疫学 飯室聡

予防医学に必要な統計学 アルアリアシーらるび

予防医学と感染症 藤⽥烈

特定健診・特定保健指導、地域職域保健 井⾕修

がん予防総論（実態と動向、がん予防の科学的根拠） 津⾦昌⼀郎

⽣活習慣（喫煙・飲酒・⾷事・運動・体型など）とがん 津⾦昌⼀郎

⽣活環境（放射線、環境汚染、職業、医薬品など）・慢性感染とがん 津⾦昌⼀郎

部位別に⾒たがんの原因と予防法 津⾦昌⼀郎

個別化がん予防（リスク層別、化学予防など） 津⾦昌⼀郎

がん検診のしくみ ⻘⽊⼤輔

がん検診の利益と不利益 ⻘⽊⼤輔

がん検診ガイドライン 中⼭富雄

がん検診プログラムと精度管理 松⽥⼀雄

がん対策の実際−⼦宮頸がんを例に− ⻘⽊⼤輔
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

⼤学院

がん診療の基礎知識 （がんプロコース） 2025年度

樋⼝ 肇 樋⼝ 肇、⼤東 貴志、海⽼沼 浩利、⼤和⽥ 千桂⼦、星本 相淳、若宮 富浩、⼤⼭ 隆史、鶴⽥
雅⼠、多⽥ 裕司、⽚岡 史夫、井上 ⾼光、⿊住 献、藪下 千恵美、津⾦ 昌⼀郎

①顕在化している課題②がんサバイバーケア③ゲノム医療 博⼠課程1年
修⼠課程1年 前期

集中講義 必修②
選択①③ 2単位 30

講義

□ Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

lbim3u7b

がん診療に必要な臨床の基本知識を学び、⽇本のがん対策基本法に基づいた診療の実際について理解する。

・我が国のがん疾患の現状と動向について理解する
・がん対策基本法について理解する
・がん登録の種類、システムについて理解する
・がん登録登録情報の利活⽤について理解する
・主要な臓器のがん疾患に対する診断および治療の実際、予後について理解する

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

特に指定しない

特に指定しない

授業中に適宜紹介する

⾃⾝の研究領域に関する資料、⽂献に⽬を通しておくこと。
⾃⾝の臨床経験を踏まえ、感じている問題意識を明らかにしておくこと。

課題は、担当教員が確認したうえで次回以降の講義あるいは直接連絡等にて内容の紹介、補⾜の説明などを⾏う場合がある。

学⽣の主体的積極的参加と質疑を重視します。

授業を聴講の上レポート・課題を提出

課題に対する評価

教育・研究のみ

メール等にて随時受け付ける

我が国のがん疾患の現状と動向 津⾦ 昌⼀郎

がん対策基本法 ⻄嶋 康浩 (厚⽣労働省 健康局 が
ん・疾病対策課⻑）

がん登録の種類 藪下 千恵美

がん登録システムおよび登録情報の利活⽤ 藪下 千恵美

がん診療の実際 ⼤腸癌 鶴⽥ 雅⼠

がん診療の実際 肺癌 多⽥ 裕司

がん診療の実際 ⾷道癌・胃癌 ⼤⼭ 隆史

がん診療の実際 乳癌 ⿊住 献

がん診療の実際 前⽴腺癌 ⼤東 貴志

がん診療の実際 膵癌・胆道癌 星本 相淳

がん診療の実際 肝臓癌 海⽼沼 浩利

がん診療の実際 腎・尿路上⽪癌 井上 ⾼光

がん診療の実際 ⼦宮・卵巣癌 ⽚岡 史夫

がん診療の実際 悪性リンパ腫 ⼤和⽥ 千佳⼦

がん診療の実際 中枢神経系腫瘍 若宮 富浩
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視機能療法学科 放射線・情報科学科

医学検査学科 ⼼理学科

医療福祉・マネジメント学科 医療マネジメント学科

薬学科
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

⼤学院

がん免疫治療学 （がんプロコース） 2025年度

河上 裕 河上 裕、菅⾕ 誠、進 伸幸、中世古 知昭、樋⼝ 肇、多⽥ 裕司、井上 ⾼光、⿊住 献、⼤多
茂樹

①顕在化している課題②がんサバイバーケア③ゲノム医療 修⼠課程1年
博⼠課程1年 前期

集中講義 必修③
選択①② 1単位 15

講義 VOD

□ Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（）

ie4muuni

「がん免疫治療学」では、近年 標準がん治療として確⽴されたがん免疫療法の基礎から臨床までの基本の理解を⽬指す。総論では、免疫応答の基本（⾃然免疫
と適応免疫）とがんの免疫病態（がん進展に正と負に作⽤する免疫応答）、および各種がん免疫療法の基本（免疫チェックポイント阻害薬と複合がん免疫療法、
抗体療法とその改良、遺伝⼦改変T細胞を含むT細胞利⽤養⼦免疫療法、免疫関連有害事象（irAE）やサイトカイン放出症候群など特有な副作⽤等）を学び、各
論では、主要ながん腫（消化器がん、造⾎器腫瘍、肺がん、⽪膚がん、泌尿器がん、婦⼈科がん、乳がん、頭頚部がん等）において、それぞれのがんの免疫病態
の特徴、および承認あるいは期待されている免疫療法の現状と将来展望（診断バイオマーカーと治療の改良等）を学ぶ。

・がんの免疫病態の基本を理解する：⾃然免疫（マクロファージ、樹状細胞など）と適応免疫（ヘルパー・細胞傷害性・制御性T細胞、B細胞、抗体など）を理
解する。がんの進展や抗腫瘍免疫に正と負に作⽤するがんの免疫病態を理解する。
・がん免疫療法の基本を理解する：免疫チェックポイント阻害薬と複合がん免疫療法、抗体療法とその改良、遺伝⼦改変T細胞を含むT細胞利⽤養⼦免疫療法、
および免疫関連有害事象（irAE）やサイトカイン放出症候群など特有な副作⽤を理解する。
・主要ながん腫（消化器がん、造⾎器腫瘍、肺がん、⽪膚がん、泌尿器がん、婦⼈科がん、乳がん、頭頚部がん等）における免疫療法の基本を理解する：それぞ
れのがん腫のがん免疫病態の特徴とそれぞれのがん腫での免疫療法の現状と将来展望（診断バイオマーカーと治療の改良等）を理解する。

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

特に指定なし

特に指定なし

1. がん免疫療法の個別化を⽀える新・腫瘍免疫学 河上裕編 実験医学増刊 ⽺⼟社2019 
2. 必修!腫瘍免疫学 北野 滋久編 ⾦原出版2022
3. がん免疫療法ガイドライン第3版、⾦原出版2023
など ⾃分のレベルに合う読みやすい本を選んでください。

がん免疫療法の薄い本を読むことをお勧めします。

質問に対する対応

詳細なことは気にせず、がん免疫病態とがん免疫療法の全体像の把握と、免疫療法に特有な抗腫瘍効果と副作⽤の病態⽣理の基本的な理解、個別化治療
(precision medicine)の重要性の理解を⽬指してください。

期末リポート

がん免疫病態とがん免疫療法の基本の理解度

全ての医療関係者

がん免疫研究やがん免疫療法の臨床経験を活かした授業

特に指定なし

科⽬責任者や講義担当者に適宜質問

免疫学の基礎とがんの免疫病態 河上裕

免疫チェックポイント阻害薬の基礎と複合がん免疫療法の開発 河上裕

⼈⼯的ながん免疫療法 ⼤多茂樹

肺がんの免疫療法 多⽥裕司

消化器がんの免疫療法 樋⼝肇

造⾎器腫瘍の免疫療法 中世古知昭

乳がんと⽪膚がんの免疫療法 ⿊住献 / 菅⾕誠

泌尿器がんと婦⼈科がんの免疫療法 井上⾼光 / 進伸幸
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

⼤学院

がん治療薬学 （がんプロコース） 2025年度

辻 稔 辻 稔、⽩⽯ 昌彦

①顕在化している課題②がんサバイバーケア③ゲノム医療 １・２・３・４年次 後期

集中講義 必修③
選択①② 2単位 30

講義

□ Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

qifklmyy

基礎腫瘍学、臨床腫瘍学およびクリティカルパス、インフォームドコンセントなどがん医療を取り巻く状況の各論を学ぶ。クリティカルパス、インフォームド
コンセントなどを補完し、さらに薬物療法が重要な各臨床腫瘍学をピックアップし、現在の最新の知⾒である、がんにおける分⼦⽣物学を配置し、刻々と⽇進
⽉歩するがんのScienceを学ぶ。

１．主要な各種がんについて臨床と治療を理解する
２．治療ガイドラインや治療レジメンを学ぶ
３．がん治療における最新の治療法を学ぶ

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

薬学研究科  医療・⽣命薬学専攻
がんプロ

講義テーマに沿った最新論⽂を中⼼に講義資料として配布する。

授業中に適宜紹介する

各講義では、レポート課題を課して、予習・復習を促す。

課題は、担当教員が確認したうえで次回以降、補⾜の説明などを⾏う場合がある。

レポートに基づいて評価する。

レポートに基づいて評価する。レポートの成績は、秀（90点以上）、優（89〜80点）、良（79〜70点）、可（69〜60点）、不可（59点以下）とし、優・良・可を
合格とする。

調整中（後⽇アップ予定）

がん治療の最新エビデンスの理解ーEBMを改めて考えるー 富⽥隆

抗悪性腫瘍薬の耐性発現メカニズムの解析とその克服 ⻄村信弘

泌尿器領域の腫瘍の病態とその治療について 梶岡俊⼀

がんの個別化医療に向けた研究 髙﨑新也

乳がんにおける治療向上のための要因分析、抗がん剤曝露防⽌に関する研究 杉⼭奈津⼦

がん性疼痛治療薬の使⽤法と注意点 宗像千恵

抗がん剤の臨床試験デザインと薬価算定 間宮弘晃

がん薬物療法と末梢神経障害 加藤芳徳

がん性疼痛の克服に向けた基礎研究 齋藤秀俊

がん患者の精神症状に対する薬物治療 辻稔

抗がん抗体医薬品開発の歴史と抗体医薬品の将来 ⼋⽊秀樹

これからのがん免疫療法 塚本宏樹

細胞内物質輸送を標的としたがん創薬 松浦能⾏

がん代謝研究からみえる薬物治療戦略の可能性 平尾卓也

総括と最近のトピックスの追加、質疑と討論 ⽩⽯昌彦
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

⼤学院

予防医学各論 （がんプロコース） 2025年度

⼭崎 ⼒ ⼭崎 ⼒

がんプロコース 2 前期

集中講義 選択 2単位 30

☑講義 □演習 □実習 □実験 □実技

□Aディスカッション/ディベート □Bグループワーク □Cプレゼンテーション □D実習/フィールドワーク
□その他 （⼩テストとフィードバック）

p35dawdj

講義に加えてケーススタディを⾏うことで、各種疾患の予防医学についての理解を更に深めるとともに、多様な健診（検診）施設の運営実態について学ぶ。さ
らに、国際健診医療を理解し、健診（検診）データを活⽤した臨床研究を⽴案・実施できる能⼒を⾝につけ、予防医学の社会的還元に貢献できる研究能⼒を獲
得する。

１．各種疾患の予防医学を深く理解し、疾病予防指導を実践する能⼒を⾝につける。
２．国際健診医療の実態を理解することでグローバルな視点を涵養し、将来展望を描くことができる。
３．健診（検診）医療で得られるデータの管理および解析⽅法を⾝につけ、課題解決に向けて⾃ら研究を遂⾏できる。

所属研究科のDP（参照：⼤学院ホームページ）

所属研究科のCP（参照：⼤学院ホームページ）

予防医学総論の単位を修得していること。

指定しない

適宜授業内で紹介する。

講義前に可能な限り、講義資料に⽬を通すこと。
講義に、確認問題を提出すること。
（前期履修期間内に講義を視聴し・確認問題を提出すること。）

必要に応じてメールで実施する。

⽇常的に⾃⾝の研究領域に関する資料、⽂献に⽬を通し、問題意識をもって主体的に受講すること。

□定期試験 □実技試験 □実習評価 □⼩テスト □レポート
☑その他（確認問題に基いて評価する。）

確認問題100%

本授業を担当する教員は、⼤学附属病院において医師として複数年勤務し、教育・臨床・研究の実務経験を有する。

本授業を担当する教員は実務経験を踏まえて、⼀通りの予防医学の知識を修得している学⽣を対象に、より実践的な講義を展開する。

メールにて随時受け付ける。

⽇常的に⾃⾝の研究領域に関する資料、⽂献に⽬を通し、問題意識をもって主体的に受講すること。
原則VODにて授業⽇以降に授業を公開予定としている。

4/14 予防：癌 ⻘⽊⼤輔

4/21 （※）予防：動脈硬化性疾患（脳⼼⾎管疾患） ⽵本稔

4/28 予防：糖尿病、⾼⾎圧、脂質異常症 坂本昌也

5/12 予防：肥満とメタボリックシンドローム 笠原英⼦

5/19 予防：婦⼈科疾患（乳癌含む） ⻘⽊⼤輔

5/26 予防：消化器疾患 結束貴⾂

6/2 予防：呼吸器疾患 黨康夫

6/9 予防：泌尿器疾患 鷲⽥直輝

6/16 感染症の予防と対策 松本哲哉

6/23 ワクチン（ポリオ、⼦宮頸癌ワクチン、mRNAワクチンなど） 藤⽥烈

6/30 国際健診医療（海外事情など） 井⾕修

7/7 健診（検診）データ活⽤のための安全管理と匿名化 平松達雄

7/14 健診（検診）データの解釈に関する演習 天野隆弘

7/21 シミュレータによる実技演習 栗⽥康⽣

7/28 まとめ ⼭崎⼒
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

⼤学院

がん理学療法学 （がんプロコース） 2025年度

原 毅 原 毅

【分野】
がんプロ、理学療法学分野、医療福祉教育・管理分野

修⼠課程1年
博⼠課程1年 後期

集中講義 選択 1単位 15

講義
すべての授業があらかじめ収録した授業映像によるVOD授業になります。
VOD授業を学習し、確認問題に回答してください。

□ Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

frt4f7p6

がん医療において理学療法は，⼿術後急性期の呼吸管理や早期離床による合併症予防，がん治療により出現する機能障害の改善など重要な役割を担っています。
しかしながら理学療法の介⼊内容は，がんの病期や罹患部位により異なり，理学療法の治療⽬標もがん患者の全⾝状態や予後に⼤きく左右されます。がん患者へ
理学療法を提供する際には，適切に理学療法の適応か否かを判断することが，がん患者のQuality of Life向上に重要と考えます。

本科⽬では，がん医療における理学療法位置づけと各病期や各がん治療，治療後に出現する機能障害に対する理学療法について講義する。

1.がん医療における理学療法の位置づけが説明できる。
2.各病期および各がん治療等における理学療法の治療⽬標が説明できる。
3.各病期および各がん治療等における機能障害と理学療法の介⼊内容について説明できる。

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

がんプロ
理学療法学分野、医療福祉教育・管理分野

必要に応じて紹介

必要に応じて紹介

各講義前には、関連する研究論⽂や症例検討など⽂献に⽬を通しておくこと。

必要に応じて個別にメールにて実施する。

レポート（確認問題）に基づいて評価する。

レポートに基づいて評価する。レポートの成績は、秀（100〜90点）、優（89〜80点）、良（79〜70点）、可（69〜60点）、不可（59点以下）とし、秀・優・良・
可を合格とする。

原毅（科⽬担当責任者）⇒理学療法⼠，専⾨理学療法⼠（内部障害），厚⽣労働省指定のがんのリハビリテーション研修 ワークショップおよびがんのリハビリ
テーション研修 企画者研修修了，港区がんのリハビリテーション研修会 実⾏委員（2015-2017年）、⽇本がん・リンパ浮腫理学療法研究会 評議員（2021-
2023年）、⽇本がん・リンパ浮腫理学療法学会 評議員（2023年-）

医療機関等でがん患者に対して実務経験のある理学療法⼠が、各病期や各がん治療，治療後に実践するエビデンスに基づく理学療法の知識を教授する。

メール（hara@iuhw.ac.jp）にて随時受け付ける。

がんリハビリテーションにおける理学療法の位置づけ 原毅

消化器がんに対する理学療法（周術期） 原毅

呼吸器がんに対する理学療法（周術期） ⼊江容

転移性⾻腫瘍に対する理学療法 飯島進乃

頭頸部がん・乳がんに対する理学療法（周術期） 原毅

放射線治療・化学療法における理学療法 ⽯井貴弥

緩和ケアにおける理学療法 飯島進乃

在宅医療におけるがん理学療法 杉⽥裕汰
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

⼤学院

がん作業療法学 （がんプロコース） 2025年度

⾕⼝ 敬道 ⾕⼝ 敬道

がんプロ①顕在化している課題②がんサバイバーケア③ゲノム医
療

修⼠課程1年
博⼠課程1年 後期

集中講義 選択 1単位 15

講義

■ Aディスカッション/ディベート ■ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

rksrqkn5

がん患者に関する作業療法の役割は、術後の機能障害の回復・軽減から、代償⼿段の獲得、環境調整によるADL、IADLといった活動の制限や、就労および地域
⽣活への定着といった参加制約へのアプローチなど多岐にわたる。また、終末期ではよりよい作業が苦しみの昇華の⼿段であったり、⼈々との⼼のつながりを
持つ梯になり、これらの場合の作業は、機能改善の⼿段でもなく、それ⾃体が獲得されるべき⽬標でもなく、よりよい⼈⽣の時間の実現という意味を持つ。本
講義では、がん患者に関する作業療法のさまざまな役割について講義する。

1.作業療法の職域を理解し、がん患者のチーム医療・ケアの⼀員として必要性を理解できる。
2.周術期における作業療法の役割を理解できる。
3.がん患者の活動制限、参加の制約に関する作業療法の役割を理解できる。
4.緩和ケア、終末期における作業療法の役割を理解できる。
5.ライフステージに対応した作業療法の役割を理解できる。

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

①がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む⼈材育成コース
②がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバーケアを推進する⼈材育成コース
③がん個別化医療・創薬の推進を⽬指したゲノム医療やがん免疫療法の開発を担う⼈材養成コース
履修者

特に指定しない

授業中に適宜紹介する

授業計画の内容に関連する資料や⽂献に⽬を通しておいてください。

授業内容に関する質問等は担当者が確認し、次回以降の講義で補⾜説明します。

実りあるディスカッションを期待しています。

毎回のレスポンスシート（課題）を100%とします。

6割以上の課題提出を評価の基準とします。

科⽬担当者は作業療法⼠として、がん患者に対する作業療法経験を有しています。

作業療法⼠としての実務経験を活かした授業を展開します。

6割以上の課題提出を評価の基準とします。

総論
がんと作業療法 〜ICFの概念図に基づく「がんの障害像」と作業療法について〜 筧智裕

⼼⾝機能・⾝体構造へのアプローチ 周術期の作業療法① （⾝体機能を中⼼に） 五味幸寛、他

⼼⾝機能・⾝体構造へのアプローチ 周術期の作業療法② （精神・⼼理機能中⼼に） 筧智裕

活動・参加へのアプローチ① ADL、退院への⽀援 五味幸寛、⽩⽯淳史（国際医療福祉
⼤学成⽥病院・作業療法⼠・45分）

個⼈因⼦･環境因⼦へのアプローチ 緩和ケア、終末期における⽀援① 五味幸寛

個⼈因⼦･環境因⼦へのアプローチ 緩和ケア、終末期における⽀援① 五味幸寛

個⼈因⼦･環境因⼦へのアプローチ 緩和ケア、終末期における⽀援② 渡邉清美、⾕⼝敬道

⼩児がんと向きあう作業療法 渡邉清美、⾕⼝敬道
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

⼤学院

がん治療放射線医科学 （がんプロコース） 2025年度

橋本 光康 橋本 光康

①顕在化している課題②がんサバイバーケア③ゲノム医療 修⼠1年 後期

集中講義 選択 2単位 30

講義

□ Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

cmow2lw2

現在のがん治療における先端放射線治療全般について深く学び、⾃他職種の役割や多職種連携のためには何が重要かを学習する

がん治療の放射線治療全般について理解できる。
放射線治療の多職種連携を考え,⾃他職種の役割を理解することができる。

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

特に指定しない

特に指定しない

授業中に適宜紹介する

⾃⾝の研究領域に関する資料、⽂献に⽬を通しておくこと。

課題は、担当教員が確認したうえで次回以降の講義にて内容の紹介、補⾜の説明などを⾏う場合がある。

院⽣の主体的積極的参加と質疑を重視します。

課題・発表・討議

課題60% 発表・討議40%

放射線治療専⾨医（⼤⻄） 医学物理⼠（橋本）

放射線治療専⾨医、医学物理⼠が臨床現場で培った経験を活かした授業を展開する。

メール（hasimoto@iuhw.ac.jp）にて随時受け付ける。

放射線腫瘍学概論 放射線治療の基礎 ⼤⻄かよ⼦ 橋本光康

放射線物理学・放射線計測学 橋本光康

放射線⽣物学 ⼩林純也

放射線治療機器⼯学・放射線治療技術学概論 橋本光康

放射線治療計画に関る基礎知識 今⼤輔

外部照射の医学物理学/治療技術学 治療計画・検証・品質管理 藤⽥圭⼀（旭中央病院 医学物理
⼠）

⼩線源治療の医学物理学/治療技術学 治療計画・検証・品質管理 ⼩島徹（埼⽟県⽴がんセンター 医
学物理⼠）

放射線治療の看護ケアⅠ 菊野直⼦（東京医療センターがん放
射線療法看護認定看護師）

放射線治療の看護ケアⅡ 菊野直⼦（東京医療センターがん放
射線療法看護認定看護師）

標準放射線治療の実際Ⅰ
肺・肝 ⽵中亮介

標準放射線治療の実際Ⅱ
乳腺

伊藤憲⼀先⽣（栃⽊県⽴がんセンタ
ー）

標準放射線治療の実際Ⅲ
前⽴腺

橋本光康 栗林汰⼀先⽣（栃⽊県⽴
がんセンター）

標準治療の実際Ⅳ
緩和照射 橋本光康

先端放射線治療 ⼤⻄かよ⼦

総括 ⼤⻄かよ⼦ 橋本光康
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

⼤学院

⽣物統計学概論 2025年度

⼭崎 ⼒ ⼭崎 ⼒、桜井 亮太

医療福祉学研究科 修⼠課程共通科⽬ 全学年 前期

集中講義 選択 2単位 30

☑講義 □演習 □実習 □実験 □実技

□Aディスカッション/ディベート □Bグループワーク □Cプレゼンテーション □D実習/フィールドワーク
☑Eその他 （確認問題とフィードバック）

ntibwiq3

実際の臨床・疫学研究を題材に⽣物統計学を基礎から講義する。医学研究で得られる様々なデータの種類や分布の特徴を理解し、適切なデータの要約やグラフ
表⽰の⽅法を学ぶ。推定（信頼区間）と仮説検定の概念を理解するほか、2群⽐較の⽅法とその際の共変量の調整⽅法やサンプルサイズの設定、相関や回帰、多
群⽐較および多重性の調整について学ぶ。以上のコンピテンシー基盤型教育により、⽣物統計学の体系的で豊富な知識とそれを活⽤することによる科学的に検
証する能⼒を獲得する。

１．臨床試験をはじめ、医学研究における統計学の基礎が理解できる。
２．医学研究における統計解析⼿法の基礎知識が習得できる。
３．課題解決に向けて疫学研究を遂⾏するにあたって、適切な⽣物統計学⼿法を活⽤できる。

所属研究科のDP（参照：⼤学院ホームページ）

所属研究科のCP（参照：⼤学院ホームページ）

特になし

特になし

講義内で適宜紹介

講義参加前に可能な限り、講義資料に⽬を通すこと（60分）。
講義参加後に、⼩テストとして確認問題を提出すること（60分）。

確認問題の合否をクラスルーム上で通知する。否の場合は理由をフィードバックする。

⽇常的に⾃⾝の研究領域に関する資料、⽂献に⽬を通し、問題意識をもって主体的に受講すること。

□定期試験 □実技試験 □実習評価 ☑⼩テスト ☑レポート □その他（ ）

レポート55%、⼩テスト45%

本授業を担当する教員は、⼤学附属病院において医師として複数年勤務し、教育・臨床・研究の実務経験を有する。

⽣物統計学は、臨床疫学実践のツールである。本授業を担当する教員は実務経験を踏まえて、現場での疑問をいかに研究につなげるか、という視点から授業を
展開する。

メールにて随時受け付ける

医療福祉学研究科、薬学研究科、薬科学研究科、医学研究科（医学専攻）の学⽣はVOD受講扱いとするため、授業映像を視聴の上、各回の確認問題に回答する
ことで出席扱いとする。
※各授業回の確認問題の回答期限は⼀律で8⽉4⽇（⽉）までとする。

4/15 イントロダクション 桜井 亮太

4/22 データの種類と記述統計 桜井 亮太

4/29 1標本問題：推定 桜井 亮太

5/13 1標本問題：仮説検定 桜井 亮太

5/20 群間の⽐較 桜井 亮太

5/27 相関、回帰、分散 桜井 亮太

6/3 重回帰とロジスティック回帰 桜井 亮太

6/10 ⽣存時間と群間⽐較1 ⼭崎 ⼒

6/17 ⽣存時間と群間⽐較2、サンプルサイズ設定 ⼭崎 ⼒

6/24 多群⽐較と多重性の調整 ⼭崎 ⼒

7/1 共変量調整の⼿法1 ⼭崎 ⼒

7/8 共変量調整の⼿法2 ⼭崎 ⼒

7/15 ⽣存時間分析の共変量調整 ⼭崎 ⼒

7/22 経時データ解析の⼿法 ⼭崎 ⼒

7/29 まとめ ⼭崎 ⼒
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

⼤学院

臨床⼼理学概論 2025年度

⼩畠 秀吾 ⼩畠 秀吾、⼩野寺 敦志、橋本 和典、⻲⼭ 晶⼦、佐藤 篤司、中村 美穂、橋本 和明、⻑⾕川
晃、中野 真也、佐野 智⼦

共通 全学年 後期

集中講義 選択 2単位 30時間

講義（eラーニング授業）

□Aディスカッション/ディベート □Bグループワーク □Cプレゼンテーション
□D実習/フィールドワーク  □Eその他（ ）

fhs2uorn

臨床⼼理学の内容について，実践例を含めた講義を通して，多⾯的に学ぶことで，臨床⼼理学の活動分野と活動内容のイメージを具体的に持つ。各臨床領域で
の臨床⼼理の活動の実際を知ることで，医療福祉専⾨職の受講⽣が，臨床⼼理⼠との他職種連携を⾏っていく際の，臨床⼼理学の専⾨職の理解の⼀助とする。
合わせて，臨床⼼理学的知⾒を，⾃⾝の専⾨分野に⽣かしていくヒントを得る機会とする。

１．臨床床⼼理学の活動分野と活動内容のイメージを具体的に持つことができる。
２．各臨床領域での臨床⼼理の活動の実際を知る。
３．臨床⼼理学的知⾒を，⾃⾝の専⾨分野に⽣かしていくヒントを得ることができる。

所属研究科のDP（参照：⼤学院ホームページ）

所属研究科のCP（参照：⼤学院ホームページ）

授業中に適宜紹介する。

授業中に適宜紹介する。

講義資料の読み込み，⾃筆ノート作成を⾏うこと。復習を定期的に⾏うこと。

随時フィードバックします

最終レポートによる評価とする

期末レポート評価（100％）

公認⼼理師、精神科医、臨床⼼理⼠としての実務経験

⼼理学的な問題に対して、治療・援助した⾃験例などを解説する

東京キャンパス利⽤の院⽣は，各授業の教員とメール等で⽇程調整の上で⾏うこと。
東京キャンパス外の遠隔学習の院⽣は，各授業の教員にメールにてやり取りする。なお，質問内容は簡潔，明瞭にまとめるように⼼がけること。
各教員のメールアドレスは⼤学院ホームページ各教員プロフィールを参照のこと。

科⽬担当責任者 ⼩畠 ⽔曜⽇ 12：10-13：00 研究室E911

（VOD） ⽢えと困難患者反応ー⼒動⼼理学の視点から — 橋本和典

（VOD） 認知⾏動療法の基礎 — ⻑⾕川晃

（VOD） 精神医学的⼈間観 — ⼩畠秀吾

（VOD） 多様化する時代の新しいうつの形 — ⻲⼭晶⼦

（VOD） トラウマ・悲嘆を理解する — 佐野智⼦

（VOD） ⼦どもの発達 — ⻄村信⼦

（VOD） 虐待を受けた⼦どもの⼼理 — 橋本和明

（VOD） ⾮⾏・犯罪の⼼理 — ⼩畠秀吾

（VOD） 学校コンサルテーションの理論 — 中村美穂

（VOD） 認知症の本⼈理解・介護家族の理解と⽀援 — ⼩野寺敦志

（VOD） 臨床⼼理⾯接の基本的態度 — ⽯⽥航

（VOD） カウンセリングによる治療・⽀援 — 中野真也

（VOD） 家族への⼼理⽀援とその必要性 — 中野真也

（VOD） 創造性の秘密ー病跡学⼊⾨ — ⼩畠秀吾

（VOD） これからの臨床⼼理学 — 村上正⼈
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

作業療法学科 ⾔語聴覚学科

⼤学院

医療福祉データサイエンス （がんプロコース） 2025年度

⽯川 ベンジャミン光⼀ ⽯川 ベンジャミン光⼀、篠原 信夫

がんプロコース 全学年 後期

集中講義 選択 2単位 30

■講義 □演習 □実習 □実験 □実技 □その他（ ）

■Aディスカッション/ディベート □Bグループワーク ■Cプレゼンテーション
□D実習/フィールドワーク  □Eその他（ ）

fetlm36a

システム科学的なアプローチによる課題解決法およびリアルワールドデータの取得とその分析における⽅法論および法・倫理⾯から必要とされる配慮などを理
解したうえで、医療福祉領域における問題解決に向けたデータ利⽤⽅法に関する知識を⾝につける。

１．医療福祉領域における⼤規模データの分析について、例を⽤いて説明することができる。
２．リアルワールドデータの収集と分析についての知識を⾝につける。
３．医療福祉分野の問題解決に向けたデータの利⽤⽅法について、、例を⽤いて説明することができる。

対応するポリシーについては学⽣便覧の関連するページを参照のこと。

対応するポリシーについては学⽣便覧の関連するページを参照のこと。

特になし

講義内で適宜紹介

予定されたテーマについて、各⾃で情報を収集し、⾃分なりの考えを持って授業に臨むこと。

授業後の課題について、必要に応じてコメントする。

□定期試験 □実技試験 □実習評価 ■⼩テスト ■レポート
☐その他（ ）

講義毎に提⽰する確認問題への解答とレスポンスシートの提出60%、レポート40%

国⽴研究開発法⼈における病院情報システムの整備と医療データ分析研究への従事

病院情報システムのデータベース設計や医療データ解析に関する知⾒を反映した授業を実施する。

メールにて随時受け付ける

1 イントロダクション ⽯川

2 医療福祉領域における⼤規模データ ⽯川

3 診療記録と標準マスタ(1) ⽯川

4 診療記録と標準マスタ(2) ⽯川

5 病院情報システムと電⼦カルテ 篠原

6 診療情報と標準規格 篠原

7 NDBデータと電⼦レセプト ⽯川

8 NDBデータ(匿名レセプトデータ)の利⽤ ⽯川

9 NDBデータ(匿名レセプトデータ)の利⽤ ⽯川

10 DPCデータとは ⽯川

11 DPCオープンデータ ⽯川

12 DPCデータと地域医療分析 ⽯川

13 問題解決に向けたデータの利⽤(1) A/C ⽯川

14 問題解決に向けたデータの利⽤(2) A/C ⽯川

15 まとめ ⽯川
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医療福祉・マネジメント学科 医療マネジメント学科

薬学科
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

⼤学院

連携校共通：がん学際領域の医療者養成コース （インテンシブコース）（がんプロコース） 2025年度

⽥村 雄⼀ ⽥村 雄⼀、樋⼝ 肇、鷲⽥ 直輝

がんプロコース履修者 1．2．3．4 通年

集中講義 選択 2単位 30時間

講義（VOD）

□Aディスカッション/ディベート □ Bグループワーク □ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

本学GoogleClassrooｍ（クラスコード：7lrpoo2z）及び東京科学⼤学（旧：東京医科⻭科⼤学）のシステムにて作成中

腫瘍循環器学、腫瘍腎臓病学、⽼年腫瘍学などのがん学際領域の発展に貢献できる⼈材の養成を⽬的とする。

1. 学際領域としての腫瘍循環器学の病態と疾病管理を理解し、多職種・他科と連携して適切な医療を提供できる。
2. 学際領域としての腫瘍腎臓病学の病態と疾病管理を理解し、多職種・他科と連携して適切な医療を提供できる。
3. 学際領域としての⽼年腫瘍学の病態と疾病管理を理解し、多職種・他科と連携して適切な医療を提供できる。

所属専攻分野のDPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

所属専攻分野のCPを参照（参照：⼤学院ホームページ）

がんプロコース履修者（単位修得の場合）

特に指定なし

授業中に適宜紹介する

予習として配布資料を通読し，疑問点などを取り上げ準備する。

課題に対し、適宜フィードバックを⾏う。

オンデマンドで講義動画を全て視聴し、試験に合格すること

期末試験（レポート等）

東京科学⼤学（旧：東京医科⻭科⼤学）および連携⼤学の循環器専⾨医・腎臓専⾨医・⽼年内科専⾨医が中⼼となり、学内外の各分野の専⾨家による指導を⾏
う。

後⽇掲載予定

オンデマンドで講義動画を全て視聴し、試験に合格することが本コースの修了要件である。

腫瘍循環器学⼊⾨①：腫瘍循環器学の重要性・腫瘍循環器のバイオマーカーについて ⽥村雄⼀（国際医療福祉⼤学）/佐
瀬⼀洋（順天堂⼤学）

腫瘍循環器学⼊⾨②：Cancer VTEと抗がん剤に伴う肺⾼⾎圧症 ⽥村雄⼀（国際医療福祉⼤学）

腫瘍循環器学⼊⾨③：がん薬物療法に伴う⼼筋障害と⼼エコーの評価 ⽥村雄⼀（国際医療福祉⼤学）

腫瘍循環器学⼊⾨④：腫瘍循環器ガイドラインについて ⽥村雄⼀（国際医療福祉⼤学）/⽮
野真吾（慈恵医科⼤学）

腫瘍循環器学⼊⾨⑤：がん治療に伴う虚⾎性⼼疾患と不整脈
前嶋康浩（東京科学⼤学（旧：東京
医科⻭科⼤学））/⽩⽯泰之（慶應義
塾⼤学）

腫瘍腎臓病⼊⾨①：がんと⽷球体疾患 伊藤純（国際医療福祉⼤学）

腫瘍腎臓病⼊⾨②：がん治療・進⾏と腎機能の評価 内藤省太郎（東京科学⼤学（旧：東
京医科⻭科⼤学））

腫瘍腎臓病⼊⾨③：がんとAKI、抗がん剤の腎毒性 和⽥健彦（⻁ノ⾨病院）

腫瘍腎臓病⼊⾨④：がんとCKD、透析患者のがん診療 松原雄（京都⼤学）

腫瘍腎臓病⼊⾨⑤：がんと⾎液浄化療法〜透析を⾏うか？〜 鷲⽥直輝（国際医療福祉⼤学）

⽼年腫瘍学① ⽼年腫瘍学⼊⾨（疫学、定義、⾼齢者機能評価） 浜本康夫（東京科学⼤学（旧：東京
医科⻭科⼤学））

⽼年腫瘍学② 治療⽅針決定（⾼齢者機能評価、多職種チーム） 樋⼝肇（国際医療福祉⼤学）

⽼年腫瘍学③ ⽼年腫瘍学における臨床研究 平⽥賢郎（慶應義塾⼤学）

⽼年腫瘍学④ ⽼年腫瘍学におけるガイドライン 松岡歩（国⽴がん研究センター）

⽼年腫瘍学⑤ ⾼齢者がん治療における制度（社会的⽀援、診療加算） 浜本康夫（東京科学⼤学（旧：東京
医科⻭科⼤学））
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

⼤学院

連携校共通：がん予防カウンセリング （インテンシブコース）（がんプロコース） 2025年度

⻄垣 昌和 ⻄垣 昌和

がんプロフェッショナル養成プラン ー 後期

集中講義 必修 2単位 30

講義(Google Classroom使⽤)

☑Aディスカッション/ディベート ☑ Bグループワーク ☑ Cプレゼンテーション
□ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

2jpvdbmt

がん発症の遺伝的ハイリスクにある患者やその家族が，予防医療を受けるにあたって⽣じる，⾝体的課題，⼼理社会的課題，倫理的課題に対応する⽅法を学ぶ

１．家族歴や現病歴から，がん発症の遺伝的リスクを評価できる
２．がん遺伝的ハイリスクにある患者やその家族に，予防医療を受けるうえで⽣じうる課題を説明できる
３．がん遺伝的ハイリスクにある患者やその家族が，予防医療を受けるうえで⽣じうる課題に対処できるよう⽀援するための⽅法を説明できる．

所属研究科のDP（参照：⼤学院ホームページ）

所属研究科のCP（参照：⼤学院ホームページ）

特に指定しない

特に指定しない

Counseling About Cancer: Strategies for Genetic Counseling 4th Edition.
医療・保健スタッフのための健康⾏動理論の基礎．医⻭薬出版
⼀⽬でわかるへルスプロモーション 理論と実践ガイドブック．国⽴保健医療科学院

本講義では，がん遺伝的ハイリスク者が予防医療を受けるにあたっての⽀援にフォーカスを当てるため，遺伝性腫瘍やがん検診の基本的な知識について確認の
うえ臨むこと

課題に応じて，講義中，もしくはGoogle Classroomで実施する

課題および期末試験

課題５０％，期末試験５０％

担当教員は，遺伝性腫瘍カウンセリングにおいて２０年にわたる臨床経験を有する

講義中，実事例を交えながら教授する

個別に調整する

がん予防カウンセリング概論

がんの遺伝的リスク評価

がん遺伝的ハイリスク者のリスク管理①：ハイリスク検診

がん遺伝的ハイリスク者のリスク管理②：リスク低減介⼊

がん遺伝的ハイリスク者に⽣じうる⾝体的課題

がん遺伝的ハイリスク者に⽣じうる⼼理社会的課題

がん遺伝的ハイリスク者リスク管理におけるELSI

遺伝性腫瘍カウンセリング

健康⾏動理論①：個⼈的・個⼈内モデル１

健康⾏動理論②：個⼈的・個⼈内モデル２

健康⾏動理論③：個⼈間モデル

ライフステージ別カウンセリング

ケーススタディ１

ケーススタディ２

総括
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国際医療福祉⼤学 授業計画（シラバス） キャンパス

科⽬名 授業開始年度

科⽬担当責任者 科⽬担当者

学科 学年 期

曜⽇時限 必修／選択 単位数 時間数

授業の形態

アクティブラーニング
（AL）

クラスコード

授業の概要（主題）

授業の到達⽬標

対応するDP

対応するCP

履修条件

教科書

参考書

準備学修

課題等に関するフィードバ
ック

その他アドバイス

成績評価の⽅法

評価の基準

本授業に関連する実務経
験等

実務経験等の授業への展
開

オフィスアワー

その他

授業計画

回数 内容 対応するAL 担当

科⽬ナンバリング

⼤学院

連携校共通：がん予防カウンセリング実習 （インテンシブコース）（がんプロコース） 2025年度

⻄垣 昌和 ⻄垣 昌和

がんプロフェッショナル養成プラン ー 後期

実習 必修 2単位 30

実習(ロールプレイ，隣地実習)

☑Aディスカッション/ディベート □Bグループワーク ☑ Cプレゼンテーション
☑ D実習/フィールドワーク □ Eその他（ ）

編集中

講義で学んだがん発症の遺伝的ハイリスクにある患者やその家族が，予防医療を受けるにあたって⽣じる，⾝体的課題，⼼理社会的課題，倫理的課題に対応に
ついて実践する．

１．家族歴や現病歴から，がん発症の遺伝的リスクを評価できる
２．がん遺伝的ハイリスクにある患者やその家族に，予防医療を受けるうえで⽣じうる課題を評価できる
３．がん遺伝的ハイリスクにある患者やその家族が，予防医療を受けるうえで⽣じうる課題に対処できるよう⽀援するための⽅法を実践できる．

所属研究科のDP

所属研究科のCP

・前期に予防医学総論を履修していること
・12⽉末に実施するがん予防カウンセリング学最終試験に合格していること

特に指定しない

Counseling About Cancer: Strategies for Genetic Counseling 4th Edition.
医療・保健スタッフのための健康⾏動理論の基礎．医⻭薬出版
⼀⽬でわかるへルスプロモーション 理論と実践ガイドブック．国⽴保健医療科学院

本実習では，がん遺伝的ハイリスク者が予防医療を受けるにあたっての⽀援にフォーカスを当てるため，遺伝性腫瘍やがん検診の基本的な知識について確認の
うえ臨むこと

課題に応じて，講義中，もしくはGoogle Classroomで実施する

実習参加状況，レポート

実習参加状況６０％，レポート４０％

メールにて適宜調整

ロールプレイ実習：リスクへの適応促進(分析)

ロールプレイ実習：リスクへの適応促進(実践)

ロールプレイ実習：受療⾏動促進(分析)

ロールプレイ実習：受療⾏動促進(実践)

ロールプレイ実習：受療⾏動促進(分析)

ロールプレイ実習：受療⾏動促進(実践)

ロールプレイ実習：家系内での情報伝達(分析)

ロールプレイ実習：家系内での情報伝達(実践)

ロールプレイ実習：⼩児例への対応(分析)

ロールプレイ実習：⼩児例への対応(実践)

検診施設実習

検診施設実習

検診施設実習

検診施設実習

総括
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国際医療福祉⼤学�द業ܯժ（シϧバη） Ϋϡンパη

科⽬໌ द業֋࢟೧ౕ

科⽬୴౲੻೜者 科⽬୴౲者

学科 学೧ 期

༷ೖ時ݸ චरʙમ୔ ୱҒ਼ 時਼ؔ

द業のܙସ

アέテΡϔϧーωング
（$/）

έϧηコーχ

द業の֕གྷ（主ୌ）

द業の౺ୣ⽬ඬ

対ԢͤΖ'3

対ԢͤΖ&3

སरড়݇

科ॽگ

ॽߡࢂ

६ඍ学र

՟ୌ౵ͶؖͤΖϓΡーχバ
ρέ

ͨのଠアχバ΢η

成੹඲Ճの๏法

඲Ճのخ६

本द業Ͷؖ࿊ͤΖࣰແܨ
౵ݩ

ࣰແݩܨ౵のद業΃のఴ
֋

ΨϓΡηアϭー

ͨのଠ

द業ܯժ

回਼ ಼༲ 対ԢͤΖ$/ ୴౲

⼤学院

࿊ڠߏܠ௪ʁがんţŲƆŚŲƆŘΝ͓ࢩΖଡ৮झ医療ਕ養成�（΢ンテンシϔコーη）（がんϕロコーη） 2025೧ౕ

ࠦ藤 ਇ༟美 ࠦ藤 ਇ༟美

がんϕロコーη・࿊ڠߏܠ௪΢ンテンシϔコーη 1・2・3・4 ௪೧

ॄ中ߪ義 મ୔ 2ୱҒ 30時ؔ

義（92'）、⼀部=RRPߪ

˚�$υΡηΩρション�υΡϗート ˚�%グϩーϕϭーέ ˚�&ϕϪκンテーション
˚�'ࣰस�ϓΡーϩχϭーέ ˛(ͨのଠ（ ඉಋ期ܗ視聴覚ࡒگの視聴 ）

本学*RRJOH&ODVVURR̾（έϧηコーχʁ]MYS[2]5）ٶ;、東ښ科学⼤学（ڈʁ東ښ医科ࣅ科⼤学）のシηテムͶͱ作成中

がんサバ΢バーΝ͓ࢩΖଡ৮झ医療者Ν養成ͤΖ͞とΝ⽬దとͤΖɽ

Ґ下1͖Δ4Ͷͯ͏ͱࣰͤࢬΖ͞とがड़来Ζ͞とΝ⽬ඬとͤΖɽ
1��がんサバ΢バー・Պଔのਐ体ద໲ୌΝ理մ͢、ଡ৮झと࿊͢ܠన઀͵ケアΝ఑ڛड़来Ζɽ
2��がんサバ΢バー・Պଔの⼼理ద໲ୌΝ理մ͢、ଡ৮झと࿊͢ܠన઀͵ケアΝ఑ڛͲ͘Ζɽ
3��がんサバ΢バー・Պଔのऀ会ద໲ୌΝ理մ͢、ଡ৮झと࿊͢ܠన઀͵ケアΝ఑ڛͲ͘Ζɽ
4��がんサバ΢バー・Պଔが、がんΝࣙހの໲ୌと͢ͱଌ͓、がんとڠͶ⽣ͤ׈Ζ͞と、がんの࠸൅Ν༩๹ͤΖࢩԋΝ఑ڛड़来Ζɽ

ॶ属઒ߊ෾野の'3Νࢂল（ࢂলʁ⼤学院ϙームϘージ）

ॶ属઒ߊ෾野の&3Νࢂল（ࢂলʁ⼤学院ϙームϘージ）

がんϕロコーηསर者（ୱҒरಚの৖߻）

ಝͶࢨఈ͢͵͏

द業中Ͷన়ٕ介ͤΖ

第8回Ͷͯ͏ͱͺ、]RRPͲࣰͤࢬΖɽচ͞の回Ͷͯ͏ͱͺ、後ೖͶ動ժഓ信ͺ͢͵͏ɽ

࣯໲が͍Ζ৖߻Ͷͺߪ義୴౲者΃メーϩͲ࣯໲ΝͤΖ͞とɽ

સߪ義の視聴、第8回の]RRPࢂՅΝͪ͢上Ͳ、֦ߪ義՟ୌ（Ϫポート）Ν఑ड़͢、֪ͤ߻Ζ͞とが本コーηのर྅གྷ݇Ͳ͍Ζɽ

֦՟ୌΝ఑ड़͢ͱ上Ͳ、ϪポートͶΓΖɽ

࿊ܠ⼤学の医ࢥ、看護৮者、薬ࢥࡐ、リハビリテーションセϧϒηト、医療λーシϡϩϭーΩー、ケアマネジϡー、؇理栄養࢞͵ʹ学಼外の઒໵৮が࿊͢ܠͱ
Ζɽͤڛ義౵Ν఑ߪ

֦科⽬୴౲者のメーϩアχϪηͶͱ対ԢͤΖɽ

がん看護઒໵看護ࢥ・がんͶؖ࿊ͤΖ೟ఈ看護ࢥ�ೖ本看護ڢ会�、がん઒໵薬ࢥࡐ�ೖ本医療薬学会�、がん病ସ栄養઒໵؇理栄養࢞�ೖ本栄養࢞会�、がん઒໵相
談ҽ౵がんͶؖͤΖ઒໵֪ࣁと࿊ͤܠΖɽ

第1回
第2回

がんサバ΢バーシρϕ
がん࣑療と͕ۜ、がんと࣑療Ͷ׈༽Ͳ͘Ζऀ会దࢩԋ・੏ౕ

ోᬔ ९⼀࿢�順天堂⼤学）
東ք⼤学医学部෉属病院�૤ۜࡋ

第3回
第4回

қ݀ࢧఈࢩԋ1 看護ࢥの⽴৖͖Δ
қ݀ࢧఈࢩԋ2 ྡজ⼼理࢞の⽴৖͖Δ

野上ఱ⼦�順天堂⼤学
Ղ৖美ุ（静岡県⽴がんセンター）

第5回
第6回

म࿓ࢩԋ
ԋࢩがんサバ΢バー΃のࣉ⼩

科⼤学病院ࣅ医科ښ優⼦（東⽥ٸ
村⼭ࢦฯ�国際医療福祉⼤学）

第7回
第8回

ԋࢩがんサバ΢バーՊଔ΃のࣉ⼩
$<$੊େのがんサバ΢バー・Պଔ΃のࢩԋ1

上พැܕ⼦�国際医療福祉⼤学）
鈴⽊美ุ（マάーθ東ڠښಋେන）

第9回
第10回

$<$੊େのがんサバ΢バー・Պଔ΃のࢩԋ2
がんサバ΢バー・Պଔ΃のメンタϩケア

岡⽥༟ي⼦（ښ౐⼤学）
⼩ઔ௉⽣（国⽴がん研究センター東
病院）

第11回
第12回

੠ਈ࣮患Ν΍ͯがんサバ΢バー΃のࢩԋ
がんと診இ͠Ηͪと͖͘Δの緩和ケア

஝಼਺（東ښ医科ࣅ科⼤学）
݃଍ي਋（国際医療福祉⼤学成⽥病
院）

第13回
第14回

がん࣑療とࣆ࢕のྈ⽴ࢩԋ
ஏҮ࿊ܠ ⼤学病院ͶۊແͤΖ看護ࢥの⽴৖͖Δ

ໞౌ美（藤ୖタέシーऀௗ）؝ࠞ
科⼤学病院ࣅ医科ښ優⼦（東⽥ٸ

第15回
第16回

࣮病༩๹、病ـの૥期൅ݡ͵ʹฯ݊ࢥの⽴৖͖Δ
アϒアϧンηケア

鈴⽊ุഀ（国際医療福祉⼤学೦ք病
院）
ஶ຤எ⼦（順天堂⼤学医学部෉属順
天堂病院）

第17回
第18回

チーム医療Ͷ͕͜Ζがん઒໵薬ࢥࡐの役割
がんのセϩϓマネジメント

鈴⽊௜ਕ（国際医療福祉⼤学病院）
໾ケ崎ߵ（慶應義塾⼤学）
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科⽬ナンバリング

看護学科 理学療法学科

作業療法学科 ⾔語聴覚学科

視機能療法学科 放射線・情報科学科

医学検査学科 ⼼理学科

医療福祉・マネジメント学科 医療マネジメント学科

薬学科

第19回
第20回

がんと栄養、栄養サポートチームの役割
がん看護外来、がん相談

⾼村晴美（国際医療福祉⼤学成⽥病
院）
藤咲⿇美（国際医療福祉⼤学三⽥病
院）

第21回
第22回

がんリハビリテーション診総論
がん周術期（術前・術後）のリハビリテーション

辻哲也（慶應義塾⼤学）
⼩⻄信⼦（国⽴がん研究センター東
病院）

第23回
第24回

放射線、化学療法中、外来リハビリテーション診療
がんロコモ（⾻転移対策含む）

鈴⽊克喜（静岡県⽴がんセンター）
篠⽥裕介（埼⽟医科⼤学医学部）

第25回
第26回

⾼齢がん患者とリハビリテーション診療（FIT、UNFIT）
緩和ケア主体時期（進⾏がん、末期がん）のリハビリテーション

上野順也（国⽴がん研究センター東
病院）
添⽥遼（鶴巻温泉病院）

第27回
第28回

在宅がんリハビリテーション診療（在宅療養）
リンパ浮腫、終末期浮腫のケア

島崎寛将（済⽣会富⽥林医療福祉セ
ンター）
⼭本優⼀（北福島医療センター）

第29回
第30回

がんと運動、運動腫瘍学
がんの嚥下障害とリハビリテーション診療

⽥沼明（順天堂⼤学医学部附属静岡
病院）
安藤牧⼦（慶應義塾⼤学⼤学院）
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Ⅱ.開講コース 

 

3.コース履修者数・修了者一覧 

 

 



 
Ⅱ.開講コース 

 

3.コース履修者数・修了者一覧 
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コース履修者数・修了者一覧

（2025年度　修了認定判定前のため修了見込者数を掲載）

受受入入 令令和和66年年度度 令令和和66年年度度 令令和和66年年度度 令令和和77年年度度 令令和和77年年度度 令令和和77年年度度

目目標標人人数数
（（新新規規））

受受入入実実績績
（（新新規規））

受受入入実実績績
（（継継続続））

修修了了者者 受受入入実実績績
（（新新規規））

受受入入実実績績
（（継継続続））

修修了了者者

7 16 0 0 10 12 8

2 3 0 0 6 3 3

3 10 0 0 6 7 5

3 3 0 0 2 2 1

3 5 0 0 10 0 6

3 5 0 1 11 1 11

2 6 0 4 7 0 5

がん個別化医療・創薬の推進を目指したゲノム医療やがん免
疫療法の開発を担う人材養成コース（インテンシブコース）

がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人
材育成コース（インテンシブコース）

がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバー
ケアを推進する人材育成コース（インテンシブコース）

教教育育ププロロググララムム・・ココーーススのの名名称称
（（正正規規・・イインンテテンンシシブブのの別別））

がん看護CNSコース(正規課程)

がん医療の現場で顕在化している課題に多職種連携で挑む人
材育成コース（正規課程）

がん個別化医療・創薬の推進を目指したゲノム医療やがん免
疫療法の開発を担う人材養成コース　（正規課程）

がんのデータサイエンスに基づく予防医療やがんサバイバー
ケアを推進する人材育成コース（正規課程）
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Ⅲ.行事活動 

 

 

１．多職種協働市民公開シンポジウム 

２．がんプロ市民公開講座 

３．オンラインセミナー 

４．映像教材の開発  
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Ⅲ-1.多職種協働市民 

公開シンポジウム  
 

 

令和７年１０月４日 

ハイブリッド開催 

会場：国際医療福祉大学  

東京赤坂キャンパス 多目的ホール

オンライン：ウェビナー 
 



 
Ⅲ-1.多職種協働市民 

公開シンポジウム  
 

 

令和７年１０月４日 

ハイブリッド開催 

会場：国際医療福祉大学  

東京赤坂キャンパス 多目的ホール

オンライン：ウェビナー 
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 









  




  


  


  


  

   

 
 













 


  


   


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




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
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
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
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
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
















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ʰྫ࿪̕೧ౕଡ৮種ڢಉࢤ຿ޮ֋シンポジΤϞʱアンケート݃Վ

ʰがんͳਝଃබをͳ΍に৒りӿえるʱ
ྫ࿪̕೧ౕ 10 ݆ 4日（ౖ） ΫϡンϏスࡖ੼ښ୉ָ୉ָӅ౨ࢳ医療ෳࡏࠅ ଡ໪的ϙール
オンライン;ٶ                （ύイブリッχࣞܙ）
アンケート回౶数 18/ Յࢂ 56 （ 32.1ˍ）ˠWEBアンケートࣰࢬ
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ᶍ今回のシンポジΤϞに対する͟қ見・͟״૟をࣙ͟༟に͕ॽき͚ださい。ɹ ೜қ （ɻ༽ࢶ回౶؜΋）

。いますࢧて、ͳて΍෾かりやすい಼容であったͳ͜޴຿にࢤ

฾方のૈ෗が୉ௐがんをݩܨしているたΌ、今回のシンポジΤϞにັڷを࣍ち、ࢂՅさͦていただきました。
まだ୉ָ 1 ೧ਫ਼のたΌ、ཀྵմできるか不҈な࣍ـちでࢂՅしましたが、ͳて΍わかりやすいઈ໎で、ありが
たかったです。また、ࣰࡏの事例をಁまえた͕࿫をซ͚こͳができて、୉รหکになりました。 な͕࣎॑ي
間をありがͳう͟͡いました。

๎ࣻતによるがん治療ͳᅠԾؽ೵のఁԾについて、シンポジΤϞの֋࠷をس๮します。

ちΎんͳした治療をण͜るたΌに݊߃でいな͚てはͳࢧった

෾かりやすいઈ໎ͳ࠹నな࣎間だった。がんやਝଃ্害についてよりັڷがわき、今ޛのࣙਐのָ;に͝ܪら
れる॑يなؽճͳなった。しかし、ଡ৮種࿊ܠに঱఼を౲てた಼容があまり見られなかった。઎ਫ਼方の͟ݩܨ
の中でのଡ৮種࿊ܠについてັڷがあるたΌ、今ޛのةժ౵でͨのようなؽճがあるͳذしい。

գڊに਎ଔでがんになった方がいたのでਐۛなτーマでした
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Ⅲ-2.市民公開講座  

 

 

令和７年１２月２３日 

ハイブリッド開催 

 会場：国際医療福祉大学  

          東京赤坂キャンパス 302/303 教室  

オンライン：ウェビナー 
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文部科学省事業「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」採択事業 
［ 市民公開講座 ］ 

2025

13:00-16:00

1312

会場  

107-8402 4-1-26 
※  

お申し込み方法  

日本人の2人に1人ががんに罹患する時代、がんは誰もが向き合う可能性のある身近な病気です。本講座は、文科
省「がんプロ」事業の一環として、大学院の研究・教育成果を広く社会に還元するために開催します。「がんの
予防」と「がんとの共生」をテーマに、予防法から療養生活の質を高めるヒントまで、専門家が実践的に解説。
市民の皆様の健康意識を高め、がん患者さんやご家族の支援につなげることを目的とします。 

（開場 12:30）

土

 
 302/303  

参加申し込みは専用WEBサイトから 

申し込み締切：12月12日(金) 
https://forms.gle/NgXpNfTnjZwaLLiD7 

参加費

無料
要事前 

申し込み 

＜問い合わせ先＞国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局 
TEL : 03-5574-3900（平日9:00～17:00） E-mail : ganpro-jimukyoku@ihwg.jp 

  健康に関心のある市民の方々、がん患者やご家族、 
  がん医療に携わる医療従事者、がん医療を志す学生 
対
象
者 

  13:00~  開会挨拶  矢冨 裕  国際医療福祉大学大学院⾧ 
  13:10~15:30 基調講演 
  （司会：原 毅 国際医療福祉大学大学院 理学療法学分野 教授）  
  13:10～13:50 リンパ浮腫療法士が勧める簡単なリンパ浮腫予防・治療方法 
   吉澤 いづみ（山王病院 作業療法士・リンパ浮腫保険療法士） 
  13:50～14:30 在宅で療養中のがん患者への適切な福祉用具の選定や活用 

宮野 貴幸 （株式会社エフシーエス 理学療法士・福祉用具ﾌﾟﾗﾝﾅｰ管理指導者） 
  14:30～15:30 在宅での栄養のコツやポイント(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｰﾄﾞの試食有) 
   山田 美香 （キユーピー株式会社） 
  15:30~16:00 質疑応答 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

毎日の食事のポイントや、生活を助ける道具の選び方・使い方など、明日から役立つ知恵
が満載。リンパ浮腫予防の体操や試食会も交えて、専門家が分かりやすくお話しします。 

開
催
趣
旨 
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ʰྫ࿪̕೧ౕࢤ຿ޮ֋࠴ߪʱアンケート݃Վ

ʰがんの予防ͳがんͳのڠਫ਼ʱ
ྫ࿪̕೧ౕ 12 ݆̏̑日（ౖ）ࡏࠅ医療ෳࢳ୉ָ୉ָӅ౨ښ੼ࡖΫϡンϏス 302・303 教࣪

ύイブリッχ֋࠷（ճ場+オンライン）
アンケート回౶数 25/ Յࢂ 68（ 36.7ˍ）ˠWEB アンケートࣰࢬ
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ʰྫ࿪̕೧ౕࢤ຿ޮ֋࠴ߪʱアンケート݃Վ

ʰがんの予防ͳがんͳのڠਫ਼ʱ
ྫ࿪̕೧ౕ 12 ݆̏̑日（ౖ）ࡏࠅ医療ෳࢳ୉ָ୉ָӅ౨ښ੼ࡖΫϡンϏス 302・303 教࣪

ύイブリッχ֋࠷（ճ場+オンライン）
アンケート回౶数 25/ Յࢂ 68（ 36.7ˍ）ˠWEB アンケートࣰࢬ
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ᶍ今回の教үϭークシϥップに対する͟қ見・͟״૟をࣙ͟༟に͕ॽき͚ださい。ɹ ೜қʵ

います。Ҳൢの方にͳってニーθの高いτーマࢧのમఈがͳて΍よかったͳ（τーマ）ࢥߪ 3 ఼だったͳࢧ
います。Ҳൢではな͚て΍、؅護ࢥͳして΍、ಝにෳࢳ༽۫についてはཀྵմが਄まりました。௒੖͕ൾれさ
までした。

༹々なֱౕからの಼ٝߪ容でしたので、ߡえないͳい͜ない事が、༹々にָ΄てྒྷかったです。

がんの方が高齢者であれば今回のٝߪのようにҧৱेͳいう఼で׈༽できる఼は୉きいͳࢧいましたが、
AY A ੊େͳなるͳৱ事で介護ৱͳいう఼でのཤ༽しに͚いͳこΘやベッχなどは介護保険֚౲ではな͚ࣙඇ
でのϪンタルになるこͳなど೧齢によりඇ༽などがどれ͚らいかかり、医療ඇに؜まれるのか൳かなどۜર
໚でのഓྂが必要であるこͳなど΍੟りࠒまれているͳよりよいのではないかͳࢧいました。ࢤ຿のև༹か
らの࣯問΍೧େがऑい方のጸ׳にؖする΍の΍あったこͳから΍ͨういった৚報が不ଏする中での治療は୉
รだͳͣ״ました。
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⑨今回の教育ワークショップに対するご意見・ご感想をご自由にお書きください。【任意】 

講師（テーマ）の選定がとてもよかったと思います。一般の方にとってニーズの高いテーマ 3 点だったと思
います。一般ではなくても、看護師としても、特に福祉用具については理解が深まりました。調整お疲れさ
までした。 
 
様々な角度からの講義内容でしたので、考えないといけない事が、様々に学べて良かったです。 
 
がんの方が高齢者であれば今回の講義のように衣食住という点で活用できる点は大きいと思いましたが、
AYA 世代となると食事で介護食という点での利用しにくいところやベッドなどは介護保険該当ではなく自費
でのレンタルになることなど年齢により費用などがどれくらいかかり、医療費に含まれるのか否かなど金銭
面での配慮が必要であることなども盛り込まれているとよりよいのではないかと思いました。市民の皆様か
らの質問も年代が若い方の罹患に関するものもあったことからもそういった情報が不足する中での治療は大
変だと感じました。 
 

リンパ浮腫予防や在宅での栄養のコツなど大変、勉強になりました。 特に写真は強烈でした。 
 
癌に関わらず、日常的に栄養バランスのよい食事や適度な運動が必要だと痛感しました。 
 
がんに関するテーマは、身近に感じているので、とても興味がありました。最新の情報を分かりやすく説明
してくださり、とても参考になりました。 私自身もがんサバイバーでリンパ浮腫と闘っており、高齢の両
親の介護もあるので、運動することや、少しずつ介護用品や食品も考えていこうと思います。ありがとうご
ざいました。 
 
一般層だけでなく、新任の福祉用具専門相談員にも聞いてほしい内容でした。 参考にさせて頂きます。 
 
リンパ浮腫に関する情報や対応法が大学病院の癌専門の外科や内科に於いても得られ難かったので。 
 
リンパ浮腫については、詳しく聞くことができてよかったです。大変ためになりました。福祉用具や食品に
ついても新しい情報を聞くことができて、時々情報を入れてアップデートしていく必要があると思いまし
た。 
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Ⅲ-3.オンラインセミナー  

 

 

令和８年１月１０日 

オンライン開催 

 配信元：国際医療福祉大学  

        東京赤坂キャンパス 多目的ホール  

オンライン：ウェビナー 
 



 
Ⅲ-3.オンラインセミナー  

 

 

令和８年１月１０日 

オンライン開催 

 配信元：国際医療福祉大学  

        東京赤坂キャンパス 多目的ホール  

オンライン：ウェビナー 
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2026

10:30-12:00
101 対象者 

（（web開開場場 10:00））

土土

参加申し込みは専用WEBサイトから 

申し込み締切：1月9日(金) 
https://forms.gle/KrE5UWPf3jmXmYHg7 

参参加加費費

無無料料
要事前 

申し込み 

＜問い合わせ先＞国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局 
TEL : 03-5574-3900（平日9:00～17:00） E-mail : ganpro-jimukyoku@ihwg.jp

  10:30~10:35  開会挨拶 矢冨  裕 先生  国際医療福祉大学大学院⾧ 
  セッション1 チーム医療講演 座⾧：平田 尚人 先生 東京薬科大学 薬学部 臨床薬剤学教室 准教授 
  10:35～10:55 がん薬物療法を担当する薬剤師からみた腫瘍循環器の視点 
   藤堂 真紀 先生 埼玉医科大学国際医療センター 薬剤部 
  セッション2 症例検討 座⾧：田村 雄一 先生 国際医療福祉大学 医学部 循環器内科学 教授 
  10:55～11:30 irAE心筋炎をもとにしたケースディスカッション 
   今岡 拓郎 先生 国立がん研究センター東病院 循環器科 
   ディスカッサント：筑波大学 佐藤希美先生・札幌医科大学 神津英至先生・大阪医科薬科大学 藤阪保仁先生
   ～ミニレクチャー：バイオ製剤使用の注意点～ 
    白井 悠一郎 先生 日本医科大学付属病院リウマチ・膠原病内科 講師
  セッション3 特別講演 座⾧：森 毅彦 先生 東京科学大学 血液内科 教授 
  11:30～11:55 “3M”神経系と心臓の免疫関連有害事象のクロストーク 
   鈴木 重明 先生 東京都立神経病院脳神経内科 副院⾧ 
  Closing remarks 
  11:55～12:00   
    佐瀬 一洋 先生 順天堂大学大学院 医学研究科 臨床薬理学 教授 

文部科学省事業「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」採択事業
第3回 全国がんプロ協議会学際領域部会腫瘍循環器学分野セミナー

開催方式 

主催：次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン／日本腫瘍循環器学会／IC-OS Japan Chapter 
共催：地域に貢献する北海道がんプロ養成プラン／東北広域次世代がんプロ養成プラン 

関東次世代のがん専門医療人養成プラン／高度化・多様化するがん医療を担う人材育成／地域に生き未来に繋ぐ高度 がん医療
人の養成／地域をつなぐ未来世代のがん専門医療人養成／阪神５大学サステナブルがん人材養成プラン／次世代の九州がんプ
ロ養成プラン 

後援：全国がんプロ協議会学際領域部会 

参参加加費費

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

お申し込み方法 

がん治療が進歩する一方でこれまでなかったような心臓の副作用が課題になる 
ことが増えており、その克服にはチーム連携が不可欠です。本セミナーでは、 

専門家たちがどう連携してがん治療の完遂を目指すかの実際を解説します。 
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Ϯ7 Ϯ8

५ॸটॖॻ຅ಿਙ irAE心筋༇प়ಡखञ
౥৸ඬ室ঈটॵॡभ঳例

০ળิ୙

বয়が॒ଢ଼஢センタূش୰੹࿯୭ஓఐが॒௧୅ఊಫୢ
໒ణপ৾প৾੹য৑੕়ఐ৾৾୒੹ୢ৾৾ਜ਼プロॢছ঒(೗૒ୖங)

എযఐऋ॒

Day 1 Day 18 Day 21

心筋ॺটএॽথ+
心ਗ਼௕૗৲+

1॥ش५৯

2॥ش५৯

筋෿൱

Day 19

ཽᰔৣႄ

73ୃ ੓ਙ
ْใ༼ഄٓ
࿫ସ౮ଞඪ
౼ዄኋ(႗পな๊ᮾなし)

ঽഞ免疫ႈ೩のใ༼؟なし

ْਠ୰ഄٓ
8ফ৐ع എযఐが॒にৌしてॿॲプছॳン, ढ़ル঎プছॳン, 
パクজタय़セル, ঋバ३६ঐブ、イজঀテढ़ン、ଣೝ଍੘௜ഄ
০回、4回৯のગ৅にৌして
ಿPD-1ಿ৬ఇ+ढ़ঝ঎উছॳথ+ঃॡজॱय़७ঝ+ঋং३६ঐঈ
を開始

ْ৔സఇٓ
クロআドॢঞル75mg

ছン९プছ॰شル15mg

ロスバスタॳン5mg

ْアঞルॠٓشなし

੒৒ਗਟ

ઋ৽৔ఐ॥থ१ঝॺ
ো੹加௜を௓တڀ
irAE筋༇ؚ੎症筋૮ৡ症とखथڀ
উঞॻॽ॰টথ20mg/day॑ਫ਼ୈ

Day 1 Day 21 Day 39 Day 42Day 40

12ා଑心ਗ਼௕

0.1mV/mm 25mm/s

心༭ਯ98؟bpm
QRS்؟ 110ms
క࿄ブロック
V2 ST低下 ,1ۋ

ঋشスছイン (ICI਺ଖ৐)

ਫଞྍ৹൅

0.1mV/mm 25mm/s
ো੹ৎ

๢৖X଍୼ઌ

ഷಓ 147/95 mmHg

ဿ༭ਯ 102 /回
ళลਯ 20 /回
෷ಞᆳਮ২ 97 % (室৔ਞ)

৬ആ 36.7℃

心๢Ⴜૻ: 50%

अっഷなし
๢਷なし

心ටதఠణ (ো੹ৎ)
LVEF 73 %, ෢ઈ৿౮ଞなし
心室中࿒෢ௐ10؟mm

ഷัਫ਼ਪਚৄ (ো੹ৎ)

AST 353 IU/L
ALT 238 IU/L
r-GTP 22 IU/L
T-BIL 0.5 mg/dL
ALP 90 IU/L
LDH 1383 IU/L
CK 7418 IU/L
CK-MB 226 ng/mL
UA 5.4 mg/dL
UN 15.4 mg/dL
CRE 0.79 mg/dL
TP 7.6 g/dL
ALB 4.1 g/dL

BNP 14.0 pg/mL
NA 136 mEq/L
K 3.9 mEq/L
CL 100 mEq/L
Ca 10.0 mg/dL
血糖 112 mg/dL
CRP 2.461 mg/dL
白血球 7300 ͬμL
赤血球 357 ×104ͬμL
Hb 11.5 g/dL
Ht 34.3 %
Plt 22.6 ×104ͬμL
トロポニン I 5540.4 pg/mL

1 2

3 4

5 6
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irAEは筋༇રਜ਼かء心筋༇રਜ਼かء
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CK 7418 IU/L
CK-MB 226 ng/mL
トロポニン I 5540.4 pg/mL

✓ 筋෿൱
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心臓MRI (第16病日)

心筋浮腫なし
遅延造影なし

心筋病理画像 (右室中隔)

CD68

HE
ICI関連心筋炎

100μm

500 μm

CD3

100μm

100μm

症例まとめ

✓ 心筋炎を疑った後、迅速にステロイドパルスを開始した
✓ 心機能低下はおこさなかったものの、ステロイド使用中に
完全房室ブロックをきたした

✓ 追加の免疫抑制剤としてアバタセプトを使用した
✓ トロポニンが下がり、房室伝導は回復した
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ⓑ஭ᝆ୍㑻
日本医⛉኱学௜ᒓ⑓㝔 リウ䝬チ・⭺原⑓ෆ⛉

2026年1月10日
➨3ᅇ 全ᅜが䜣䝥ロ༠㆟఍学㝿㡿ᇦ部఍

⭘⒆ᚠ⎔ჾ学ศ㔝䝉䝭䝘ー
チー䝮でᣮ䜐⭘⒆ᚠ⎔ჾ

䝭ニ䝺クチ䝱ー

䝞イ䜸製剤౑⏝の注意Ⅼ

฼┈┦཯の᭷↓䠖↓

生物学的製剤（䝞イ䜸製剤）౑⏝の注意Ⅼ䠖
開始前にឤᰁ症スクリーニングが必要

⚫ 生物学的製剤౑⏝例で、᭱も㢖ᗘが高い๪స⏝はឤᰁ症

䊻᪂つのឤᰁよ䜚も、体ෆに₯ᅾしている⑓原体の再活性化に注意

䊻生物学的製剤開始前にឤᰁ症スクリーニング検査を行䛖

ឤᰁ症スクリーニングは何を行䛖䠛

血液検査 画像検査 陽性例への対応

結核 T-SPOT or QFT 胸部X線・胸部CT 必要（ᚋ㏙）

B型肝炎
HBs抗原、
HBs抗体、HBc抗体

必要（ᚋ㏙）

C型肝炎 HCV抗体 ୍ᐃのぢゎなし

ニューモシスチス・
イロベチイ βDグルカン （ニューモシスチス⫵炎をᑗ

᮶発症した㝿のẚ㍑のため）

（ニューモシスチス⫵炎をᑗ

᮶発症した㝿のẚ㍑のため）

生物学的製剤἞療᫬の結核ண㜵対⟇

炎症性⑌ᝈに対する生物学的製剤と࿧྾ჾ⑌ᝈデ療のᡭᘬ䛝➨2∧

₯ᅾ性結核ឤᰁ症
⚫₯ᅾ性結核ឤᰁ症

• 結核の᪤ឤᰁ⪅
• 胸部X線෗┿で㝞ᪧ性⫵結核にྜ⮴する㝜ᙳ（胸⭷⫧ཌ、⣴≧ᙳ、5䟚
௨ୖの▼⅊化像）を᭷するᝈ⪅

• イン䝍ー䝣䜵ロン䃒㐟㞳ヨ㦂（T-SPOT or QFT）が陽性

⚫生物学的製剤（≉にTNF㜼ᐖ⸆）や䝥䝺䝗ニ䝌ロン᥮⟬15mg/日௨ୖ1䞄月
௨ୖのス䝔ロイ䝗をᢞ୚する㝿は結核の再⇞リスクが高䛟、イ䝋ニ䜰䝆䝗6䡚
9䞄月によるண㜵ᢞ୚を行䛖。

⚫₯ᅾ性結核ឤᰁ症とデ᩿したሙྜ䡠ឤᰁ症ἲ➨12᮲➨1㡯によるᒆ出を┤
䛱に行䛖（ཌ生ປാ┬HPにグ㍕䛒䜚）。イ䝋ニ䜰䝆䝗のබ㈝㈇ᢸも⏦ㄳ。

炎症性⑌ᝈに対する生物学的製剤と࿧྾ჾ⑌ᝈデ療のᡭᘬ䛝➨2∧

㡯によるᒆ出を┤
にグ㍕䛒䜚）。イ䝋ニ䜰䝆䝗のබ㈝㈇ᢸも⏦ㄳ。

ච␿ᢚไ・化学療ἲによ䜚発症するB型肝炎対⟇䜺イ䝗䝷イン

https://www.jsh.or.jp/lib/files/medical/guidelines/jsh_guidlines/B_document-3_v2.pdf

①

①

②

③

日本肝臓学会

ϭ Ϯ

ϯ ϰ

ϱ ϲ
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①
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日本肝臓学会

ϭ Ϯ

ϯ ϰ

ϱ ϲ

⚫劇症肝炎に進行する率や死亡率が極めて高い。

⚫B型肝炎再活性化による死亡例が何件も発生、医
療訴訟で敗訴となった報道が絶えない。

⚫ 2021年2月に、日本医療機能評価機構からも医療
安全情報が出され、注意喚起がなされた（右）。

B型肝炎ウイルスの再活性化 ま と め
生物学的製剤開始前は、スクリーニング検査と陽性例への対応をお願いします

血液検査 画像検査 陽性例への対応

結核 T-SPOT or QFT 胸部X線・胸部CT 必要

B型肝炎
HBs抗原、
HBs抗体、HBc抗体

必要

C型肝炎 HCV抗体

ニューモシスチス・
イロベチイ βDグルカン

これだけは
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“Triple M”神経系と心臓の免疫
関連有害事象のクロストーク

東京都立神経病院脳神経内科
鈴木重明

第3回 全国がんプロ協議会学際領域部会 腫瘍循環器学分野セミナー (2026.1.10) 20 mins

COI開示
✓顧問：なし
✓株保有・利益：なし
✓特許使用料：なし
✓講演料：アストラゼネカ，アレクシオン，argenx，Euroimmun，MSD，小野薬品，第一三共，ブ
リストルマイヤーズ，血液製剤機構，武田薬品，中外製薬，UCB，J&J

✓原稿料：アストラゼネカ，アレクシオン，小野薬品，ブリストルマイヤーズ，   
✓受託研究・共同研究費：なし
✓奨学寄付金：なし
✓寄付講座所属：なし
✓副作用対策委員・アドバイザリーボード：アストラゼネカ，アレクシオン，MSD，小野薬品，コ
スミックコーポレーション，ブリストルマイヤーズ，中外製薬，UCB

2025.12.31までの2年間

Myasthenia gravis (MG)
✓MGは神経筋接合部における臓器特異的な自己免疫疾患
✓最も頻度の高い神経免疫疾患（日本全国で約30,000人）
✓あらゆる年齢層で発症，高齢発症の頻度が増加傾向
✓臨床特徴から複数の病型に分類される
✓易疲労性と筋力低下の日内変動が特徴
✓20%が眼症状だけの眼筋型，80%が全身型 
✓クリーゼになった場合でも致死的な疾患ではない
✓ICI myastheniaとして発症する場合がある

Gilhus NE & Vershuuren J. Lancet Neurol 14: 1023-1036, 2015

胸腺腫関連MG
✓MGの約20%，重症例が多い
✓胸腺腫組織内には様々な自己
抗原が発現
✓様々な自己反応性T細胞が産生
され，末梢血中に流出
✓胸腺腫を摘出しても自己反応
性T細胞は消失しない
✓Kv1.4抗体が高頻度に検出
✓多彩な自己免疫疾患が出現

円形脱毛，味覚障害，赤芽球癆
心筋炎，免疫不全（Good症候群）

Suzuki S et al. J Neurol Neurosurg Psychiatry 84, 989-994, 2013

胸腺腫関連MG+脱毛＋心筋炎
62歳男性
全経過16年
MGFA class V
胸腺腫関連MG
(Stage IV, Type B1)
頭皮・体毛の全脱毛
心筋炎
Kv1.4(+)
心室頻拍で死亡

Suzuki S et al. JAMA Neurol 66: 1334-1338, 2009

横紋筋特異的な自己抗原

横紋筋特異的な70kD蛋白

-subunit of voltage-gated
K+ channel Kv1.4

Affinity-purification
N末アミノ酸分析

Suzuki S et al. J Neuroimmunol 170:141-149, 2005
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Suzuki S et al. J Neuroimmunol 170:141-149, 2005

1 2

3 4

5 6

70kD蛋白=Kv1.4の証明

Suzuki S et al. J Neuroimmunol 170:141-149, 2005

胸腺腫組織でのKv1.4発現

Shiihashi G et al. Autoimmune Rev 15: 1200-1201, 2016
Yasumizu Y et al. Nat Commun 13: 4230, 2022

57歳女性
全経過15年
MGFA class IIIb
胸腺腫関連MG 
(Stage III, Type B1)
心筋炎
完全房室ブロック
筋炎
Kv1.4(+)
胸腺腫組織にKv1.4発現
心不全で死亡

自己抗体による重症度
✓MG患者209例
✓AChR, titin, Kv1.4に対する
自己抗体により分類

✓Kv1.4(+)MGは球症状やク
リーゼの頻度が高い

✓Kv1.4: 重症度と関連する指
標となる

Kv1.4 group
(n=26)

100%

Titin group
(n=32)

AChR group
(n=92)

0% 50%

Seronegative
(n=59)

p < 0.001

p < 0.001

p = 0.004

0: no symptoms
1: ocular muscle weakness only
2: mild generalized weakness
3: moderate generalized weakness
4: severe generalized weakness
5: intubation required

Suzuki S et al. JAMA Neurol 64: 1121-1124, 2007

MGと筋炎の合併
✓MG全体の0.8%
✓胸腺腫関連MG
✓臨床像は多彩
✓重篤なMGと四肢・体幹の
筋炎
✓心筋炎を併発する可能性
✓Kv1.4(+)
✓複数の免疫療法が必要
✓irAE-MGで認められる臨床
特徴に類似

85歳女性
全経過15年
MGFA class IVb
Late-onset MG
筋炎（頚下がり）
Kv1.4(+)

Suzuki S et al. JAMA Neurol 66: 1334-1338, 2009

筋病理コホートからの解析
✓筋病理診断による筋炎 970例中10例 (1%)
でMG+筋炎
✓７例が胸腺腫関連MG
✓MGと筋炎発症時期が5年以上乖離 6例
✓呼吸筋麻痺 4例，頚下がり 3例，心筋炎
合併 2例
✓AChR(+) 7例, titin(+) 4例
✓CD8+T細胞の非壊死性筋線維への浸潤
✓PD-1経路の活性化: ICI myositisと類似し
た病態

Uchio N et al. Neurol Neuroimmunol Neuroinflamm 6: e535, 2019

CD8

Kv1.4(+)MGの心臓合併症
Kv1.4抗体陽性MG 70例 
✓MGFA stage III以上: 47例
✓胸腺腫関連MG: 50例
✓心電図異常: 42例 
✓心症状: 18例
✓MG発症後に出現: 14例
✓心筋炎: 8例 (1.2%)

A-C: 死亡例，D-F: 救命例
Suzuki S et al. Eur J Neurol 21: 223-230, 2014

7 8

9 10

11 12
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Kv1.4(+): 心電図所見
✓Kv1.4(+)MG患者の60%で心
電図異常を認める
✓胸腺腫関連MGでは突然死の
可能性
✓生命予後を左右する

Suzuki S et al. Eur J Neurol 21: 223-230, 2014

心電図所見 頻度
Negative T wave 20%
QT prolongation 14%
Paroxysmal supraventricular tachycardia 9%
ST-T changes 7%
Light ventricular hypertrophy 4%
Right bundle branch block 3%
Light bundle branch block 3%
Ventricular tachycardia 3%
Paroxysmal Af 3%
PR shortning 3%
Right ventricular hypertrophy 1%
Delta wave 1%
Sinus arrest 1%
Second degree AV block 1%
Complete AV block 1%

Kv1.4抗体の心収縮抑制
有精卵内の鶏心エコーを用いたex vivo 
assay
対象：Kv1.4(+)MG 25例, Kv1.4(-)MG 
25例, 健常人コントロール 25例
方法：患者血清 (100 L)を添加し，20
分後の割殻してプローブを挿入しM
モードで計測．補体不活化と抗体除去
（TR350）
✓Kv1.4(+): 心収縮抑制効果
✓補体不活性でも心収縮抑制効果
✓TR350で心収縮抑制効果は消失

心収縮抑制

Baba A. Therapeutic Apheresis and Dialysis 12: 109-116, 2008
Suzuki S et al. Eur J Neurol 21: 223-230, 2014

Kv1.4(+)心筋炎
✓AChR+MGや胸腺腫を認めない
心筋炎の2症例
✓74歳女性，70歳男性
✓心筋生検などの精査で自己免疫
心筋炎の診断
✓LV ejection fraction: 32%, 22%
✓筋炎を合併，CK上昇
✓Kv1.4(+)
✓ステロイド, タクロリムス，IVIg, 

IVMPで改善

Kuyama N et al. J Am Coll Cardiol Case Rep 9: 101734, 2023

心筋カリウムチャネルと自己抗体
✓心筋の多様なイオンチャネル
により活動電位を生み出す
✓カリウムチャネル: カリウム
イオンが細胞外へ流出（再分
極）
✓Kv1.4抗体によるカリウム
チャネルの機能障害→脱分極
時間の延長
✓QT延長症候群の原因となり，
致死的不整脈を誘発

Grune J et al. Nat Rev Cardiol 18: 547-567, 2021

胸腺腫関連MGの長期予後
✓56例の胸腺腫関連MG患者 

(M:F=22:34)
✓胸腺腫摘出術後の長期予後
✓胸腺腫再発: 23回
✓MG再燃: 32回
✓胸腺腫再発・MG再燃同時: 8
回

✓Kv1.4抗体は予後判定の指標
となる

Suzuki S et al. J Neuroimmunol 258: 61-66, 2013

代表的な神経・筋irAE

Sato K et al. J Neurooncol 145: 1-9, 2019 
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Kv1.4(+): ৼుਦॶݡ
✓Kv1.4(+)MG患者の60%でৼ
ుਦҡ৙Ν೟Όる
のࢰધञ関࿊MGではಧષڵ✓
可能੓
✓ਫ਼ໍ༩ޛΝࠪӊͤる

Suzuki S et al. Eur J Neurol 21: 223-230, 2014

ৼుਦॶݡ ළౕ
Negative T wave 20%
QT prolongation 14%
Paroxysmal supraventricular tachycardia 9%
ST-T changes 7%
Light ventricular hypertrophy 4%
Right bundle branch block 3%
Light bundle branch block 3%
Ventricular tachycardia 3%
Paroxysmal Af 3%
PR shortning 3%
Right ventricular hypertrophy 1%
Delta wave 1%
Sinus arrest 1%
Second degree AV block 1%
Complete AV block 1%

Kv1.4߇ରのৼफक़ཊ੏
༙精ཝ内のܴৼΦコーΝ༽いたex vivo 
assay
ଲেʁKv1.4(+)MG 25ྭ, Kv1.4(-)MG 
25ྭ, ݊৙ਕコンφϫール 25ྭ
方๑ʁ患者݄清 (100 L)Νశ加し，20
෾ޛのׄ֬してϕϫーϔΝૢ೘しM
Ϡーχでܯ測．ึ体不׈Կと抗体ঈڊ
ʤTR350ʥ
✓Kv1.4(+): ৼफक़ཊ制ްՎ
✓ึ体不׈੓でもৼफक़ཊ制ްՎ
✓TR350でৼफक़ཊ制ްՎはভࣨ

ৼफक़ཊ制

Baba A. Therapeutic Apheresis and Dialysis 12: 109-116, 2008
Suzuki S et al. Eur J Neurol 21: 223-230, 2014

Kv1.4(+)ৼ۔Ԏ
✓AChR+MGΏڵધञΝ೟Όない
ৼ筋Ԏの2症ྭ
஋੓ࡂঃ੓，70ࡂ74✓
✓ৼ筋ਫ਼ݗなʹの精査で自己免疫
ৼ筋Ԏのਏஇ
✓LV ejection fraction: 32%, 22%
✓筋ԎΝ߻ญ，CK上ত
✓Kv1.4(+)
✓ηテϫ΢χ, νέϫϨムη，IVIg, 

IVMPでրવ

Kuyama N et al. J Am Coll Cardiol Case Rep 9: 101734, 2023

ৼ۔ΩϨΤϞοϡϋϩͳࣙ߇ހର
✓ৼ筋の多༹な΢オンοϡネル
により׈ಊుҒΝਫ਼Ίड़ͤ
✓カϨΤムοϡネル: カϨΤム
΢オンがࡋ๖֐΃ླྀड़ʤ࠸෾
ʥۅ
✓Kv1.4抗体によるカϨΤム
οϡネルのؽ能্֒ˢ୦෾ۅ
時ؔのԈௗ
✓QTԈௗ症ޫ܊のݬҾとなり，
஗ࢰ的不੖ຼΝ༢発

Grune J et al. Nat Rev Cardiol 18: 547-567, 2021

ޛ༩غધञؖ࿊MGのௗڵ
✓56ྭのڵધञ関࿊MG患者

(M:F=22:34)
ޛ༩غのௗޛધञఢड़ढ़ڵ✓
発: 23յ࠸ધञڵ✓
✓MG࠸೫: 32յ
೫ಋ時: 8࠸発・MG࠸ધञڵ✓
յ

✓Kv1.4抗体は༩ޛ൓定のࢨඬ
となる

Suzuki S et al. J Neuroimmunol 258: 61-66, 2013

େනద͵神経ʀ۔irAE

Sato K et al. J Neurooncol 145: 1-9, 2019 
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ICI myasthenia gravis (MG)
✓重篤なMGが多い
✓஦౵症全ਐܗ (Class 3) Ґ上: 

67% vs. 28%
✓MGと筋Ԏの要ોΝญͦ࣍ͯྡ
জ଀
✓ৼ筋Ԏで஗ࢰ的となる可能੓
✓CK上ত，AChR抗体ओཇ੓
✓ළౕ: 0.12%ʤࣰࡏは1%ఖౕʥ
✓ԥ໴筋抗体 (titin抗体)とKv1.4
抗体がώ΢オϜーカー

2017.8.19
௉ࢶ֦ק

Idiopathic
MG 

(n =105)

Nivolumab
-associated 

MG
(n =12)

Class 1 ʤء筋ܗʥ
Class 2 ʤܲ症全ਐܗʥ
Class 3 ʤ஦౵症全ਐܗʥ
Class 4 ʤ重症全ਐܗʥ
Class 5 ʤέϨーκʥ

MGFA classification

Suzuki S et al. Neurology 89: 1127-1134, 2017

ICI myositis

Seki M et al. J Autoimmun 100: 105-113, 2019
Matsubara S, et al. J Immunother Can 7: 256, 2019 

஋੓/ঃ੓ 13/6ྭ

೧ྺ ʥࡂʤrange, 25-84ࡂ70

がん ඉঘࡋ๖഑がん 10, ਝࡋ๖
がん 2, ୉ௐがん 2, ͨの他 5

PD-1૏֒༂ ニボルϜϔ 11, ϘムϔϫϨズ
Ϝϔ 8

CTCAE grade Grade 2 = 10, Grade 3 = 5,
Grade 4 = 4

ॵյ౦༫͖Δ
発症まで 29ೖʤrange, 19-48ೖʥ

ॵ発症য়
ᛒԾਪء 筋ྙఁԾࢸ࢝ ,10 3, 
ܳ෨筋ྙఁԾ 3,  ෵ࢻ 1, ᅠ
Ծࠖೋ ೋࠖٷݼ , 1 1

病ସͳ࣮֕׳೨

Seki M et al. Cancer Immunol Immunother 71: 765-775, 2022

発೦
筋௩
݄清έϪΠοンΫψーκ上ত
筋MRI ߶৶ߺ
筋ుਦ筋ݬ੓รԿ
筋ਫ਼ݗԎ症ॶݡ
ৼ筋Ԏ

᷼ଷ״
ৱࢧ不৾
筋ྙఁԾࢸ࢝
डԾがり
ᅠԾࠖೋ
ೋࠖٷݼ

ᛒԾਪء
෵ࢻ
ೖ内รಊ
ΠιοルコϨンण༲体抗体
ཇ੓
コϨンΦηテラーκ૏֒༂
でրવ
࿊କ࢙ܻશݳݰে

Ԏ۔ ॑঳۔ໃྙ঳

免疫οΥρέϛ΢ンφ૏֒༂֋࢟૥غ
Kv1.4抗体ཇ੓

がん

Kv1.4抗体

ΠιοルコϨンण༲体抗体

Tࡋ๖

がん
๖ࡋ

PD-L1

PD-1
૏֒

自己ൕ応੓
๖ࡋ̫

੓Կ׈

੓Կ׈

CD8+Tࡋ๖

CD8+Tࡋ๖ Ԏ۔Ԏʀৼ۔

॑঳۔ໃྙ঳

CD4+Tࡋ๖ Bࡋ๖ ๖ࡋ࣯ܙ

ICI myocarditis
✓ළౕ: 1%
✓最も重篤なirAE
✓病ସؽ঄: CD8+Tࡋ๖と自
己抗体，ڵધञ୉と関࿊

✓40%でMG/筋Ԏと߻ญ
✓Triple M syndrome: 

myasthenia, myositis, 
myocarditis

✓ৼ不全と஗ࢰ的不੖ຼ
✓ৼుਦ，φϫϛニン

ঃ੓ࡂ69
ඉঘࡋ๖഑がん
ICI 3յ౦༫
෵ࢻで発症
免疫治療でໍٻ
Kv1.4(+)

Suzuki S et al. Neurology 89: 1127-1134, 2017
Mahmood SS et al. J Am Coll Cardiol 71: 1755-1764, 2018

Fenioux C et al. Nat Med 29: 3100-3110, 2023

ঃ੓ࡂ82
ৱಕがん
ICI 2յ౦༫
全๬࣪ϔϫρέ׮

ધञڵ vs. ICIͶΓΖࣙހ໖ӺൕԢ

Kawazoe T et al. Immunol Med, in submission

ધञڵ vs. ICIͶΓΖTriple M syndrome

Suzuki S et al. JAMA Neurol 66: 1134-1138, 2009
Johnson DB et al. New Engl J Med 378: 1749-1755, 2016

Fenioux C et al. Nat Med 29: 3100-3110, 2023

1ϵ ϮϬ

Ϯ1 ϮϮ

Ϯ3 Ϯ4
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都立神経病院での取り組み
✓他施設で神経・筋irAEの発症が疑われ
た時のコンサルテーション体制の構築
✓自己免疫ラボ: パラネオ神経抗体測定
✓がん専門病院では脳神経内科医が不在
✓神経病院: 脳神経内科専門医が多数在
籍し専門的医療の提供が可能
✓必要に応じて神経病院に転院の上，精
査・加療
✓安全ながん免疫治療に貢献

人/年 東京都 都立病院
(14病院）

院内が
ん登録

102,232 9,487

ICI処方
患者の
推定数

15,000 1,500

神経・
筋irAE
の発症
推定数

400-800 40-80

結語
ICIによるTriple M syndromeは最も重篤な
irAEであり，発症メカニズムに関して更なる
研究が必要である．

ご清聴ありがとうございました．
sgsuzuki@keio.jp

自己免疫ラボ: sk_autoimmune@tmhp.jp

25 26
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都立神経病院での取り組み
✓他施設で神経・筋irAEの発症が疑われ
た時のコンサルテーション体制の構築
✓自己免疫ラボ: パラネオ神経抗体測定
✓がん専門病院では脳神経内科医が不在
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籍し専門的医療の提供が可能
✓必要に応じて神経病院に転院の上，精
査・加療
✓安全ながん免疫治療に貢献

人/年 東京都 都立病院
(14病院）
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ん登録
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患者の
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神経・
筋irAE
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400-800 40-80

結語
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irAEであり，発症メカニズムに関して更なる
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ʰྫ࿪̕೧ౕオンラインセミナーʱアンケート݃Վ

୊ 3回全ࠅがんプロ٠ڢճָࡏ྘Ү෨ճ腫瘍循環器ָ෾໼セミナー
ʰチーϞでே΋腫瘍循環器ʱˠ医療従事者ݸఈ
ྫ࿪ 8 ೧ 1݆ 10 日（ౖ）発৶ݫʁࡏࠅ医療ෳࢳ୉ָ୉ָӅ౨ښ੼ࡖΫϡンϏス オンライン֋࠷
アンケート回౶数 53/ Յࢂ 132（40.2ˍ）ˠWEB アンケートࣰࢬ
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ʰྫ࿪̕೧ౕオンラインセミナーʱアンケート݃Վ

୊ 3回全ࠅがんプロ٠ڢճָࡏ྘Ү෨ճ腫瘍循環器ָ෾໼セミナー
ʰチーϞでே΋腫瘍循環器ʱˠ医療従事者ݸఈ
ྫ࿪ 8 ೧ 1݆ 10 日（ౖ）発৶ݫʁࡏࠅ医療ෳࢳ୉ָ୉ָӅ౨ښ੼ࡖΫϡンϏス オンライン֋࠷
アンケート回౶数 53/ Յࢂ 132（40.2ˍ）ˠWEB アンケートࣰࢬ
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̗ ࣏回のセミナーでより৆し͚ѽってΆしい಼容について（ࣙ༟ࡎى）

循環器࣮׳を΍つがん׳者のΦϑυンスの఑ࣖ

この྘Үの臨床ݩࢾ

ଡ৮種の఼ࢻから、腫瘍循環器྘ҮのΦϑυンスϪベルをӀき৏͝る研究をいかにߨうか

腫瘍循環器の腫瘍ଈͳ循環器ଈの࿊ܠについて

腫瘍循環器診療に͕͜るଡ৮種࿊ܠ

薬ࢥࡐの治療ਲ਼ߨ΃のかかわり ( ACP ΍؜Όて）

薬ࢥࡐ以外のαメυΡΩルの役割や期ଶするこͳなど

腫瘍循環器リύϑリτーシϥン

－ 126 －



 

 
 
９ 次回のセミナーでより詳しく扱ってほしい内容について（自由記載） 
 
循環器疾患をもつがん患者のエビデンスの提示 
 
この領域の臨床試験 
 
多職種の視点から、腫瘍循環器領域のエビデンスレベルを引き上げる研究をいかに行うか 

 
腫瘍循環器の腫瘍側と循環器側の連携について 
 
腫瘍循環器診療における多職種連携 
 
薬剤師の治療遂行へのかかわり(ACP も含めて） 
 
薬剤師以外のコメディカルの役割や期待することなど 
 
腫瘍循環器リハビリテーション 

1.irAE の報告の中、色々ながん種の症例や心電図所見。 2.腫瘍循環器の臨床研究に医療従事者以外の研究員
の役割、また研究員は必要なのか。 

 
問診から対応、irAE 有害事象数値や他科依頼など。 
 
CTRCD の予防の取り組みについて 治療介入（心保護薬）のタイミングなど 
 
CTRCD の急性期を逸脱したのちの保存的薬物治療やフォローについて 
 
VEGFR 阻害薬の心血管イベントのマネジメントについて教えていただきたいです。 
 
トロポニンの評価の仕方、今回のような症例でトロポニンがわずかにあがって ECG が正常な場合どうする
のか、G1 の心筋炎はあるのか 
 
オシメルチニブなどアントラサイクリン/HER-2 以外の CTRCD が増えている印象があり、このあたりに触
れるセミナーがあればありがたい 
 
シスプラチンなどケモの輸液負荷による心不全の発症症例について 
 
日本の保険診療で許容される CTRCD の診断・治療・フォローアップ期間について 
 
高齢者のがん治療について 
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国際医療福祉大学大学院　映像教材開発一覧（20260309現在）

がん治療の先端知識の基礎　（1コマ90分）

1 がん検診と予防 青木 大輔  先生
赤坂山王メディカルセンター院長
国際医療福祉大学 大学院 医学研究科 教授

2024年度収録

2 がんに関するゲノム医療 樋口　肇 先生
国際医療福祉大学 成田病院 腫瘍内科部長
国際医療福祉大学 大学院 医学研究科医学専攻 教授
国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学教授（代表）

2024年度収録

3 消化器がんに対する内視鏡的治療 片岡　幹統　先生
国際医療福祉大学 三田病院 消化器内科部長・病院長補佐
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

4 婦人科がん治療と妊孕性 進　伸幸　先生
国際医療福祉大学 成田病院 婦人科部長
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

5 泌尿器科がんに対するロボット支援手術 大東　貴志　先生
国際医療福祉大学 三田病院 泌尿器科部長
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

6 肝臓がんと肝移植 篠田　昌宏　先生
国際医療福祉大学 成田病院 肝胆膵・移植・内視鏡外科
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

7 希少がんである頭頸部がんの治療 多田　雄一郎先生
国際医療福祉大学 三田病院 頭頸部腫瘍センター部長
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

8 がん放射線治療 橋本　光康　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

9 脳腫瘍に対する最新治療 大山 　健一　先生
国際医療福祉大学 三田病院 脳神経外科部長
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

10 がん治療における薬剤師の役割 佐藤　慶三　先生 国際医療福祉大学 三田病院 薬剤部 主任 2024年度収録

11 腫瘍循環器学 田村　雄一　先生
国際医療福祉大学 三田病院循環器内科
国際医療福祉大学 医学部教授
 医学教育統括センター 国際医療者教育学 教授

2024年度収録

12 免疫チェックポイント阻害薬 河上　裕　　先生
国際医療福祉大学 大学院医学研究科医学専攻主任 教授
国際医療福祉大学  医学部教授

2024年度収録

13 がん患者の疼痛管理 結束　貴臣　先生
国際医療福祉大学 成田病院 緩和医療科部長
国際医療福祉大学 病院准教授

2024年度収録

14 遺族に対する心理的ケア 石田　航　　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 講師 2025年度収録

15 がん患者に対するリハビリテーション 原　毅　先生
国際医療福祉大学大学院 保健医療学専攻 理学療法学分野、
医療福祉教育・管理分野 准教授

2024年度収録

医療プロフェショナリズム・医療安全　（1コマ90分）

1 がんプロコースオリエンテーション、医療・研究倫理 矢冨 裕 先生　 国際医療福祉大学大学院長、医学研究科長、医療福祉学研究科長 2023年度収録

2 医療プロフェッショナリズム 三浦 総一郎 先生 国際医療福祉大学専務理事、国際医療福祉大学大学院医学研究科教授 2023年度収録

3 治療におけるリスクマネジメント及びディスカッション 三浦 総一郎 先生 国際医療福祉大学専務理事、国際医療福祉大学大学院医学研究科教授 2023年度収録

4 がん医療における多職種連携とは 藤咲 麻美　先生
国際医療福祉大学 三田病院 看護部
がん看護専門看護師/がん性疼痛看護認定看護師

2024年度収録

5 家族ケア・グリーフケア 上別府 圭子　先生
国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科
保健医療学専攻 看護学分野責任者 教授

2024年度収録

6 終末期における社会から期待される医療プロフェッショナルの在り方 戸松 義晴 先生
国際医療福祉大学特任教授、世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）日本委員会　理
事長、全日本仏教会理事長、日本宗教連盟理事長

2023年度収録

7 がんに関わる社会保障制度，がん治療と金銭的負担の問題 石川　祐子　先生
国際医療福祉大学　 三田病院 医療相談・緩和ケアセンター がん相談支援セン
ター　医療ソーシャルワーカー

2024年度収録

8 「がん多職種協働アクティブラーニング実習」に向けて 佐藤 真由美　先生
国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科
 保健医療学専攻 看護分野責任者 教授

2024年度収録

がんのカウンセリング概論　（1コマ90分）

1 カウンセリングマインドを持ったがん患者への適切なケアと応答 橋本 和明 先生
国際医療福祉大学院医療福祉学研究科臨床心理学専攻主任、臨床心理学分
野責任者教授

2023年度収録

2 対象喪失と精神療法 佐藤　篤司　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 准教授 2024年度収録

3 中年期にがんに罹患すること：発達段階を踏まえ心理学的視点で捉える 潮　姿寿枝　先生 駒込えぜる診療所　心理士 2024年度収録

4 高齢者のがん患者とそれを支える家族の支援 小野寺　敦志　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 准教授 2024年度収録

5 がん患者にみられる心理的症状ー抑うつ、せん妄を中心にー 小畠　秀吾　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 教授 2024年度収録

6 からだとこころをつなぐカウンセリングの技法と活用 中村　美穂　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 講師 2024年度収録

7 心療内科医が取り組む緩和ケアの実際 村上 正人 先生 国際医療福祉大学 赤坂心理･医療福祉マネジメント学部特任教授 2023年度収録

8 総合病院緩和ケアチームにおける心理職の役割と実践 石風呂　素子　先生 日本大学医学部附属病院心療内科　緩和ケアチーム心理士 2024年度収録

9 多職種連携の視点から捉えたチームアプローチの方法と留意点 西村　信子　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 准教授 2024年度収録

10 がん患者・医療従事者のセルフケア支援（抑うつ・バーンアウト予防） 橋本　和典　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 准教授 2024年度収録

11 AYA世代(15〜39歳)のがん患者支援〜がん・生殖医療の現場から〜 山谷　佳子　先生 聖マリアンナ医科大学 産婦人科学　臨床心理士 2024年度収録

12 がんとともに生きる患者とその家族の疾患受容プロセスー遺伝性がんに着目して 平岡　さゆり　先生 佐々木研究所附属杏雲堂病院　認定遺伝子カウンセラー 2024年度収録

13 がん患者の家族の理解と支援 中野　真也　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 講師 2024年度収録

14 がん患者に対するソーシャル・サポートの効果と注意点 亀山　晶子　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 講師 2024年度収録

15 悲嘆への介入 石田　航　先生 国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 臨床心理学専攻 講師 2025年度収録

文部科学省　次世代のがんプロフェッショナル養成プラン　「次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン」
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予防医学総論　（1コマ90分）

1 イントロダクション、予防医学と臨床検査 山崎 力 先生
国際医療福祉大学大学院医学研究科医学専攻 疫学・社会予防医学分野責任
者 教授、未来研究支援センター 教授（センター長）

2023年度収録

2 予防医学と臨床疫学 飯室　聡　先生 国際医療福祉大学大学院  医学専攻 社会医学研究分野 教授 2024年度収録

3 予防医学に必要な統計学
アルアリアシー
　　らるび　先生

国際医療福祉大学 研究支援センター 助教 2024年度収録

4 予防医学と感染症 藤田　烈　先生 国際医療福祉大学大学院 医学研究科 公衆衛生学専攻 准教授 2024年度収録

5 特定健診・特定保健指導、地域職域保健 井谷　修　先生 国際医療福祉大学 大学院 医学研究科 公衆衛生学専攻 教授 2024年度収録

6 がん予防総論（実態と動向、がん予防の科学的根拠） 津金 昌一郎 先生 国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻教授 2023年度収録

7 生活習慣（喫煙・飲酒・食事・運動・体型など）とがん 津金 昌一郎 先生 国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻教授 2023年度収録

8 生活環境（放射線、環境汚染、職業、医薬品など）・慢性感染とがん 津金 昌一郎 先生 国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻教授 2023年度収録

9 部位別に見たがんの原因と予防法 津金 昌一郎 先生 国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻教授 2023年度収録

10 個別化がん予防（リスク層別、化学予防など） 津金 昌一郎 先生 国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻教授 2023年度収録

11 がん検診のしくみ 青木　大輔　先生
赤坂山王メディカルセンター院長
国際医療福祉大学 大学院 医学研究科 教授

2024年度収録

12 がん検診の利益と不利益 青木　大輔　先生
赤坂山王メディカルセンター院長
国際医療福祉大学 大学院 医学研究科 教授

2024年度収録

13 がん検診ガイドライン 中山　富雄　先生 国立がん研究センターがん対策研究所 検診研究部部長 2024年度収録

14 がん検診プログラムと精度管理 松田　一雄　先生 福井県健康理協会副理事長　がん検診事業部長 2024年度収録

15 がん対策の実際－子宮頸がんを例に－ 青木　大輔　先生
赤坂山王メディカルセンター院長
国際医療福祉大学 大学院 医学研究科 教授

2024年度収録

がん診療の基礎知識　（1コマ90分）

1 我が国のがん疾患の現状と動向 津金 昌一郎 先生 国際医療福祉大学大学院医学研究科公衆衛生学専攻教授 2023年度収録

2 がん対策基本法 西嶋 康浩 先生 厚生労働省　健康局　がん・疾病対策課 課長 2023年度収録

3 がん登録の種類 藪下 千恵美　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻
  医療福祉経営専攻 医療経営管理分野 講師

2024年度収録

4 がん登録システムおよび登録情報の利活用 藪下 千恵美　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻
  医療福祉経営専攻 医療経営管理分野 講師

2024年度収録

5 がん診療の実際　大腸癌　 鶴田 雅士　先生
国際医療福祉大学 成田病院 消化器外科
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

6 がん診療の実際　肺癌 多田 裕司 先生　 国際医療福祉大学医学部教授、国際医療福祉大学 成田病院呼吸器内科 2023年度収録

7 がん診療の実際　食道癌・胃癌 大山 隆史　先生
国際医療福祉大学 成田病院 消化器外科
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

8 がん診療の実際　乳癌 黒住 献　先生
国際医療福祉大学 成田病院 乳腺外科
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

9 がん診療の実際　前立腺癌 大東 貴志　先生
国際医療福祉大学 三田病院 泌尿器科部長
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

10 がん診療の実際　膵癌・胆道癌 星本 相淳 先生
国際医療福祉大学 三田病院　消化器センター長　病院長補佐
国際医療福祉大学病院教授

2023年度収録

11 がん診療の実際　肝臓癌 海老沼 浩利 先生
国際医療福祉大学大学院医学研究科医学専攻教授、国際医療福祉大学医学
部消化器内科教授（代表）、国際医療福祉大学 三田病院教授・消化器センター
副センター長・消化器内科部長

2023年度収録

12 がん診療の実際　腎・尿路上皮癌 井上 高光　先生
国際医療福祉大学 成田病院 腎泌尿器外科
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

13 がん診療の実際　子宮・卵巣癌 片岡 史夫　先生
国際医療福祉大学 成田病院 産科・婦人科（婦人科）
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

14 がん診療の実際　悪性リンパ腫 大和田 千佳子先生
国際医療福祉大学 成田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

15 がん診療の実際　中枢神経系腫瘍 若宮 富浩　先生
国際医療福祉大学 成田病院 脳神経外科
国際医療福祉大学 医学部講師

2024年度収録

臨床腫瘍学各論　（1コマ90分）

1 食道癌・胃癌 島田　理子　先生　
国際医療福祉大学 成田病院 消化器外科
国際医療福祉大学 医学部講師

2024年度収録

2 肺癌（がん診療の基礎知識より） 多田 裕司　先生
国際医療福祉大学 成田病院 呼吸器内科
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

3 乳癌（がん診療の基礎知識より） 黒住　献　先生
国際医療福祉大学 成田病院 乳腺外科
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

4 大腸癌 石田　隆　先生
国際医療福祉大学 成田病院 消化器外科
国際医療福祉大学 医学部講師

2024年度収録

5 肝臓癌（がん診療の基礎知識より） 海老沼 浩利　先生
国際医療福祉大学 成田病院 消化器内科部長
国際医療福祉大学 大学院医学研究科 医学専攻 教授
国際医療福祉大学医学部消化器内科学教授（代表）

2024年度収録

6 膵臓・胆道癌 皆川　卓也　先生
国際医療福祉大学 成田病院 消化器外科
国際医療福祉大学 医学部講師

2024年度収録

7 子宮癌・卵巣癌 岡田　智志　先生
国際医療福祉大学 成田病院 産科・婦人科（婦人科）
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

8 腎・尿路上皮癌（がん診療の基礎知識より） 井上　高光先生
国際医療福祉大学 成田病院 腎泌尿器外科
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録
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がん免疫治療学　（1コマ90分）

1 がん免疫の仕組み: 免疫学の基礎とがんの免疫病態 河上　裕　先生
国際医療福祉大学 大学院医学研究科医学専攻主任 教授
国際医療福祉大学  医学部教授

2024年度収録

2 免疫チェックポイント阻害薬の基礎と複合がん免疫療法の開発 河上　裕　先生
国際医療福祉大学 大学院医学研究科医学専攻主任 教授
国際医療福祉大学  医学部教授

2024年度収録

3 人工的ながん免疫療法 大多　茂樹　先生 国際医療福祉大学医学部　免疫学　准教授 2024年度収録

4 肺がんの免疫治療 多田 裕司 先生　 国際医療福祉大学医学部教授、国際医療福祉大学 成田病院呼吸器内科 2023年度収録

5 消化器癌（食道、胃、肝、胆道）における免疫治療 樋口　肇　先生
国際医療福祉大学 成田病院 腫瘍内科部長
国際医療福祉大学 大学院 医学研究科医学専攻 教授
国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学教授（代表）

2024年度収録

6 血液がんに対する免疫・細胞療法と同種移植療法 中世古　知昭　先生
国際医療福祉大学 成田病院 副院長 血液内科部長
国際医療福祉大学 医学部 血液内科学教授（代表）

2024年度収録

理解しておきたい乳がんにおける免疫療法 黒住　献　先生
国際医療福祉大学 成田病院 乳腺外科
国際医療福祉大学 医学部准教授

2024年度収録

皮膚がん 菅谷　誠　先生
国際医療福祉大学 成田病院 皮膚科部長
国際医療福祉大学 医学部 皮膚科学教授（代表）

2024年度収録

泌尿器癌（腎、膀胱、ICI等） 井上　高光　先生
国際医療福祉大学 成田病院 腎泌尿器外科
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

婦人科がん　(子宮頸癌・子宮体癌・卵巣癌など)におけるがん免疫治療 進　伸幸　先生
国際医療福祉大学 成田病院 産科・婦人科（婦人科）婦人科部長
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

がん治療薬学　（1コマ90分）

1 がん治療の最新エビデンスの理解ーEBMを改めて考えるー 富田 隆 先生 国際医療福祉大学薬学部教授、国際医療福祉大学 三田病院薬剤部長 2023年度収録

2 抗悪性腫瘍薬の耐性発現メカニズムの解析とその克服 西村　信弘　先生
国際医療福祉大学大学院 九州地区大学院 薬学研究科・薬科学研究科 医療・
生命薬学専攻／生命薬科学専攻 教授

2024年度収録

3 泌尿器領域の腫瘍の病態とその治療について 梶岡　俊一　先生 国際医療福祉大学 福岡薬学部薬学科 教授 2024年度収録

4 がんの個別化医療に向けた研究 髙﨑　新也　先生 国際医療福祉大学 薬学部薬学科 准教授 2024年度収録

5
乳がんにおける治療向上のための要因分析、抗がん剤曝露防止に関する
研究

杉山　奈津子　先生 国際医療福祉大学 薬学部薬学科 講師 2024年度収録

6 がん性疼痛治療薬の使用法と注意点 宗像　千恵　先生 国際医療福祉大学 福岡薬学部薬学科 講師 2024年度収録

7 抗がん剤の臨床試験デザインと薬価算定 間宮　弘晃　先生 国際医療福祉大学 成田薬学部薬学科 准教授 2024年度収録

8 がん薬物療法と末梢神経障害 加藤　芳徳　先生
国際医療福祉大学大学院院 薬学研究科・薬科学研究科
 医療・生命薬学専攻／生命薬科学専攻　准教授
国際医療福祉大学 薬学部 薬学科　准教授

2024年度収録

9 がん性疼痛の克服に向けた基礎研究 齋藤　秀俊　先生
国際医療福祉大学大学院 九州地区大学院 （薬学研究科・薬科学研究科）医
療・生命薬学専攻／生命薬科学専攻 准教授

2024年度収録

10 がん患者の精神症状に対する薬物治療 辻 稔 先生　先生
国際医療福祉大学大学院薬学研究科医療・生命薬学専攻、薬科学研究科生命
薬科学専攻教授

2023年度収録

11 抗がん抗体医薬品開発の歴史と抗体医薬品の将来 八木　秀樹　先生
国際医療福祉大学大学院院 薬学研究科・薬科学研究科
 医療・生命薬学専攻／生命薬科学専攻　教授
国際医療福祉大学 薬学部 薬学科 学科長・教授

2024年度収録

12 これからのがん免疫療法 塚本　宏樹　先生
国際医療福祉大学大学院 九州地区大学院（薬学研究科・薬科学研究科 ）准教
授
国際医療福祉大学 福岡薬学部 薬学科 准教授

2024年度収録

13 細胞内物質輸送を標的としたがん創薬 松浦　能行　先生
国際医療福祉大学大学院院 薬学研究科・薬科学研究科
 医療・生命薬学専攻／生命薬科学専攻　教授
国際医療福祉大学 薬学部 薬学科 教授

2024年度収録

14 がん代謝研究からみえる薬物治療戦略の可能性 平尾　卓也　先生 国際医療福祉大学 薬学部 薬学科 助教 2024年度収録

15 総括と最近のトピックスの追加、質疑と討論　 白石　昌彦　先生
国際医療福祉大学大学院院 薬学研究科・薬科学研究科
 医療・生命薬学専攻／生命薬科学専攻 教授
国際医療福祉大学薬学部 薬学教育強化対策室長・教授

2024年度収録

1 がんリハビリテーションにおける理学療法の位置づけ 原　毅　先生
国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻 理学療法学分野
　医療福祉教育・管理分野 准教授

2024年度収録

2 消化器がんに対する理学療法（周術期） 原　毅　先生
国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻 理学療法学分野
　医療福祉教育・管理分野 准教授

2024年度収録

3 呼吸器がんに対する理学療法（周術期） 入江　容　先生 国際医療福祉大学病院　リハビリテーション室　理学療法士　副主任 2024年度収録

4 転移性骨腫瘍に対する理学療法 飯島　進乃　先生 国際医療福祉大学病院　リハビリテーション室　理学療法士　副主任 2024年度収録

5 頭頸部がん・乳がんに対する理学療法（周術期） 原　毅　先生
国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻 理学療法学分野
　医療福祉教育・管理分野 准教授

2024年度収録

6 放射線治療・化学療法における理学療法 石井　貴弥　先生 国際医療福祉大学　医学部研究助手 2024年度収録

7 緩和ケアにおける理学療法
飯島　進乃　先生

国際医療福祉大学病院　リハビリテーション室　理学療法士　副主任 2024年度収録

8 在宅医療におけるがん理学療法
杉田　裕汰　先生

西那須野マロニエ訪問看護ステーション　理学療法士 2024年度収録

1
総論　がんと作業療法　～ICFの概念図に基づく「がんの障害像」と
作業療法について～

筧  智裕　先生 国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 講師 2024年度収録

2
心身機能・身体構造へのアプローチ　周術期の作業療法①
（身体機能を中心に）

五味  幸寛　先生
国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻作業療法分野准教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 准教授

2024年度収録

3
心身機能・身体構造へのアプローチ　周術期の作業療法②
（精神・心理機能中心に）

筧  智裕　先生 国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 講師 2024年度収録

4 活動・参加へのアプローチ①　ADL、退院への支援
五味  幸寛　先生

白石  淳史　先生

国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻作業療法分野准教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 准教授

国際医療福祉大 成田病院 リハビリテーション技術部

2024年度収録

がん理学療法学（1コマ90分）

がん作業療法学（1コマ90分）

7

8
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5 個人因子･環境因子へのアプローチ　緩和ケア、終末期における支援① 五味 幸寛　先生
国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻作業療法分野准教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 准教授

2024年度収録

6 個人因子･環境因子へのアプローチ　緩和ケア、終末期における支援① 五味 幸寛　先生
国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻作業療法分野准教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 准教授

2024年度収録

7 個人因子･環境因子へのアプローチ　緩和ケア、終末期における支援②

渡邉 清美　先生

谷口 敬道　先生

国際医療福祉大学 保健医療学部 作業療法学科 講師

国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻作業療法分野、医療福祉教育・管理
分野 教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 学科長・教授

2024年度収録

8 小児がんと向きあう作業療法

渡邉 清美　先生

谷口 敬道　先生

国際医療福祉大学 保健医療学部 作業療法学科 講師

国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻作業療法分野、医療福祉教育・管理
分野 教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 作業療法学科 学科長・教授

2024年度収録

1 放射線腫瘍学概論 　放射線治療の基礎

大西　かよ子　先生

橋本　光康　先生

国際医療福祉大学 成田病院 放射線科
国際医療福祉大学 医学部教授

国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

2 放射線物理学・放射線計測学 橋本　光康　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

3 放射線生物学 小林　純也　先生 国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻　放射線・情報科学分野　教授 2024年度収録

4 放射線治療機器工学・放射線治療技術学概論 橋本　光康　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

5 放射線治療計画に関る基礎知識　 今　大輔　先生 国際医療福祉大学成田保健医療学部放射線・情報科学科講師 2024年度収録

6 外部照射の医学物理学/治療技術学　治療計画・検証・品質管理 藤田　圭一　先生 国保旭中央病院　医学物理士 2024年度収録

7 小線源治療の医学物理学/治療技術学　治療計画・検証・品質管理 小島　徹　先生 埼玉県立がんセンター 放射線治療科 医学物理士 2024年度収録

8 放射線治療の看護ケアⅠ　 菊野　直子　先生 東京医療センター 副看護師長 がん放射線療法看護認定看護師 2024年度収録

9 放射線治療の看護ケアⅡ 菊野　直子　先生 東京医療センター 副看護師長 がん放射線療法看護認定看護師 2024年度収録

10 標準放射線治療の実際Ⅰ　肺・肝 竹中　亮介　先生
国際医療福祉大学 成田病院 放射線科
国際医療福祉大学 医学部教授

2024年度収録

11 標準放射線治療の実際Ⅱ乳腺 伊藤　憲一　先生 栃木県立がんセンター 放射線治療品質保証室ゼネラルマネージャー 2024年度収録

12 標準放射線治療の実際Ⅲ前立腺

橋本　光康　先生

栗林　汰一　先生

国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

栃木県立がんセンター 放射線技術科

2024年度収録

13 標準治療の実際Ⅳ緩和照射 橋本　光康　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

14 先端放射線治療

大西　かよ子　先生

橋本　光康　先生

国際医療福祉大学 成田病院 放射線科
国際医療福祉大学 医学部教授

国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

15 総括 橋本光康　先生
国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科
 保険医療学専攻 放射線・情報科学分野責任者 教授

2024年度収録

1 「がん」と臨床検査　～特に病理検査について～ 片山　博徳　先生 国際医療大学 成田保健医療学部 医学検査学科 教授 2024年度収録

2 がん細胞を見つける細胞診検査／医療現場での細胞診検査　　 坂梨　史典　先生 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 医学検査学科 講師 2024年度収録

3 各種がんマーカーの検査の種類と検出感度　 清宮  正徳　先生
国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻 臨床検査学分野 教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科  学科長・教授

2024年度収録

4 がん細胞を用いた原因・進展・マーカー探索 小林 　崇平　先生 国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科 講師 2024年度収録

5 造血器腫瘍の臨床検査（血液形態・免疫・遺伝子学的検査）　 木村  明佐子　先生　 国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科 教授 2024年度収録

6 感染症と悪性新生物（感染症起因がん）　 竹内  啓晃　先生
国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻 臨床検査学分野 教授
国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科 教授

2018年度収録

7
がん発症の分子生物学的メカニズムと遺伝学的検査法／遺伝子検査やゲノム検
査がもたらす「がんゲノム医療」

山口 　良考　先生 国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科 准教授 2024年度収録

8 遺伝子バリアント表記と解釈の基礎 佐藤　謙一　先生
国際医療福祉大学 大学院 保健医療学専攻 臨床検査学分野 教授
国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 医学検査学科 学科長・教授

2024年度収録

がん治療放射線医科学（1コマ90分）

がん臨床検査学（1コマ90分）
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国際医療福祉大学大学院　映像教材開発一覧（20260309現在）

多職種協働市民公開シンポジウム

2023年度収録

「婦人科がんとは？その特徴は？」 青木 大輔 先生 国際医療福祉大学大学院教授/赤坂山王メディカルセンター院長 2023年度収録

「子宮頸がん検診のすすめ」 森定 徹 先生 杏林大学医学部産科婦人科学教室 准教授 2023年度収録

「子宮頸がんを予防するワクチンと検診の最新情報」 宮城 悦子 先生
横浜市立大学医学部産婦人科学教室 主任教授
横浜市立大学附属病院産婦人科部長

2023年度収録

「遺伝性腫瘍としての婦人科がん」 平沢 晃 先生
岡山大学学術研究院医歯薬学域 臨床遺伝子医療学分野　教授
岡山大学病院 臨床遺伝子診療科　診療科長

2023年度収録

「がん予防と遺伝カウンセリング」 西垣 昌和 先生 国際医療福祉大学大学院 保健医療学専攻 遺伝カウンセリング分野 教授 2023年度収録

「婦人科がん治療の最近のトピックス」 進 伸幸 先生
国際医療福祉大学医学部産婦人科学教授
国際医療福祉大学国際医療福祉大学 成田病院婦人科部長

2023年度収録

2024年度収録

「「奈良宣言・肝硬変実態調査・病名変更」
　　～脂肪肝にまつわる最近の話題～」

芥田　憲夫　先生 国家公務員共済組合連合会　虎の門病院　肝臓内科部長、内科総代 2024年度収録

「知らないと怖い？脂肪肝の話」 瀬古　裕也　先生 京都府立医科大学大学院　消化器内科学　学内講師 2024年度収録

「我慢は禁物！症状が出たときから早めに対応すべし！！
　　～肝治療と並行した早期からの緩和医療の重要性～」

結束　貴臣　先生 国際医療福祉大学国際医療福祉大学 成田病院　緩和医療科部長　准教授 2024年度収録

「できることから始めよう！脂肪肝改善につながる食事のポイント」 平野　実紀枝　先生 国家公務員共済組合連合会　虎の門病院　栄養部　科長 2024年度収録

「スマートフォンを使った肝臓のケア
　　-脂肪肝治療用アプリの開発と臨床試験-」

佐藤　雅哉　先生 東京大学医学部附属病院　検査部（消化器内科）　講師 2024年度収録

2025年度収録

「本シンポジウム開催の趣旨説明」 伊藤　純 先生 国際医療福祉大学成田病院 腎臓内科学 病院教授 2025年度収録

「腎臓病併存時のがん薬物療法、腎臓内科医との連携」 近藤　千紘 先生 埼玉県立がんセンター 腫瘍内科、日本がんサポーティブケア学会 オンコネフロロジー ワーキンググ  

「がんに関連する腎臓病の基礎知識」 和田　健彦 先生 国家共済組合　虎の門病院　腎センター内科　部長 2025年度収録

「腎臓病併存がん患者さんを支える多職種連携～生活支援から運動まで～」 井上　順一朗 先生 神戸大学医学部附属病院 国際がん医療・研究センター 理学療法士 2025年度収録

がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ  　 

2023年度収録

「臨床現場で経験する経済毒性－臨床医の視点から―」 小林 桃子 先生
国際医療福祉大学医学部臨床腫瘍学助教
国際医療福祉大学国際医療福祉大学 成田病院腫瘍内科

2023年度収録

「がんになる前に知っておきたい社会資源」 高濱 友理江 先生
国際医療福祉大学国際医療福祉大学 成田病院地域医療連携室
医療ソーシャルワーカー

2023年度収録

「がんの経済毒性」 本多 和典 先生 愛知県がんセンター薬物療法部医長 2023年度収録

1

「がんと腎臓病をともに乗り越える」
（開催：令和７年１０月４日（土）13：00～15：00）

1

1

「女性のがん 予防と遺伝―親から子どもに伝えること―」
（開催：令和5年10月22日（日）13：00～17：00）

「がんになったらいくらかかるの？治療機会の損失やQOLの低下を防ぐために」
（開催：令和6年1月20日（土）15：00～17：00）

1

「脂肪性肝臓病から肝硬変、肝がんに」
（開催：令和６年９月１６日（月・祝）13：00～17：00）

文部科学省　次世代のがんプロフェッショナル養成プラン　「次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン」
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【連携校出席者】

柴田　浩行委員、張替　秀郎委員、鵜澤　成一委員、曽我　賢彦委員、渡邉 眞理委員、小茂田　昌代委員、大西　啓之委員、松川　紀代委員

開開催催挨挨拶拶：：秋秋田田　　恵恵一一先先生生（（東東京京科科学学大大学学））

　　　　　 東京科学大学　秋田先生よりご挨拶

◎◎協協議議事事項項

１１．．  前前回回（（22002255年年22月月1177日日））議議事事要要旨旨（（案案））ににつついいてて 資料1 【承認

森議長より説明し、その後御意見なく承認された。

22．．   22002244年年度度及及びび今今年年度度取取組組ににつついいてて

（1） 各WGの取組について

・痛みの治療・ケアを担う人材養成（含む神経ブロック）：佐藤　信吾先生より報告

・地域に定着する放射線治療医養成（含む緩和的放射線治療）：鹿間　直人先生より報告

・地域に定着する病理診断医養成：大橋　健一先生より報告

・がん学際領域を担う人材養成：田村　雄一先生より報告

・小児がん・希少がん診療を担う人材養成：髙木　正稔先生より報告

・がん薬物療法専門医養成：加藤　俊介先生より報告

・造血器腫瘍診療を担う人材養成：森　毅彦議長より報告

・口腔癌診療とがん口腔支持療法を担う人材養成：樺沢　勇司先生より報告

・医療ビッグデータに基づくがん予防医療を担う人材養成：桜田　一洋先生より報告

・遺伝の専門医・専門看護師・カウンセラー等の人材養成：西垣　昌和先生より報告

・がんサバイバーに対するケアを担う人材と就労・生活支援を担う人材養成：佐藤　真由美先生より報告

・個別化医療を担う人材養成：浜本　康夫先生より報告

・創薬研究、ビッグデータや人工知能活用等による研究開発を担う人材養成：神谷　尚宏先生より報告

・CAR-T療法やICI等の専門薬剤師養成：松下　麻衣子先生より報告

資料2-7

資料2-8

資料2-9

資料2-10

資料2-11

資料2-12

資料2-13

資料2-14

22002255年年度度第第11回回「「次次世世代代ののががんんププロロフフェェッッシショョナナルル養養成成ププラランン」」

運運営営協協議議会会++外外部部評評価価委委員員会会　　議議事事次次第第（（案案））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時 ： 2025年7月9日（水）18時00分～20時00分

　　　　　　　　　　　　　議　長 ： 森　毅彦（東京科学大学）

　　　　　　　　　※オンライン（Zoomで開催）

資料2-1

資料2-2

資料2-3

資料2-4

資料2-5

資料2-6

東京科学大学：森　毅彦議長、秋田　恵一先生、三浦　雅彦先生、佐藤　信吾先生、大橋　健一先生、髙木　正稔先生、

　　　　　　　　　　樺沢　勇司先生、浜本　康夫先生、神谷　尚宏先生

慶應義塾大学：平田　賢郎先生、矢ヶ崎　香先生、中村　智徳先生、桜田　一洋先生、松下　麻衣子先生

国際医療福祉大学：三浦　総一郎先生、樋口　肇先生、矢冨　裕先生、田村　雄一先生、西垣　昌和先生、佐藤　真由美先生

順天堂大学：加藤　俊介先生、鹿間　直人先生

聖マリアンナ医科大学：砂川　優先生

東海大学：穂積　勝人先生、秦野　伸二先生

東京歯科大学：野村　武史先生

東京薬科大学：杉浦　宗敏先生

【外部評価委員出席者】

【オブザーバー出席者】
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（2） 各大学の取組について

・東京科学大学：森　毅彦議長より報告

・慶應義塾大学（医学研究科）平田　賢郎先生より報告

・慶應義塾大学（健康マネジメント研究科）矢ヶ崎　香先生より報告

・慶應義塾大学（薬学研究科）中村　智徳先生より報告

・国際医療福祉大学：矢冨　裕先生より報告

・順天堂大学：加藤 俊介教先生より報告

・東京歯科大学：野村　武史先生より報告

・東京薬科大学：杉浦　宗敏先生より報告

・東海大学：穂積　勝人先生より報告

33．． 22002255年年度度開開催催予予定定ののシシンンポポジジウウムム・・セセミミナナーーににつついいてて 【承認

　森議長より、資料3のとおり各大学・各WGの2025年度開催予定のシンポジウム・セミナーについて報告があっ
た。各大学内や関連病院等への広い周知、連携校内での協力を依頼し、了解が得られた。

44．． HHPP「「受受講講者者・・修修了了者者のの声声」」掲掲載載ペペーージジににつついいてて 【承認

　森議長より、東京科学大学のがんプロHPにおける「受講者・修了者の声」というページについて、各大学・各
WGのコース受講者・修了者の声を掲載する旨を説明した。「受講者・修了者の声」はこれから受講したいと考え
る方に向けたものであり、昨年度も作成し、各校の受講者の声を掲載している。今年度は修了者も出ているた
め、受講者の声と修了者の声の掲載について各大学・各WGに対して協力を依頼して了解が得られた。

55．． 連連携携校校共共通通イインンテテンンシシブブココーーススのの周周知知ににつついいてて 【承認

　森議長より、各大学内・連係施設への連携校共通インテンシブコースの幅広い周知について依頼して、了解が
得られた

66．． 外外部部評評価価委委員員とと次次世世代代ががんんププロロ教教員員・・オオブブザザーーババーーにによよるる意意見見交交換換

【張替　秀郎外部評価委員より】

・活動が順調に進捗している点が高く評価できる。
・一部、受講登録が不足している領域もあるが、これからの改善を期待する。
・東京首都圏の大学の連携であることから、地理的なアドバンテージを生かして、今後も、より一層の密な連携
を取って進めていくことを期待する。

【柴田　浩行外部評価委員より】

・色々な領域の専門家がいる点が高く評価できる。
・ビックデータ、創薬研究、人工知能など、医学部教育や大学院教育では学んでこなかったような領域もあり、
どのレベルで理解されているのか興味をもった。

上記に対して【桜田　一洋先生より返答】

・ベクトルと行列と内積の3つがわからないと、ディープラーニングの原理がわからない。そのため、講義資料の
中に数学の基礎を入れて、全体の構成を作成している。どのくらい基礎からやるべきか、という論点があるが、
2024年度に関しては、ある程度理解できたと聞いている。

【小茂田　昌代外部評価委員より】

・薬剤師、薬学部の活動について、学会や職能団体と連携した取組等が今まで以上に行われており、薬物治療に
おける薬剤師の役割が大きく拡大している状況である。そのような中、今後を見据えた新たな取り組みが行われ
ている点が高く評価できる。

資料2-21

資料2-20

資料2-19

資料2-18

資料2-17

資料3

資料2-15

資料2-16

2 / 3 2025.7.9

－ 140 －



【大西　啓之外部評価委員より】

・各WGや各大学で、色々な特徴ある講座を取り揃えている点が高く評価できる。
・受講者数に対して修了者数が少ないという点については、理由の把握と今後の改善を期待したい。
・薬剤師についても、薬物療法など関わりが非常に増えてきているので、より一層の多職種連携を期待したい。
・市民公開講座については、あらゆるところで予定されているので患者会でも情報発信していきたい。

【森　毅彦議長より返答】

・受講者数に対して修了者数が少ないという点については、昨年度は、コンテンツが年度途中から開始された
コースも多くあり、受講期間が12か月なかったというのが原因の一つであった。今年度は4月から全てのコンテン
ツが視聴できるようになっており、また、昨年度修了できなかった方も今年度継続して履修いただくことで修了
とすることもできると思うので、来年度の報告では、修了生がより多い形で報告できると思う。
・薬剤師の先生方についても、職種の壁なく複数のWGに参加いただいている。多職種連携という形で、薬剤師の
先生に関わらず、がん診療に携わっていける多職種のエキスパートを育成していくコースを目指している。今
後、その成果を報告したい。

【渡邉 眞理外部評価委員より】

・内容の充実さと、広報活動の活発さ、また、受講方法の工夫や市民公開講座も多く実施している点が高く評価
できる。
・受講者がなかなか増えないという点については、日本全国の課題かと思う。また、受講者数に対して修了者数
が少ないという点について、特に多職種については工夫を期待したい。

◎◎報報告告事事項項

77．． 補補助助金金のの執執行行ににつついいてて

　東京科学大学がんプロ事務局より、以下について周知と依頼をした。
昨年度に引き続き、今年度も執行状況調査を実施予定である。補助金の執行にあたっては、各校で工夫して効率
よく執行を進めていただきたい。執行する中で余剰金や不足が生じる場合には早めのご連絡をお願いしたい。

88．． 中中間間評評価価にに向向けけてて

　東京科学大学がんプロ事務局より、以下を共有した。
来年度、中間評価が実施される予定である。中間評価では、修了生の人数や資格取得状況、個別化医療の実施件
数等のアウトカムの情報等が求められることになるので、各大学は各大学で、各WGは本学事務局が中心となって
情報を収集することが必要となる。第3期がんプロと同様であれば、来年秋頃から冬にかけて実施されることにな
る。

　森議長より、追加発言があった。
修了者がその後、資格を取得し、またどこの施設で業務についているかという情報が必要となる。当拠点の連携
校共通コースでは受講者に対して、事前にそういった調査があることを了解いただいた上で受講いただいてい
る。

閉閉会会挨挨拶拶：：三三浦浦　　雅雅彦彦先先生生（（東東京京科科学学大大学学））

　　　　　 東京科学大学　三浦先生よりご挨拶
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2025年度第1回外部評価委員会評価結果まとめ
＜評価基準＞

A・B・C・Dによる4段階評価

１.各⼤学の役割や責任体制を明確化し、連携⼤
学すべてが⼀体となって事業を推進する体制と
なっている

A B A B A B A A

２．がん医療の新たなニーズに対応できる優れ
た⼈材を養成する体系的な教育プログラムが展
開されている

A B A B A B A A

①痛みの治療・ケアを担う⼈材養成（含む神経
ブロック）

A A B B A B A A

②地域に定着する放射線治療医養成（含む緩和
的放射線治療）

A A B A A A A A
⾆癌に⼩線源治療を⾏う⻭科医師も参加する機会を設
けてほしい

③地域に定着する病理診断医養成 A B B B A B C A
聴講数を増やして欲しい

④がん学際領域を担う⼈材養成 A B A B A B B B

⑤⼩児がん・希少がん診療を担う⼈材養成 B B B B A B C B
聴講数を増やして欲しい

⑥がん薬物療法専⾨医養成 B B B B A B C A
医師以外の医療従事者の参加を増やして欲しい

⑦造⾎器腫瘍診療を担う⼈材養成 A A B A A B A A

⑧⼝腔癌診療とがん⼝腔⽀持療法を担う⼈材養
成

A B B B A B A A

①医療ビッグデータに基づくがん予防医療を担
う⼈材養成

A A A B A B A A

②遺伝の専⾨医・専⾨看護師・カウンセラー等
の⼈材養成

A B B B A B A A

③がんサバイバーに対するケアを担う⼈材と就
労・⽣活⽀援を担う⼈材養成

B A B A A A A A
資料には担当されている先⽣⽅の⽒名の記⼊をお願い
したい。

①個別化医療を担う⼈材養成 A A B B A A A A

②創薬研究、ビッグデータや⼈⼯知能活⽤等に
よる研究開発を担う⼈材養成

A A A B A B A A

③CAR-T療法やICI等の専⾨薬剤師養成 A B B B A B A B

①がん医療の現場で顕在化している課題に対応
する⼈材養成

A A B B A B A A

②がん予防の推進を⾏う⼈材養成 A B B B A B A A

③新たな治療法を開発できる⼈材の養成 B B B B A B A A

5.本事業の継続による発展が期待できる A A B B A A A A

6.運営協議会が適切に開催され、本事業におけ
る連携および発展に資する内容となっている

A B B B A A A A

7．シンポジウムやセミナーが適切に開催さ
れ、本事業における連携および発展に資する内
容となっている

A B B B A A A A

コメント

3.各WGの活動が適切に⾏われているか

【がん医療の現場で顕在化している課題に対応する⼈材の養成】

【がん予防の推進を⾏う⼈材の養成】

【新たな治療法を開発できる⼈材の養成】

4.各テーマに対する現時点での評価について

A（優れている）
B（適切である）
C（若⼲の改善を必要とする）
D（⼤きな改善を必要とする）

評価項⽬ A委員 B委員 C委員 D委員 E委員 F委員 G委員 H委員
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2025年度第1回外部評価委員会評価結果まとめ
＜評価基準＞

A・B・C・Dによる4段階評価

１.各⼤学の役割や責任体制を明確化し、連携⼤
学すべてが⼀体となって事業を推進する体制と
なっている

A B A B A B A A

２．がん医療の新たなニーズに対応できる優れ
た⼈材を養成する体系的な教育プログラムが展
開されている

A B A B A B A A

①痛みの治療・ケアを担う⼈材養成（含む神経
ブロック）

A A B B A B A A

②地域に定着する放射線治療医養成（含む緩和
的放射線治療）

A A B A A A A A
⾆癌に⼩線源治療を⾏う⻭科医師も参加する機会を設
けてほしい

③地域に定着する病理診断医養成 A B B B A B C A
聴講数を増やして欲しい

④がん学際領域を担う⼈材養成 A B A B A B B B

⑤⼩児がん・希少がん診療を担う⼈材養成 B B B B A B C B
聴講数を増やして欲しい

⑥がん薬物療法専⾨医養成 B B B B A B C A
医師以外の医療従事者の参加を増やして欲しい

⑦造⾎器腫瘍診療を担う⼈材養成 A A B A A B A A

⑧⼝腔癌診療とがん⼝腔⽀持療法を担う⼈材養
成

A B B B A B A A

①医療ビッグデータに基づくがん予防医療を担
う⼈材養成

A A A B A B A A

②遺伝の専⾨医・専⾨看護師・カウンセラー等
の⼈材養成

A B B B A B A A

③がんサバイバーに対するケアを担う⼈材と就
労・⽣活⽀援を担う⼈材養成

B A B A A A A A
資料には担当されている先⽣⽅の⽒名の記⼊をお願い
したい。

①個別化医療を担う⼈材養成 A A B B A A A A

②創薬研究、ビッグデータや⼈⼯知能活⽤等に
よる研究開発を担う⼈材養成

A A A B A B A A

③CAR-T療法やICI等の専⾨薬剤師養成 A B B B A B A B

①がん医療の現場で顕在化している課題に対応
する⼈材養成

A A B B A B A A

②がん予防の推進を⾏う⼈材養成 A B B B A B A A

③新たな治療法を開発できる⼈材の養成 B B B B A B A A

5.本事業の継続による発展が期待できる A A B B A A A A

6.運営協議会が適切に開催され、本事業におけ
る連携および発展に資する内容となっている

A B B B A A A A

7．シンポジウムやセミナーが適切に開催さ
れ、本事業における連携および発展に資する内
容となっている

A B B B A A A A

コメント

3.各WGの活動が適切に⾏われているか

【がん医療の現場で顕在化している課題に対応する⼈材の養成】

【がん予防の推進を⾏う⼈材の養成】

【新たな治療法を開発できる⼈材の養成】

4.各テーマに対する現時点での評価について

A（優れている）
B（適切である）
C（若⼲の改善を必要とする）
D（⼤きな改善を必要とする）

評価項⽬ A委員 B委員 C委員 D委員 E委員 F委員 G委員 H委員

委員からのコメント⑥
 多くの検討されていた企画が実践され、また、様々な⼯夫をされていることがわかりました。⼀般公開講座など、⾮常に多くの参加者が集まり、⼀般市⺠のニーズを考えられたテーマの
講座が開催されていると感じました。専⾨薬剤師養成においては、学会や職能団体との連携することで参加を促す取り組みがされていました。
 ⼀⽅で、薬剤師は更なる薬物治療への貢献が求められており、昨年度、「がん薬物療法体制充実加算」が新設され、薬剤師による医師の診療前の処⽅提案が評価されました。今後は、さ
らにePRO活⽤による効率的で継続的な患者の症状把握が重要であり、がん医療の新たなニーズに対応できる優れた⼈材を養成するためには、そのようなコミュニケーションツール活⽤も
重要ではと思いました。今後、さらなる充実に期待いたします。
委員からのコメント⑦
 登録者数の増加に苦慮しているプログラムがいくつかあった。素晴らしいプログラム内容なのでweb開催や時間短縮など、学⽣が参加しやすくして欲しい。
患者団体や市⺠の⽣の声を聴けるプログラムを⼊れてみてはと感じました。
委員からのコメント⑧
 着々と成果が出ていて、今後に⼤変期待しております。スタートが出遅れてしまったWGについても、継続的な取り組みによって着実に進んでいると思いました。
ご報告を伺い、それぞれのWGによって、受講者数・修了者数、また受講者の属性（医師、⻭科医師、看護師など）が異なっていることがわかりました。数が少ないWGは増やす⼯夫を、
とおっしゃっているWGもありましたが、WGごとに⽬指している⼈材が異なるので、少ないからといって改善が必要とは必ずしも⾔えないと思います。ただ、育成の対象である⼈材に受
講されていないのであれば⼤変惜しいことですので、対象者を明確になさった上で広報やお声がけを続けていただければと思います。

委員からのコメント⑤
 全体的にWGの取り組み、各⼤学の取り組みも様々な⼯夫をされ、積極的に取り組まれていました。各WGの取り組みについては、2024年度報告の中には修了者が医師のみだった取り組
みもあり（連携7校共通がん薬物療法専⾨医療⼈養成コースインテンシブコース）「医師以外には難しかった内容だったかも」と説明があったため、造⾎器腫瘍診療を担う⼈材育成WGの
ように専⾨医養成コースと医療者育成コースのように分けて計画されると参加者は参加しやすく、修了者も増えるかと思いました。
各⼤学の取り組みでは参加者が多い⼤学と少ない⼤学にわかれており、参加者が少ない⼤学は、難しい課題とは思いますが、今後も参加者の獲得に努⼒いただきたいと思いました。

8.その他のご意⾒、ご提案があれば⾃由にご記⼊ください
委員からのコメント①
 現在の医学部、薬学部、看護学部、⻭学部などの医療系学部の⼤学教育では専⾨教育に⼒点が置かれ、相対的に基礎学⼒が低下していると⾔われております。⼤学は、いわば、専⾨医療
⼈養成校のようになっています。
 新しい「がん医療」の地平を築き上げるには新たな学問領域と教育カリキュラムが必要だと感じました。コンピューターサイエンス、ビッグデータ解析、⼈⼯知能といった新領域、かつ
領域横断的な数学、情報科学などのベーシックな内容に、受講⽣が、どの程度、理解できるのか知りたいと思いました。特に、⾼校数学で⾏列などの線形代数学を学ばない30歳前後の世
代の教育は⼤変でしょうか？
委員からのコメント②
 それぞれの施設・領域が活発に事業を展開しており、順調に進捗していると思われる。参加施設の連携も評価できる。がん診療に必要な医療⼈材の育成が可能なプログラム構成となって
おり、中には特⾊のあるプログラムも準備されている。⼀部登録が伸び悩んでいる領域があり、今後の改善を期待したい。⾸都圏の⼤学で構成されているプログラムというアドバンテージ
を⽣かした事業の実施を意識していただきたいと思う。
委員からのコメント③
・東京科学⼤学が⾏っていた他のがんプロとの連携事業に関しては、他の⼤学やWGでも積極的に推進していただきたい。
・この事業のアウトカムとその評価⽅法について知りたかった。
委員からのコメント④
 4年間で設定されているコースを修了できるのは、今年度の新期履修者までになると思います。事業補助期間内に、どれだけの⼈材を輩出したかの実績は、最終評価時に極めて重要な指
標になると思われます。この観点から、新期履修者がどの程度となるかに注⽬していました。概して新期履修者数は充⾜されているようです。残念ながら充⾜されていないコース等につい
ては、今後の実績に⼼から期待いたします。
⽂部科学省の事業選定にあたっては、⼝腔がん・がん⼝腔⽀持療法に携わる医療者養成コース、先端医療技術を⽤いた個別化医療、レギュラトリーサイエンスを駆使し難治性がん克服戦略
を⽴案し推進できる医療⼈養成コース、がんサバイバーを⽀える多職種医療⼈養成コースなど、独⾃性に富み、優れた内容のコースが計画され、集学的治療と多職種連携を基盤とした７⼤
学それぞれの強みを活かした医療⼈育成プランを計画している点が評価されていました。多職種を対象としてがん専⾨医療⼈を養成する事業構想は他事業と⽐較し極めて特徴的かつ優れて
いると思います。他の選定⼤学の事業等が追随するようなアクティビティを期待いたします。
 また、優れた事業内容を他地域のがんプロ事業と共有し、事業効果を⾼める姿勢が、とりわけ造⾎器腫瘍診療を担う⼈材養成WGで顕著でした。他のWG等におきましても、優れた内容
が多々ありますので、シンポジウムやセミナー等につきましては、事業を構成する⼤学群のみならず、広く公開していただけるとより事業効果が増すように感じられました。
 引き続き充実した事業が展開されますことを⼼より期待いたします。
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2025 年度第 2 回「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」 

運営協議会+外部評価委員会 議事要旨（案） 

                         日 時 ： 2026 年 2 月 9 日（月）18 時 30 分～20 時 30 分 

                 議 長 ： 森 毅彦（東京科学大学）   

                  ※オンライン（Zoom で開催）     
 

 
 
 
 
 

【連携校出席者】

柴田　浩行委員、張替　秀郎委員、鵜澤　成一委員、渡邉 眞理委員、小茂田　昌代委員、大西　啓之委員、松川　紀代委員

開開催催挨挨拶拶：：  森森　　毅毅彦彦先先生生（（東東京京科科学学大大学学））

　　　　　　東京科学大学　森議長よりご挨拶

◎◎運運営営協協議議会会

１１．．  前前回回（（22002255年年77月月99日日））議議事事要要旨旨（（案案））ににつついいてて 資料1 【承認】

森議長より説明し、その後御意見なく承認された。

◎◎外外部部評評価価委委員員会会

22．． 各各WWGG・・各各校校のの取取組組ににつついいてて

（1） 各WGの取組について

・痛みの治療・ケアを担う人材養成（含む神経ブロック）：佐藤　信吾先生より報告

・地域に定着する放射線治療医養成（含む緩和的放射線治療）：鹿間　直人先生より報告

・地域に定着する病理診断医養成：大橋　健一先生より報告

・がん学際領域を担う人材養成：田村　雄一先生より報告

・小児がん・希少がん診療を担う人材養成：髙木　正稔先生より報告

・がん薬物療法専門医養成：加藤　俊介先生より報告

・造血器腫瘍診療を担う人材養成：森　毅彦議長より報告

・口腔癌診療とがん口腔支持療法を担う人材養成：樺沢　勇司先生より報告

・医療ビッグデータに基づくがん予防医療を担う人材養成：桜田　一洋先生より報告

・遺伝の専門医・専門看護師・カウンセラー等の人材養成：西垣　昌和先生より報告

・がんサバイバーに対するケアを担う人材と就労・生活支援を担う人材養成：佐藤　真由美先生より報告

・個別化医療を担う人材養成：浜本　康夫先生より報告

・創薬研究、ビッグデータや人工知能活用等による研究開発を担う人材養成：小池　竜司先生より報告

・CAR-T療法やICI等の専門薬剤師養成：松下　麻衣子先生より報告

資料2-9

資料2-1

資料2-2

資料2-3

【オブザーバー出席者】

聖マリアンナ医科大学：砂川　優先生

資料2-4

資料2-5

資料2-6

資料2-7

資料2-8

資料2-14

資料2-10

資料2-11

資料2-12

資料2-13

東京科学大学：森　毅彦議長、三浦　雅彦先生、佐藤　信吾先生、大橋　健一先生、髙木　正稔先生、

　　　　　　　　　　樺沢　勇司先生、浜本　康夫先生、小池　竜司先生、神谷　尚宏先生

慶應義塾大学：平田　賢郎先生、矢ヶ崎　香先生、中村　智徳先生、桜田　一洋先生、松下　麻衣子先生

国際医療福祉大学：矢冨　裕先生、三浦　総一郎先生、樋口　肇先生、西垣　昌和先生、佐藤　真由美先生

順天堂大学：加藤　俊介先生、鹿間　直人先生

東海大学：穂積　勝人先生、秦野　伸二先生、井上　玲子先生

東京歯科大学：野村　武史先生、関川　翔一先生

東京薬科大学：杉浦　宗敏先生

【外部評価委員出席者】

－ 146 －



 

 

 
 
 

33．． 22002255年年度度受受講講生生数数ににつついいてて 資料3 【承認】

　森議長より、資料3のとおり各大学・各WGの2025年度受講生数について報告があった。各大学・各WGの今後のリクルート
等への活用が呼びかけられ、了承が得られた。

44．． 22002255年年度度開開催催シシンンポポジジウウムム・・セセミミナナーーににつついいてて 資料4 【承認】

　森議長より、資料4のとおり各大学・各WGの2025年度開催シンポジウム・セミナーについて報告があった。各大学・各WG
の今後の運営の参考とするよう呼びかけられ、了解が得られた。

55．． 外外部部評評価価委委員員とと次次世世代代ががんんププロロ教教員員・・オオブブザザーーババーーにによよるる意意見見交交換換

【柴田　浩行外部評価委員より】

・資料3について、受講生数だけでなく募集人数に対する充足率があればよりわかりやすい。

・資料4について、参加人数も把握した方がよい。

・大学院正規課程は修了生の数で評価できると思うが、インテンシブコースは参加者からのアンケート調査があるといい
のではないか。ビックデータの専門家にデータを加工してもらったり、まとめ方についてアドバイスをもらったり工夫が
あるといいのではないか。

・WG は多数あるが、がん治療はチームで取り組むものであるため、関連するWG 同士が合同で開催するなど連携した形で
実施すると、面白い企画が実施できたり、各専門家が集まって取り組んでいることが明確になり、よりよいのではない
か。

【張替　秀郎外部評価委員より】

・特色のある取組で、進捗も順調だと考える。

・資料3について、各大学・各WGで達成度に差がみられるため、ばらつきが生じないようにしていくことが望ましい。

【松川　紀代外部評価委員より】

・多職種との連携が進んでおり、チーム医療が今後さらに充実していくことを期待している。

・特に、痛みの治療・ケアを担う人材養成（含む神経ブロック）で鍼灸師と連携するシンポジウムを実施した点が印象的
であった。東洋医学、鍼灸、漢方との相互理解を含める取り組みは、患者としても非常にありがたい。今後もぜひ進めて
ほしい。

【大西　啓之外部評価委員より】

・自身も市民公開講座に参加したが、ほとんど医療者のみが受講しているイベントもあり、広く市民に届いていない点が
もったいないと感じた。今後、広報方法に工夫をすることが望ましい。

・チーム医療が定着してきたことに加え、リレーフォーライフなど患者との直接交流が進んでおり、患者としても多職種
連携が定着してきていることを嬉しく感じている。

【鵜澤　成一外部評価委員より】

・非常に多岐にわたる素晴らしい事業を展開している。

・一部で取り組みが進んでいるものの、多拠点のがんプロとの連携について、今後さらに推進していくことが望ましい。

◎◎そそのの他他

66．． 中中間間評評価価にに向向けけてて

　東京科学大学がんプロ事務局より、来年度、中間評価が実施される予定との共有を行った。
中間評価では、資格取得状況などの現在の達成状況が求められることになるため、各大学・各WGにおいて準備を進めるよ
う協力を依頼した。

　森議長より、追加発言があり、膨大な情報収集が必要となるため、各大学・各WGおよび各大学の事務局へ協力を呼びか
けた。また、来年度の受講生のリクルートに向け、各大学内や関連病院等への広い周知、連携校内での協力を依頼した。

閉閉会会挨挨拶拶：：三三浦浦　　雅雅彦彦先先生生（（東東京京科科学学大大学学））

　　　　　 東京科学大学　三浦先生よりご挨拶
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2025年度第2回外部評価委員会評価結果まとめ

＜評価基準＞

A・B・C・Dによる4段階評価

１.各大学の役割や責任体制を明確化し、連携大
学すべてが一体となって事業を推進する体制と
なっている

A A B B A C A A
【F委員】
単科大学の場合も、他大学との連携が取れるようになる
とより良い事業になると考えます。

２．がん医療の新たなニーズに対応できる優れ
た人材を養成する体系的な教育プログラムが展
開されている

A A A B A B A A

①痛みの治療・ケアを担う人材養成（含む神経
ブロック）

A A B A A B A A

②地域に定着する放射線治療医養成（含む緩和
的放射線治療）

A A B A A A A A
【F委員】
多職種のSGD が多く行なわれていてよい。参加者多い。

③地域に定着する病理診断医養成 B B B B A B B A

【A委員】地域の病理医の充実は難しいと思います。テレ
パソの導入などはいかがでしょうか？
【H委員】実習が好評とのことで、大変工夫されていらっ
しゃると感じました。

④がん学際領域を担う人材養成 B B B B A B B A

⑤小児がん・希少がん診療を担う人材養成 A B B B A B A A

⑥がん薬物療法専門医養成 A B B B A B A A

⑦造血器腫瘍診療を担う人材養成 A A B A A B A B

⑧口腔癌診療とがん口腔支持療法を担う人材養
成

A B B B A B A A

①医療ビッグデータに基づくがん予防医療を担
う人材養成

B A A A A B A A

②遺伝の専門医・専門看護師・カウンセラー等
の人材養成

B B B B A B B A
【A委員】アウトカムとして養成される専門医療職の明示
があったら良い。

③がんサバイバーに対するケアを担う人材と就
労・生活支援を担う人材養成

B A B B A B A B
【A委員】アウトカムとして養成される専門医療職の明示
があったら良い。

①個別化医療を担う人材養成 A A A B A B A A

②創薬研究、ビッグデータや人工知能活用等に
よる研究開発を担う人材養成

B B A B A B B A

③CAR-T療法やICI等の専門薬剤師養成 A A B A A C A A

【F委員】
現場では、がん薬剤師外来が始まり、特にICI に対する薬
剤師の貢献が期待される中、研修内容が次世代の薬剤師
を見据えた内容になっていないのが残念であった。

A（優れている）
B（適切である）
C（若干の改善を必要とする）
D（大きな改善を必要とする）

評価項目 A委員 B委員 C委員 D委員 E委員 F委員 G委員 H委員 コメント

3.各WGの活動が適切に行われているか

【がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材の養成】

【がん予防の推進を行う人材の養成】

【新たな治療法を開発できる人材の養成】
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②創薬研究、ビッグデータや人工知能活用等に
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【F委員】
現場では、がん薬剤師外来が始まり、特にICI に対する薬
剤師の貢献が期待される中、研修内容が次世代の薬剤師
を見据えた内容になっていないのが残念であった。

A（優れている）
B（適切である）
C（若干の改善を必要とする）
D（大きな改善を必要とする）

評価項目 A委員 B委員 C委員 D委員 E委員 F委員 G委員 H委員 コメント

3.各WGの活動が適切に行われているか

【がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材の養成】

【がん予防の推進を行う人材の養成】

【新たな治療法を開発できる人材の養成】

①がん医療の現場で顕在化している課題に対応
する人材養成

A A B B A B A A

【G委員】
鍼灸師と連携したシンポジウムや遺伝性腫瘍などに対す
る多職種連携での運営、症例検討会開催など、現場に視
点をおいた取り組みがされている。

②がん予防の推進を行う人材養成 A B B B A B A A

【G委員】
AIを利用したがんの予後予測と予防や、遺伝的ハイリス
ク患者家族への対応、サバイバー・家族の課題の多職種
による理解など、予防の推進を行う人材の育成に取り組
んでいる。

③新たな治療法を開発できる人材の養成 A B B B A B A A

【G委員】
個別化医療では、多職種で考える診療と意思決定支援、
創薬ではがんゲノム、遺伝子細胞療法、免疫療法などの
先端技術、ビックデータ、AIの駆使、そして難治性がん
克服戦略を立案できる人材養成に取り組んでいる。

5.本事業の継続による発展が期待できる A A A A A B A A

【G委員】
多大学、多職種連携、市民公開講座を通して意義の理解
につながり、今後も継続することにより、さらなる発展
が期待できる。

6.運営協議会が適切に開催され、本事業におけ
る連携および発展に資する内容となっている

A A A A A B A A
【G委員】
運営協議会で、互いの進捗報告を聞くことで刺激にな
り、新たな推進の発展に寄与していると感じた。

7．シンポジウムやセミナーが適切に開催さ
れ、本事業における連携および発展に資する内
容となっている

A A A A A B A A

【G委員】
私自身、3つの市民公開講座とリレーフォーライフに参加
することにより、本養成プランのそれぞれのWGが担って
いる意義や発展が肌で感じられました。

委員からのコメント⑥
多くの大学の取り組みは、多職種連携が進んでいる業況が理解できました。今後は、単科大学の取り組みも、他大学との連携が取れ、次世代を見据えた研修体制ができることを期待いたしま
す。
委員からのコメント⑦
今回の各WG、各校の発表を聞いて、多職種連携が進み、内容もより充実し、市民への啓発活動もされていて、率直にこの取り組みが進展していると感じました。
また、事務局から市民公開講座のご案内をいただき、いくつかの講座に参加することにより、より私自身、チーム医療が定着してきていることや、それぞれの取り組みの意義を実感すること
ができました。
市民公開講座を市民会館などで開催すると、一般市民の方が多く参加され、大学内の教室だと、市民の集客に苦労されていることも、費用のこともありますが、一部ですが参加してわかりま
した。
委員からのコメント⑧
レポート提出で単位を認めるなど柔軟性を高めて受講生を増やすところがある一方、実習に力を入れているところもあり、それぞれのWGに合ったやり方をとっていらっしゃることがわかりま
した。
多職種連携を積極的に進めているところが多く、今後に大変期待しております。
7について、各シンポジウム・セミナーは参加人数だけではなく、どのような人に聞いてもらいたいかなど、ねらいがあったと思います。そういった目標が達成されていたかどうかが、明確と
はいえないと思いました。

委員からのコメント⑤
各ワーキングは、がんの専門性を追究し、プログラムのPDCAが実施されており、高く評価できる。また広報についても前回よりも更に力を入れて取り組んでいた。
各ワーキング・各校の取り組みにおいて特に市民公開講座の企画、実施内容、参加者数が印象に残った。令和8年診療報酬改定の遺伝性乳がん卵巣がん症候群患者の未発症血縁者の予防医療に
関する保険適応についての情報もあり、今後、更に遺伝カウンセラーの増加が見込まれることが予測できた。
前回の意見をふまえて、教育プログラムの・コース開催一覧、シンポジウム・セミナー開催（予定）一覧が新たに作成され、活動がより把握できた。
多職種チーム医療が今後も求められることから、多職種を対象とした医療者養成コースでは、全体の参加者数だけでなく職種別数も記載（発表のPPT等）いただけると参加者の特徴や今後の
課題が把握できると思った。

4.各テーマに対する現時点での評価について

8.その他のご意見、ご提案があれば自由にご記入ください
委員からのコメント①
大変重厚なシステムで、活動の幅も広く、素晴らしいと思います。
以下の点についてご留意ください。
1) 成果は大学院への入学者数に加えて、募集人数に対する充足率で示すと達成度がわかりやすいと思います。
2) インセンティブコースの評価は参加者のアンケート調査などの結果でも示してください。
3) ワーキンググループ間のコラボレーションを進めて、新たな癌治療のチームを創出してください。
4) 本がんプロの成果が、グループ全体として、がん治療領域の、どの部分にブレークスルーを生み出すのか？示してください。

委員からのコメント②
鍼灸、AIといった特色あるプログラムが提供されている。多職種向けの教育プログラム、連携校との協働も適切になされており、事業は順調に進捗していると判断する。ただし、受講生数に
ついて連携校間。コース間でばらつきがあり、アクティビティーにやや差がある印象がある。

委員からのコメント③
 全体的にはがんに関わる多くの職種を対象とした優れたプログラムを展開していると考えます。
 プログラムの充足率をしっかり把握して、年度ごとに対策をたてた方が望ましいと思います。定員数はどのように決めているのでしょうか？また、修了後アンケートなどは取られているんで

 しょうか？
他のがんプロとの連携事業をさらに展開すべきであると考えます。
 一部の大学で行われていたが、多職種協働によるより実践的なアクティブラーニングをもっと取り入れたたら、さらに充実したプログラムになると思います。
委員からのコメント④
多くの活動において、前年度の振り返りや、最新の潮流を基に、内容がさらに充実したものとなっており、受講者ならびに修了者が目標を超えて達成されています。シンポジウムやセミナー
が非常に多く開催されています。全体として適切に事業が展開されていますが、正規課程において、大学間で目標の達成率に幅が生じているようです。開講しているコースについてそのすべ
てが未達成の状況となっている大学があり、来年度の受け入れが目標を達成し、より充実した活動となることを期待いたします。
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76.5 23.5 34
58.5
92.4

CTRCD

R
4 2

4 3

7
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2 3
R8

1 8 8
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Ⅴ.広報・学生募集 

 

 

１．がんプロホームページ 

２．がんプロパンフレット 
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▱࿘ࡋᥖ㍕࡟㹆㹎ࢆࢪ本学大学院開講コース࣌ーڧ

https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer5/iuhw_lec/

7ڧ 大学連携校共通インテンシブコースࢆ㹆㹎࡟ᥖ㍕ࡋ࿘▱

https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer5/partner_common/

2024

2024年 4᭶
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2025 年度がんプロパコースパンフレット２種

本学大学院開講コースڧ 連携校共通インテンシブコースڧ
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Ⅵ.事業推進委員会 

開催記録 

 
「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」 

事業推進委員会 
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令和 7 年度 

次世代のがんプロフェッショナル養成プラン 

事業推進委員会 開催記録 

 

 

第１回 令和７年６月３日（火） 18：10～1９：１0 

オンライン開催（Teams 利用）              （出席 25 名） 

 

 

第２回 令和７年１２月９日（火）  

メール会議（書面審議）               （   ―   ） 

 

 

第３回 令和８年３月２日（月） 18：10～18：４５ 

オンライン開催（Teams 利用）              （出席 32 名） 
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Ⅶ.事業推進委員会 

委員名簿 

 
「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」 

事業推進委員会 

 

－ 161 －
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療
福
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福
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、
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福
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篠
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福
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福
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光
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福
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）
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授
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山
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際

医
療

福
祉

大
学

大
学

院
医

療
福

祉
学
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科
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療
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学
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野

責
任

者
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授
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0
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国
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医
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大
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光
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検
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療
福
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療
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療
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福
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1
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福

祉
大

学
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学
部
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主
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授

、
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際
医
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福

祉
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学
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部
長

、
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攻
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1
5
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福
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検
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検
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史
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児
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藤

　
真
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国
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医
療

福
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大
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1
9
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條

　
真
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学

専
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授
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0
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国
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療

福
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篠
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福
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療
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療
福
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福
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学
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、
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療
福
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療
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福
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療

福
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究
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療

福
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